
平
成
30
年
8
月
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日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
501
号 平

成
30
年
8
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
501
号

発
行
人
：
向
山
洋
一　
編
集
人
：
向
山
洋
一　
発
行
：
東
京
教
育
技
術
研
究
所　
〒
１
４
２
ー
０
０
６
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東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
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すべての子供の学力を保障する

教育

教
育

9
月
号 

２
０
１
８　

東京教育技術研究所

東
京
教
育
技
術
研
究
所

トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

9
月
号 

２
０
１
８

特
集
・
特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
指
導
法

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2018.9
特別支援の子の力を伸ばす
TOSSの指導法
特別支援の子の力を伸ばす
TOSSの指導法特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

小野　隆行　子供が正反対の姿になるリレーバトンパスの指導場面
河田　孝文　チャンクを明確にすれば言葉の意味が子供に届く
木村　重夫　リズムとテンポのある知的な授業は、
　　　　　　不規則発言を自然に消してしまう
川原　雅樹　「教えて褒める」の繰り返しで子供は救われる
森元　智博　手元のノートと同じマス目、 同じ色の線だから、
　　　　　　すらすらと黒板を写すことができる
手塚　美和　特別支援の子の力を伸ばす TOSS の指導法
間嶋　祐樹　まずはクールダウン室を用意する
小嶋　悠紀　海外の先行実践を取り入れた
　　　　　　「パッと行動支援 絵カード」
笠井　美香　五七五の音と絵で子供が覚える望ましい行動
望月　健　　「自分で解き進めて、 自分の力だけで
　　　　　　70点が取れました。 こんなこと、 初めてです」
太田　千穂　計算の苦手な子も安心して使える「百玉そろばん」
鈴木　恭子　その子に応じた給食指導を！
高杉　祐之　宿題で学力を上げようとするのは、 教師の怠慢
許　鍾萬　　「子供を傷つけない」のが指導の原則

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

定価 750 円（税込）／年間定期購読料 8,500 円（税込）

〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
TEL. 0120-00-6564
FAX. 0120-88-2384

平日9:30～17:30　土日祝休

＜ご注文・お問合せ先＞

東京教育技術研究所
24時間365日受付中！

近くに人がいるだ
けで気が

散ってしまったり
トラブル

が起こったりする
自情障学

級。一人ひとりの
スペースを

独立させることに
よって、自

分の学習に集中す
ることがで

きる。前のホワイ
トボードを

使ってその子のペ
ースで学習

する。

卒業までの関連行
事や練習など

を全部書き込んだ
ものを六年生一

人ひとりに用意。
参加できたもの

には花丸をつけ、
励みにしてい

く。また、１週間
の予定を一緒に

掲示し、１日や１
週間の中での

「がんばりポイン
ト」がわかるよ

うにしている。

教室をパーテーシ
ョンで２つに区切

る。手前が遊びス
ペース、奥が学習

スペース。

全体を見渡せるよ
う、完全には区切

らない。一目見て
、区別がつけばそ

れでよい。

ホワイトボードに
は、一人ひとりの

学習内容が示してあ
る。プリント等も

貼っておく。何をど
のくらいやれば終

わりになるのか、見
通しを持って学習

に取り組める。また
、学習の最初にや

ることを決めておく
と、トラブル等が

あって担任がいない
場合でも、子供た

ちが自分で学習を始
めることができる

。

白は原学級に行く
時間、黄は特別

支援学級で学習す
る時間を示してい

る。誰がいつどこ
にいるのか、職員

にもわかりやす
い。

左棚の裏側はたた
みスペースがあ

る。

ここで子供たちが自
由に遊んでいる。途

中

になってしまった
パズル・ブロックな

どは、

青い箱にしまってい
ったん終了にする。

見通しがないと落
ち着かない子供た

ちが多い自情障学
級。

安心して生活でき
るように、様々な

工夫をしている。
長野県
公立小学校

奥
おく

原
はら

 淳
じゅん

子
こ

近くに人がいるだ
けで気が

一人ひと
りの独立

したスペ
ース

ホワイトボ ドには 人ひとりの
一人ひと

りのホワ
イトボー

ド

１日の予
定を示す

マグネッ
トシート

左棚 裏側
が

パーテーシ
ョンの向こ

うの遊びコ
ーナー

卒業まで
の見通し

を持たせ
るカレン

ダー

子供たちが
見通しを持って生

活できる教室

5

4

T0SS特別支援教育
No.3

写真でわかる！特別
支援学校の教室づく

り

T0SS特別支援教育
No.3
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けで気が

散ってしまったり
トラブル

が起こったりする
自情障学

級。一人ひとりの
スペースを

独立させることに
よって、自

分の学習に集中す
ることがで

きる。前のホワイ
トボードを

使ってその子のペ
ースで学習

する。みにしてい
に
での

がわかるよ

教室をパーテーシ
ョンで２つに区切

る。手前が遊びス
ペース、奥が学習

スペース。

全体を見渡せるよ
う、完全には区切

らない。一目見て
、区別がつけばそ

れでよい。
白は原学級に行く

時間、黄は特別

支援学級で学習す
る時間を示してい

る。誰がいつどこ
にいるのか、職員

にもわかりやす
い。
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一人ひと
りの独立

したスペ
ース

１日の予
定を示す

マグネッ
トシート

卒業まで
の見通し

を持たせ
るカレン

ダー
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１
．
一
人
も
歌
わ
な
い
「
合
唱
」

　

最
初
に
前
任
校
の
最
後
の
年
、
飛
び
込
み
で
三
年
生
を
担
任
し
た
時
の
合
唱
を
見
せ
ま
す
。

こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
局
が
一
年
間
私
の
学
級
に
入
り
、
日
常
か
ら
体
育
祭
、
文
化
祭
ま
で
撮
っ
て

く
れ
た
映
像
で
す
。
画
質
が
違
い
ま
す
ね
。

次
に
、
20
代
で
つ
く
っ
た
合
唱
で
す
。
40
人
学
級
で
、
26
歳
く
ら
い
の
時
の
合
唱
で
す
。
３

年
間
持
ち
上
げ
た
か
ら
こ
う
な
る
の
で
す
。

こ
の
時
は
５
学
級
あ
っ
た
の
で
す
が
、
三
年
に
上
が
る
時
に
は
一
、
二
年
生
の
時
に
歌
っ
て

こ
な
か
っ
た
子
た
ち
が
私
の
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
き
ま
す
。
私
が
育
て
た
子
た
ち
は
他
の
学
級
に

入
っ
て
、
全
体
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
前
の
年
に
歌
わ
な
か
っ
た
子
た

ち
が
私
の
学
級
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
生
徒
た
ち
に
も
歌
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
く
で
は
駄
目
で
す
ね
。
苦
労
は
あ
り
ま
す
が
。

他
の
学
級
は
元
長
谷
川
学
級
の
生
徒
た
ち
が
引
っ
張
っ
て
良
い
合
唱
を
つ
く
る
か
ら
、
三
年

の
合
唱
の
質
は
す
ご
く
均
衡
す
る
の
で
す
。

合
唱
部
が
な
い
か
ら
、
と
に
か
く
担
任
が
指
導
す
る
し
か
な
い
。
学
年
を
つ
く
る
こ
と
が
何

よ
り
大
事
だ
か
ら
、
自
分
の
ク
ラ
ス
だ
け
ダ
ン
ト
ツ
で
良
く
て
も
全
く
意
味
が
な
い
、
と
い
う

わ
け
で
す
。
私
の
思
想
が
子
供
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
年
で
す
。
前
の
講
座
で
生
徒
た
ち
の
様
子
を
見
せ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
の
子
た

ち
が
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
ど
う
な
っ
た
か
で
す
。
今
み
た
い
な
合
唱
に
な
っ
た
か
。

な
り
ま
せ
ん
。
出
逢
っ
て
６
ヶ
月
で
す
よ
。
夏
休
み
を
抜
い
て
５
ヶ
月
で
す
。
な
ら
な
い
で

す
。合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
３
週
間
前
の
練
習
の
時
の
映
像
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
合
唱
の
映
像
。
女

子
は
歌
っ
て
い
る
が
、
男
子
は
誰
一
人
口
を
開
け
ず
、
隣
と
話
し
た
り
、
ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
、 〈

解
説

　長
谷
川
〉

　中
学
校
教
育
成
功
の
秘
訣
は
「
学
年
づ
く
り
」
で

あ
る
。

　あ
る
学
級
だ
け
が
ず
ば
抜
け
て
良
い
と
い
う
状
態

を
打
破
す
る
必
要
が
あ
る
。

　た
だ
し
、
一
時
的
に
は
そ
う
な
り
得
る
。

　皆
一
斉
に
集
団
形
成
の
段
階
を
踏
む
こ
と
は
あ
り

得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　先
頭
を
走
る
学
級
が
他
を
牽
引
す
る
と
同
時
に
、

支
援
を
す
る
。

　そ
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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3 荒れた中学校を立
て直した！人生を

変える指導法

長谷川博之先生セ
ミナーIN群馬

対応により、子ど
もは変わる　

特別支援の対応か
ら学ぶ　長谷川博

之の対応技術

2015年11月、群
馬県高崎市で開催

。「長谷川先生の

新しい赴任先での
実践を知りたい」

という多くの声に
応

え、赴任校での授
業指導をはじめ合

唱コンクール、部
活

動、生徒指導とい
った様々な場面で

の対応技術を自身
の

体験を踏まえて紹
介。本稿ではセミ

ナーの一部をテー
プ

おこしで再現する
。

荒
れ
た
中
学
校
を
立
て
直
し
た
！
人
生
を
変
え
る
指
導
法

誌上ライブ！このセミナーを

自
尊
心
を
傷
つ
け
ず
に

行
動
変
容
を
促
す
術

行
動
変
容
を
目
標
と
す
れ
ば
、「
怒
鳴
る
」
や
「
皮
肉
を
言
う
」
は
目
標
か
ら

全
速
力
で
遠
ざ
か
る
行
為
で
あ
る
。
自
尊
心
を
傷
つ
け
ず
に
相
手
を

そ
の
気
に
さ
せ
る
方
法
を
採
ろ
う
。

長谷川 博之
埼玉県秩父市立
尾田蒔中学校

はせがわ　ひろゆき

NPO法人埼玉教育
技術研究所代表

理事。TOSS埼玉
志士舞代表。日

本小児科連絡協議
会「発達障害へ

の対応委員会」委
員。全国各地で

開催されるセミナー
や学会、学校や保

育園の研修に招か
れ、講演や授業を

行っている。また自
身のNPOでも年間

20回ほどの学習会
を主催している。

022-031_TOSSn
o3_hea_02.indd
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ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
動
的
）
な
「
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
の
授
業
」
を
二
つ
紹
介
す
る
。

１ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
く

前
出
の
写
真
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
根
木
慎
志

氏
が
、
私
の
担
任
す
る
六
年
生
に
、
出
前
授
業

し
た
と
き
の
様
子
だ
。

「
理
科
は
感
動
だ
」
と
い
う
小
森
栄
治
氏
の
言

葉
が
あ
る
。
感
動
の
あ
る
授
業
を
す
る
に
は
、

物
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
の
授
業
も
同
じ
だ
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

招
く
こ
と
で
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
授
業
に

な
る
。

根
木
氏
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
水
泳
や
サ
ッ

カ
ー
に
親
し
ん
で
き
た
。
高
校
三
年
生
の
冬
、

交
通
事
故
で
脊
髄
を
損
傷
し
、
車
い
す
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。「
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
し
か

考
え
ら
れ
ず
、
車
い
す
に
乗
る
自
分
を
恥
じ
て

い
た
」
と
言
う
。
し
か
し
入
院
中
、
車
い
す

バ
ス
ケ
の
チ
ー
ム
に
勧
誘
さ
れ
、
気
持
ち
は

百
八
十
度
変
わ
っ
た
。
根
木
氏
は
代
表
入
り

を
目
指
し
て
懸
命
に
練
習
に
取
り
組
ん
だ
が
、

一
九
九
六
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
は
最
終
選
考
で

落
選
し
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
で
プ
レ
ー
す
る

仲
間
の
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
た
根
木
氏
は
、「
障

害
が
あ
り
な
が
ら
、
み
ん
な
が
輝
い
て
い
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
」
と
言
う
。
根
木
氏
は
、
四

年
後
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
を
目
指
そ
う
と
決
心

し
、
三
十
六
歳
で
夢
を
か
な
え
た
。

根
木
氏
は
現
在
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
体
験
し

て
も
ら
う
「
出
前
授
業
」
を
通
じ
て
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
活

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

世
界
で
活
躍
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

実
際
に
や
っ
て
み
て
体
感
！ 

体
育
・
学
活
と
も
関
連
さ
せ
た
楽
し
い
授
業

大
阪
府
大
阪
市
立
豊
仁
小
学
校

　

松ま
つ
し
た下 

隼じ
ゅ
ん
じ司
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集

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

リ
レ
ー
連
載

企
業
と
の
連
携

医
療
と
の
連
携

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

五
色
百
人
一
首

地
方
の
活
躍

Q

　

&

　

A

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
健
常
者
も
障
害
者

も
一
つ
に
な
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
輝
け
る

二
〇
二
〇
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
子
供
た

ち
に
話
し
て
い
る
。

次
は
、
一
時
間
の
授
業
の
流
れ
で
あ
る
。

① 

自
己
紹
介

② 

車
い
す
バ
ス
ケ
の
プ
レ
ー
を
披
露

③ 

車
い
す
の
乗
り
方

④ 

根
木
氏
と
一
緒
に
車
い
す
バ
ス
ケ
を
す
る

⑤ 

質
疑
応
答

授
業
中
、
何
度
も
子
供
の
大
歓
声
が
講
堂
に

鳴
り
響
い
た
。
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
も
、
勉
強
が

苦
手
な
子
供
も
大
満
足
の
授
業
だ
っ
た
。

次
は
、
授
業
の
感
想
の
一
部
で
あ
る
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
く
に
は
、
講
師
料
が

必
要
に
な
る
（
根
木
氏
の
出
前
授
業
は
、
人
権

教
育
講
演
会
の
名
目
で
予
算
計
画
を
立
て
た
）。

現
役
で
活
躍
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
は
講
師
料

が
高
い
。
引
退
し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
師

料
は
、
十
万
円
ほ
ど
か
ら
あ
る
。
し
か
も
引
退

し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
方
が
、
出
前
授
業
の

経
験
も
多
く
、
話
し
方
や
見
せ
方
が
上
手
い
人

が
多
い
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
師
依
頼
は
、「
一
般

社
団
法
人

　
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
」

の
サ
イ
ト
が
詳
し
い
。

https://w
w
w
.paralym

pians.jp/

次
の
サ
イ
ト
は
、
様
々
な
種
目
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
の
講
師
紹
介
が
映
像
つ
き
で
見
ら
れ
る
。

https://w
w
w
.kouenirai.com

/special/

sports/paralym
pic.htm

ま
た
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
、
小
学
校

に
来
て
バ
ス
ケ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
、
本
当
に
よ
か
っ
た
ら
お
手
紙

く
だ
さ
い
。

◆
車
い
す
バ
ス
ケ
の
授
業
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

根
木
さ
ん
は
、
今
、
一
番
得
意
な
こ

と
は
車
い
す
バ
ス
ケ
で
す
か
？

　
私
は

今
、
な
わ
と
び
が
一
番
得
意
で
す
。
根

木
さ
ん
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
ひ
た
す

ら
練
習
し
た
か
ら
上
手
な
ん
だ
な
ぁ
〜

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
も
な
わ

と
び
の
練
習
を
ひ
た
す
ら
し
て
、
め
っ

ち
ゃ
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。
私
の
目

標
は
、
三
重
と
び
、
う
し
ろ
は
や
ぶ
さ

を
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
根

木
さ
ん
も
車
い
す
バ
ス
ケ
、
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

◆
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

根
木
さ
ん
の
シ
ュ
ー
ト
を
見
て
、

人
っ
て
不
可
能
が
な
い
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
す
ご
い
シ
ュ
ー
ト

で
し
た
。

あ
と
、
質
問
の
と
き
に
話
し
て
い
た

言
葉
も
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。

季
刊37

特

　

集

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

リ
レ
ー
連
載

企
業
と
の
連
携

医
療
と
の
連
携

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

五
色
百
人
一
首

地
方
の
活
躍

Q

　

&

　

A



トークライン活用法
❶ トークラインのWEBページ
 「デジタル・トークライン」

本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。

1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで
見られます。

2 コピーフリーページ（p.37）で紹介
しているコンテンツを、ダウンロード
して自由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

4 今月の表紙人物について、デザインした
水川氏本人の解説を読むことができます。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所・TOSSランドとの
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

〇TOSSランドとのタイアップ※ p.36 をご覧ください。
　→TOSSランド、動画ランド、TOSS-SNS、TOSSメディア
　　それぞれの月号テーマに従って、タイアップを展開！

 読むだけじゃもったいない！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

5 7 z y u a
（ご・なな・ゼット・ワイ・ユー・エー）

※有効期間：2018年8月15日～ 11月14日

ID：TL9

●トークラインからのお知らせ●
読者アンケート実施します。
ご協力お願いします。
期間：8／1～8／31
アドレス：https://jp.surveymonkey.
　　　　　com/r/talkline2018

TOSS のセミナーが
いつでも、どこでも
ご覧いただけます！

TOSS動画ランド

《最新のリリース動画》好評配信中!!

《お問合せ・ご連絡先》

TEL. 03（5702）4450  mov@tos-land.net
TOSS動画ランド事務局

検索索索索

5,000 円（税込）

第24回　TOSS特別支援教育セミナー
in 東京　～発達凸凹のある子への授業の技
・対応の技～
　2018 年 6月、 東京で行われた「第 24回　TOSS 特別
支援教育セミナー in 東京」の動画配信をいたします。
　毎回大人気の特別支援セミナーですが、 今回のテーマ
は「発達凸凹のある子への授業の技・対応の技」です。 小
嶋悠紀氏、 小野隆行氏の最新の実践を余すところなく紹
介いたします。 また、 日本よりも格段に進んでいるという
アメリカでの特別支援教育について、 実際に視察された
両先生の解説は、 必見です。
　全ての先生に見ていただきたい、 明日から役に立つ
“とっておきのセミナー”です。

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

低学年向けの楽しい
シナリオ「怪獣とお散歩」
酒井臣吾

バラバラにしてから組み立て る造形
の楽しさを体験しよう。（本誌 P32）

TalkLine09H2-3_入稿.indd   1 18/08/01   13:28
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第
二
章　

包
み
こ
む

　

人
を
﹁
教
え
﹂
た
り
、
人
を
﹁
助
け
﹂
た
り
す
る
仕
事
の

人
が
、
絶
対
に
必
要
な
心
構
え
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
﹁
教
え
﹂
た
り
﹁
助
け
﹂
た
り
す
る
人
を
丸
ご
と

受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

包
み
こ
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
温
か
く
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

﹁
ぼ
く
先
生
な
ん
か
大
嫌
い
だ
﹂
と
憎
ら
し
く
言
う
子
を
も
、

な
お
受
け
入
れ
包
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
教

師
と
い
う
仕
事
の
宿
命
な
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
す
べ
て
を
受
け
入
れ
包
み
こ
み
、
そ
し
て

更
に
﹁
子
ど
も
の
可
能
性
を
伸
ば
す
と
い
う
努
力
﹂
が
重

な
っ
た
と
き
、
子
ど
も
は
別
の
表
情
を
見
せ
る
。︵
中
略
︶

　

母
は
、
通
り
す
が
り
に
近
所
の
子
ど
も
達
に
会
う
と
自
分

の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
。
一
緒
に
歩
い
て
い
る
私

は
少
な
か
ら
ず
恥
ず
か
し
く
思
い
﹁
あ
ん
な
事
を
止
め
れ
ば

い
い
の
に
﹂
と
思
っ
た
も
の
だ
。

　

近
所
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
、
中
学
生
、
高
校
生
に

な
る
と
母
が
声
を
か
け
て
も
、
相
手
は
あ
い
さ
つ
を
し
な
く

な
る
。
そ
ん
な
相
手
に
も
、
私
の
母
は
声
を
か
け
て
通
り
す

ぎ
た
。

　

母
が
何
回
か
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

﹁
は
ず
か
し
い
年
ご
ろ
だ
か
ら
声
が
出
な
く
な
る
の
よ
。
で

も
、
大
人
の
方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
と
必
ず
相
手
も

あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
な
る
わ
よ
﹂

　

こ
ち
ら
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
う
ち
に
相
手
も
す
る

よ
う
に
な
る
⋮
⋮
教
育
は
こ
れ
で
い
い
の
だ
と
思
う
。︵
中
略
︶

　

教
育
の
仕
事
と
は
﹁
教
え
る
﹂
こ
と
だ
け
で
は
う
ま
く
い

か
な
い
。
相
手
を
包
み
こ
む
よ
う
な
こ
と
も
大
切
な
の
で
あ

る
。

︵﹃
向
山
洋
一
教
育
要
諦
集
﹄
第
三
巻 

六
八
頁
・
新
書
版
８ 

一
七
頁
︶

　

和
を
乱
す
子
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
ど
の
学
級
に
も
い
る
。
気
に
入
ら

な
い
と
キ
レ
て
大
声
で
わ
め
く
、
近
く
の
子
を
た
た
く
。
保
護
者
か
ら
も
苦

情
の
電
話
が
入
る
。
ほ
か
の
子
供
た
ち
か
ら
も
疎
外
さ
れ
て
い
く
。

　

教
師
は
そ
の
子
に
「
し
て
は
い
け
な
い
」
と
繰
り
返
し
説
教
す
る
。
時
に

は
学
級
全
体
で
集
団
の
ル
ー
ル
を
話
す
。

　

し
か
し
、
一
向
に
そ
の
子
の
素
行
は
直
ら
な
い
。
そ
の
子
を
見
る
ほ
か
の

子
供
の
目
も
険
し
く
な
る
。

　

学
級
全
体
に
、
や
る
気
の
な
い
退
廃
的
な
空
気
が
流
れ
る
。
そ
の
子
に
対

す
る
教
師
の
言
葉
も
荒
々
し
く
な
る
。
怒
声
を
浴
び
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

子
供
に
説
教
を
し
て
も
無
駄
だ
。
ほ
か
の
子
に
、
そ
の
子
の
良
さ
を
話
し

て
も
無
駄
だ
。
何
百
回
繰
り
返
し
て
も
効
果
は
な
い
。
子
供
は
教
師
の
言
葉

で
変
わ
る
の
で
は
な
い
。
教
師
の
行
動
で
変
わ
る
の
だ
。

　

教
師
が
そ
の
子
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
る
の
か
。
子
供
は
実
に

よ
く
見
て
い
る
。

　

教
師
が
い
つ
も
笑
顔
で
接
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
し
か
ほ
か
の
子
も
、
そ
の

子
に
穏
や
か
に
接
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

教
師
が
そ
の
子
の
こ
と
を
よ
く
観
察
し
、
対
応
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

キ
レ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
慌
て
ず
、
笑
顔
を
子
供
に
向
け
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
子
供
を
と
こ
と
ん
褒
め
る
こ
と
で
あ
る
。
子
供
の
小
さ
な
行

動
を
捉
え
、
間
髪
を
入
れ
ず
は
っ
き
り
と
褒
め
る
こ
と
で
あ
る
。

「
座
っ
て
い
る
。
偉
い
」「
鉛
筆
を
持
っ
た
。
や
る
気
あ
る
」

　

そ
の
子
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
子
も
褒
め
る
。
一
人
を
褒
め
、
全
体
を
褒
め
、

ま
た
一
人
を
褒
め
る
。

　

こ
の
日
々
の
繰
り
返
し
が
、
子
供
を
落
ち
着
か
せ
、
温
か
み
の
あ
る
学
級

を
作
っ
て
い
く
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

教
師
と
子
ど
も
の
支
援
活
動
理
事
長　

松ま
つ

藤ふ
じ 

司つ
か
さ

）
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黒
杭
暁
子

54

豊
田
雅
子

55

小
野
隆
行

12

河
田
孝
文

13

木
村
重
夫

14

川
原
雅
樹

15

森
元
智
博

16

手
塚
美
和

17

間
嶋
祐
樹

18

小
嶋
悠
紀

19

笠
井
美
香

20

望
月　

健

21

太
田
千
穂

22

鈴
木
恭
子

23

高
杉
祐
之

24

許　

鍾
萬

25

河
田
孝
文

28

塩
谷
直
大

30

酒
井
臣
吾

32

片
山
陽
介

34

塩
谷
直
大

35

平
山　

靖

35

鈴
木
良
幸

36

小
嶋
悠
紀

37

向
山
行
雄

8

10

塩
谷
直
大

26

巻頭論文

向
山
洋
一

4

師
尾
喜
代
子

73

向
山
恵
理
子

74

美
崎
眞
弓

75

中
井　

光

72

安
原
昭
博

56

小
嶋
悠
紀

57

小
野
隆
行

58

下
妻
玄
典

59

西
尾　

豊

61

戸
村
隆
之

62

谷　

和
樹

64

伴　

一
孝

65

甲
本
卓
司

66

長
谷
川
博
之

67

板
倉
弘
幸

68

門
間
政
博

69

河
田
孝
文

70

甲
本
卓
司

71

野
網
佐
恵
美

60

髙
橋
史
朗

76

手
塚
美
和

78

太
田
政
男
／
小
松
和
重

78

向
山
洋
一

7980

勇　

和
代

38

関
澤
陽
子

39

溝
端
久
輝
子

40

塩
苅
有
紀

41

笠
井
美
香

42

瀧
澤
美
香

43

安
江　

愛

44

塩
谷
直
大

45

石
坂　

陽

46

村
野　

聡

47

齋
藤
一
子

48

林　

健
広

49

蔭
西　

孝

50

蔭
西　

孝

51

笹
原
大
輔

52

笹
原
大
輔

53

①
本
誌
の
内
容
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
無
断
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。
②
向
山
著
作
を
は
じ
 め
と
す
る
T
O
S
S
関
連
論
文
を
追
試
、
そ
の
他
の
名
目
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
す
る
こ
と
も
禁
じ
ま
す
。
③
授
業
ま
た
は
研
究
等
で
必
要
な
場
合
は
、
T
O
S
S
代
表
向
山
洋
一
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
④
著
作
権
法
を
無
視
し
続
け
た
場
合
に
は
、
法
的
措
置
を
取
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

警告 特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す

T
O
S
S
の
指
導
法

基
礎
・
基
本

３
年
﹁
太
陽
と
地
面
の
よ
う
す
﹂
の

基
礎
・
基
本

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

３
年
﹁
太
陽
と
地
面
の
よ
う
す
﹂
の

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

基
礎
・
基
本

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
指
導
は

﹁
三
構
成
法
﹂
で
組
み
立
て
る

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

﹁
や
り
取
り
﹂
し
た
こ
と
を

﹁
発
表
﹂
に
生
か
す

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
答
え
へ
の
対
応

合
唱
練
習
シ
ス
テ
ム
作
り

子
供
が
正
反
対
の
姿
に
な
る

　

リ
レ
ー
バ
ト
ン
パ
ス
の
指
導
場
面

チ
ャ
ン
ク
を
明
確
に
す
れ
ば

　

言
葉
の
意
味
が
子
供
に
届
く

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
の
あ
る
知
的
な
授
業
は
、

　

不
規
則
発
言
を
自
然
に
消
し
て
し
ま
う

﹁
教
え
て
褒
め
る
﹂
の
繰
り
返
し
で

　

子
供
は
救
わ
れ
る

手
元
の
ノ
ー
ト
と
同
じ
マ
ス
目
、
同
じ
色
の
線
だ
か
ら
、

　

す
ら
す
ら
と
黒
板
を
写
す
こ
と
が
で
き
る

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

ま
ず
は
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
室
を
用
意
す
る

海
外
の
先
行
実
践
を
取
り
入
れ
た

　
﹁
パ
ッ
と
行
動
支
援	

絵
カ
ー
ド
﹂

五
七
五
の
音
と
絵
で
子
供
が
覚
え
る
望
ま
し
い
行
動

﹁
自
分
で
解
き
進
め
て
、
自
分
の
力
だ
け
で
70
点
が

　

取
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
、
初
め
て
で
す
﹂

計
算
の
苦
手
な
子
も
安
心
し
て
使
え
る

　
﹁
百
玉
そ
ろ
ば
ん
﹂

そ
の
子
に
応
じ
た
給
食
指
導
を
！

宿
題
で
学
力
を
上
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、

　

教
師
の
怠
慢

﹁
子
供
を
傷
つ
け
な
い
﹂
の
が
指
導
の
原
則

特別連載授業が激変!
TOSS指導法最前線

﹁
手
品
師
﹂
で
討
論
を
組
織
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
有
化
︱
﹁
ジ
ャ
ン
ボ	

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

　

ノ
ー
ト
﹂
を
持
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
室
へ
行
こ
う
！

低
学
年
向
け
の
楽
し
い
シ
ナ
リ
オ

　
﹁
怪
獣
と
お
散
歩
﹂

ク
ラ
ス
全
員
が
熱
中
す
る
こ
の
教
材
！

数
の
量
感
と
操
作
で
、
か
け
算
九
九
を
習
得
で
き
る

授
業
の
始
ま
り
か
ら
全
員
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
る

　
﹁
理
科
学
習
ノ
ー
ト
﹂︵
正
進
社
︶

ラ
グ
ビ
ー
テ
キ
ス
ト
で
道
徳
授
業

　

主
体
性
や
責
任
に
つ
い
て
学
ぶ

だ
か
ら
、
子
供
が
書
く
評
論
文
が

　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
っ
た
！
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Ｓ
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︵
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︶
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いための予備知識

T
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K
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S
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o
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最
新
情
報

オ
ク
ム
師
匠
の
教
え
⑥

番
外
編
︵
お
ま
け
シ
リ
ー
ズ
︶

先
輩
教
員
が
毎
週
土
日
の
ど
ち
ら
か
に
出
勤
し
、

　

作
業
な
ど
が
進
ん
で
い
る
場
合 

Ⓐ

支
援
が
間
に
合
わ
ず
ボ
ー
ッ
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
︵
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
︶
の
児
童
へ
の
対
応

集
団
行
動
や
行
事
を
嫌
が
る
子
供
①

九
九
を
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い

場
面
緘
黙
を
考
え
る
③

舞
台
は
﹁
伊
東
﹂
か
ら
﹁
掛
川
﹂
へ

向
山
氏
の
水
泳
指
導　

水
に
入
る
こ
と
さ
え

　

怖
が
る
子
に
ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
か

授
業
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
６　
﹁
授
業
で
の
対
応
・
応
答
﹂
⑥

﹁
学
校
の
三
悪
﹂
そ
の
弐
で
あ
る

﹁
不
易
﹂
と
﹁
流
行
﹂

人
間
教
育
で
土
台
を
作
ろ
う

日
本
と
中
国
に
は
共
通
す
る
言
語
の
授
業
が
あ
る

数
文
字
に
こ
だ
わ
っ
て
読
む

授
業
で
子
供
を
変
え
る

教
師
の
﹁
見
通
し
力
﹂
が
大
切　
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か
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じ
﹂
初
め
て
の
漢
字
指
導
も

漢
字
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意
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を
教
え
る
と
覚
え
や
す
い
！

算
数﹁
ど
ち
ら
が
な
が
い
﹂
の
指
導

国
語
ス
ピ
ー
チ
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単
元

﹁
た
か
ら
も
の
を
し
ょ
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か
い
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よ
う
﹂
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数
三
角
形
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角
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国
語﹁
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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し
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メ
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取
ろ
う
﹂

算
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か
け
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の
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算
﹂
の
導
入

国
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漢
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算
数
算
数
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ロ
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ミ
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思
考
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取
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国
語
表
現
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工
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考
え
さ
せ
る

算
数
公
倍
数
・
最
小
公
倍
数
は
体
を
使
っ
て

理
解
さ
せ
る

国
語﹁
漢
文
を
読
ん
で
み
よ
う
﹂
教
科
書
を

通
読
し
た
後
に
も
う
一
歩
授
業
す
る

算
数
拡
大
図
・
縮
図

時
間
差
を
埋
め
る
ポ
イ
ン
ト

１年２年３年４年５年６年

授業技量向上の法則
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向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
一
一

日
本
教
育
技
術
学
会
会
長
・
T
O
S
S
代
表

向
山
が
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
①

　

私
が
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

あ
る
女
の
子
と
の
出
会
い
か
ら
だ
っ
た
。
仮
に
Ｍ
さ
ん
と
す
る
。

そ
の
子
は
知
的
障
害
者
だ
と
周
囲
か
ら
思
わ
れ
て
い
た
。
父
親

は
大
き
な
病
院
の
医
師
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
父
親
で
さ
え
、

自
分
の
娘
を
発
達
障
害
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

「
い
い
ん
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
」

　

Ｍ
さ
ん
に
つ
い
て
話
を
す
る
と
、
父
親
は
こ
う
言
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｍ
さ
ん
は
障
害
者
で
は
な
か
っ
た
。

　

彼
女
は
大
変
お
と
な
し
い
、
お
と
な
し
す
ぎ
る
だ
け
の
子
供

だ
っ
た
の
だ
。

　

周
囲
か
ら
発
達
障
害
だ
と
思
わ
れ
、
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
た
Ｍ
さ
ん
だ
が
、
あ
る
日
、
す
ば
ら
し
い
詩
を
書
い
て
き
た
。

　

そ
の
詩
の
中
の
「
空
が
真
っ
赤
に
燃
え
て
い
る
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
の
で
、
私
は
す
ご
く
褒
め
た
。

　

す
る
と
、
彼
女
は
文
章
に
つ
い
て
と
て
も
自
信
を
も
ち
、
ど

ん
ど
ん
す
ば
ら
し
い
作
文
や
文
章
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

元
々
、
そ
う
い
う
力
を
も
っ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
の
Ｍ
さ
ん
は
、
大
人
に
な
っ
て
医
師
と
結
婚
し
、
現
在
は

大
き
な
会
社
の
社
長
夫
人
と
し
て
セ
レ
ブ
な
生
活
を
送
っ
て
い

る
そ
う
だ
。
息
子
さ
ん
の
担
任
の
先
生
と
も
、
論
争
す
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
。

　

も
し
、
Ｍ
さ
ん
が
ず
っ
と
発
達
障
害
だ
と
誤
解
さ
れ
た
ま
ま

で
い
た
の
な
ら
、
そ
の
後
の
人
生
は
全
く
違
っ
た
も
の
に
な
っ

て
い
た
は
ず
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
教
師
の
責
任
は
大
変
重

い
も
の
で
あ
る
と
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。

向
山
が
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
②

　

も
う
一
人
、
向
山
が
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

と
な
っ
た
子
供
が
い
る
。

「
吉
岡
君
」
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
書
籍
に
登
場
し
て
い
る
彼

で
あ
る
。

　

吉
岡
君
は
、
小
学
校
一
、
二
年
生
の
と
き
か
ら
、「
友
達
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
三
人
分
で
も
四
人
分
で
も
、
全
部
外
に
放
り
投

げ
る
」「
小
さ
い
子
の
頭
を
棒
の
先
で
殴
る
」
な
ど
の
暴
力
行

為
を
行
い
、
全
く
手
の
付
け
ら
れ
な
い
子
だ
っ
た
。
一
番
す
ご

い
の
は
、
教
室
中
を
墨
で
塗
り
、
×
マ
ー
ク
を
か
く
な
ど
を
し

た
こ
と
だ
。
少
し
知
的
障
害
も
あ
っ
た
。
で
も
、
運
動
神
経
な

ど
は
良
く
、
体
も
大
き
か
っ
た
。

　

彼
は
小
学
校
四
年
生
ま
で
本
当
に
大
変
な
状
態
だ
っ
た
の
で
、

ほ
か
の
子
の
保
護
者
か
ら
は
「
ど
う
に
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と

か
、「（
彼
を
）
転
校
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
か
、
た
く
さ
ん
の

ク
レ
ー
ム
が
学
校
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

吉
岡
君
を
転
校
さ
せ
ろ
と
い
う
保
護
者
た
ち
に
対
し
て
、
校

長
は
「
向
山
先
生
が
担
任
を
す
る
か
ら
」
と
い
う
条
件
で
折
り

合
い
を
付
け
た
。
当
時
、
私
は
六
年
生
を
担
任
し
て
い
た
の
だ

が
、
そ
う
い
っ
た
事
情
で
四
年
生
（
新
五
年
生
）
の
担
任
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

春
休
み
、
吉
岡
君
の
担
任
に
な
る
と
決
ま
っ
て
か
ら
、
私
は

た
く
さ
ん
の
準
備
を
し
た
。

　

ま
ず
、
彼
の
記
録
を
片
っ
端
か
ら
読
ん
だ
。
幸
い
、
前
の
担

任
が
記
録
を
残
し
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
大
変
役
に

立
っ
た
。

　

次
に
、
多
く
の
文
献
を
読
み
あ
さ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
直
接

役
に
立
ち
そ
う
な
も
の
は
見
付
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
何
人
も
の
医
師

を
訪
ね
歩
い
た
。
ど
の
医
師
も
、「
本
人
に
病
識
が
あ
る
こ
と
、

会
話
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
可
能
だ
」
と
言
っ
て
く

れ
た
。
吉
岡
君
自
身
が
口
に
し
て
い
た
「
僕
、
馬
鹿
だ
か
ら
」

「
僕
、
死
に
た
い
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
全
て
の
鍵
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
吉
岡
君
の
母
親
に
会
い
に
行
き
、「
お
互
い
に
手

を
取
り
合
っ
て
、知
恵
を
出
し
合
っ
て
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
」

と
約
束
し
た
。

　

こ
の
あ
た
り
の

話
は
、『
向
山
の

教
師
修
業
十
年
』

（
向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

『
発
達
障
害
の
あ

る
子
を
担
任
！ 

ど
ん
な
準
備
を
す

る
か
：「
向
山
洋

一
は
障
害
児
教
育

に
ど
う
取
り
組
ん

だ
か
」
に
学
ぶ
』

（
向
山
洋
一
、
大

場
龍
男
、
伊
藤
寛

晃
著　

学
芸
み
ら

い
社
）
な
ど
の
書

籍
に
詳
し
く
書
い

特
別
支
援
教
育
へ
の
取
組

学
校
に
い
る
間
だ
け
、
静
か
に
な
る
よ
う
指
導
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
。

そ
の
子
の
人
生
の
先
ま
で
も
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
特
別
支
援
教
育
な
の
で
あ
る
。
　
　
　



6  2018. 97

巻 頭 論 文

て
い
る
。

　

さ
て
、
吉
岡

君
と
の
最
初
の

対
決
と
い
う
の

は
、
朝
礼
の
と

き
だ
っ
た
。
吉

岡
君
が
立
っ
て

い
る
の
を
見
て
、

「
す
ご
い
ね
え
。

立
っ
て
い
る
位

置
も
正
し
い
し
、

姿
勢
も
き
ち
ん

と
し
て
い
る
ん

だ
ね
」
と
言
っ

た
。
す
る
と
、

彼
は
喜
ん
で

「
ハ
イ
ッ
」
と

言
っ
て
ピ
ン
と
し
た
。

　

授
業
が
始
ま
り
、
教
科
書
を
順
番
に
読
ん
で
い
く
と
き
、
吉

岡
君
は
立
っ
て
い
る
だ
け
で
読
ま
な
か
っ
た
。「
僕
、
読
ん
だ

こ
と
な
い
か
ら
ね
」
と
言
っ
て
、
平
然
と
立
っ
て
い
た
。
そ
れ

で
、
こ
ち
ら
も
し
ば
ら
く
黙
っ
て
い
た
。
四
、
五
分
た
っ
て
、

私
は
「
一
行
だ
け
で
も
い
い
か
ら
、
読
み
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、「
出
だ
し
で
も
い
い
か
ら
」
と
も
言
っ
た
。
そ
れ

で
も
読
ま
な
い
か
ら
、「
君
、
読
め
る
で
し
ょ
。
で
き
る
ん
だ

か
ら
、
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
、
吉
岡

君
は
一
言
だ
け
読
ん
だ
。「
そ
れ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
、
接

続
詞
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
多
分
、
ほ
か
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
は
初
め
て
吉
岡
君
の
授
業
中
の
発
言
を
聞
い
た
の
だ
ろ
う
。

み
ん
な
、
と
て
も
驚
い
て
い
た
。
彼
と
の
付
き
合
い
は
、
そ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

多
く
の
書
籍
で
書
い
て
い
る
の
で
、
吉
岡
君
と
の
詳
細
は
こ

こ
で
は
控
え
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
こ
の
吉
岡
君
と
の
出
会

い
は
、
私
が
特
別
支
援
教
育
に
力
を
入
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

後
年
、
私
は
ほ
か
の
学
校
に
異
動
し
た
。
遠
足
が
あ
り
、
中

原
街
道
を
バ
ス
で
走
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
、
偶
然
、
歩
い
て

い
る
吉
岡
君
と
す
れ
違
っ
た
。
そ
し
て
、
バ
ス
の
外
と
内
で
目

が
合
っ
た
。
そ
の
当
時
、
吉
岡
君
は
も
う
二
十
歳
近
く
に
な
っ

て
い
た
の
だ
が
、
私
を
見
て
バ
ス
を
追
い
掛
け
て
き
た
。
信
号

を
二
つ
か
三
つ
分
ぐ
ら
い
追
い
掛
け
て
き
た
。
遠
足
の
バ
ス

だ
っ
た
か
ら
、
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
彼
は
ど
こ
ま
で
も
追

い
掛
け
て
き
て
く
れ
た
。
と
て
も
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
い
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
こ
と

　

私
は
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
だ
か
ら
こ

そ
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
考
え
て

い
る
。
頭
の
良
い
子
、
優
等
生
な
ど
、
自
然
に
幸
せ
に
な
る
力

の
あ
る
子
供
た
ち
へ
の
教
育
は
、
や
り
た
が
る
と
こ
ろ
は
多
い

し
、
ど
こ
で
で
も
や
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
障
害
を
抱
え
た
子

供
た
ち
や
、
障
害
は
な
く
て
も
、
ど
う
し
て
も
落
ち
こ
ぼ
れ
て

し
ま
う
子
供
た
ち
に
も
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
幸
せ
に
生
き
て

い
け
る
だ
け
の
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

い
や
、
そ
う
い
う
子
供
た
ち
に
こ
そ
、
身
に
付
け
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
教
師
の
責
任
で
あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

だ
か
ら
で
き
る
一
大
仕
事
だ
と
考
え
る
。

　

私
が
特
別
支
援
教
育
に
取
り
組
み
始
め
た
当
時
、
特
別
支
援

の
子
供
に
対
し
て
学
校
が
考
え
る
の
は
、「
取
り
あ
え
ず
学
校

に
い
る
間
は
静
か
に
な
れ
ば
い
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ

た
。
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
の
そ
の
子
の
人
生
や
就
労
ま
で
は

考
え
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
、
先
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の

子
た
ち
が
卒
業
し
て
就
職
し
た
り
、
生
き
る
道
を
見
付
け
た
り

で
き
る
よ
う
に
と
、
そ
こ
ま
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ

こ
が
大
事
だ
と
い
う
の
が
、
私
の
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
考

え
の
一
番
初
め
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
ま
ず
医
師
と
の
勉
強
会
を
始
め
た
。
今
か
ら
四
十

年
近
く
前
の
話
だ
。
や
は
り
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
だ
と
思
っ
た
の
だ
。

教
師
の
経
験
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
適
切
な
医
療
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
子
の
未
来
が
開
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

教
師
は
医
療
を
受
け
さ
せ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
の
知
識

を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

医
師
や
専
門
家
と
の
勉
強
会
は
、
現
在
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先

生
方
の
間
で
積
極
的
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。『
教
育
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
』
に
も
ご
執
筆
い
た
だ
い
て
い
る
、
宮
尾
益
知
氏
や
、
安

原
昭
博
氏
と
の
勉
強
会
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
動
き
は
、
こ
れ

か
ら
も
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

お
金
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
。
た
だ
、
全
て
の
子
供
た
ち
、

と
り
わ
け
困
難
を
抱
え
て
い
る
子
供
た
ち
に
寄
り
添
い
、
そ
の

子
の
人
生
の
先
ま
で
考
え
る
。
そ
れ
が
、
教
師
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。



特 別 連 載

89   2018. 9

向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学校

6

の

物
語

新
時
代芸

術
の
秋
と
美
術
館

残
り
の
多
く
は
私
立
高
校
へ
流
れ
る
。
美
術

も
英
語
も
同
じ
一
〇
〇
点
の
配
点
。
美
術
の

試
験
な
ど
、
そ
れ
ほ
ど
の
内
容
も
な
い
か
ら
、

有
名
な
美
術
作
品
の
名
称
を
答
え
る
よ
う
な

問
題
が
多
く
な
る
。
私
た
ち
中
学
生
は
、
美

術
の
試
験
で
点
数
を
稼
ぐ
た
め
に
必
死
で
作

品
と
作
者
を
記
憶
し
た
。

　

団
塊
世
代
の
受
験
戦
争
。
毎
月
九
教
科
の

模
擬
テ
ス
ト
。
若
い
頭
脳
に
美
術
作
品
が
水

の
よ
う
に
吸
い
込
ま
れ
る
。

　

ピ
カ
ソ
や
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

だ
け
で
な
く
、
ミ
ロ
や
ダ
リ
、
ユ
ト
リ
ロ
、

シ
ャ
ガ
ー
ル
、
雪
舟
、
光
琳
、
広
重
、
写
楽
な

ど
、
そ
の
作
品
群
が
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

　

当
時
、
カ
ラ
ー
版
の
写
真
は
贅
沢
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
美
術
品
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と

も
な
い
。
だ
か
ら
、「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
来

た
ぞ
」
と
言
え
ば
、
待
ち
時
間
を
覚
悟
し
て

も
上
野
へ
出
掛
け
た
。

　

今
日
、
展
覧
会
の
年
配
者
は
そ
の
原
風
景

が
あ
る
の
で
、
見
た
い
欲
求
で
並
ぶ
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
後
、
入
試
は
三
教
科
（
後
に

五
教
科
）
に
削
減
さ
れ
た
。
知
識
を
詰
め
込

ま
れ
な
い
そ
の
後
の
世
代
は
、
今
後
ど
の
よ

う
に
美
術
作
品
と
付
き
合
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
年
配
者
の
姿
が
多
い
の
は
ど
う
し

て
だ
ろ
う
。

・
単
純
に
、
団
塊
世
代
は
じ
め
年
配
者
の
人

口
が
多
い
。

・
か
つ
て
の
年
配
者
に
比
べ
て
、
健
康
で
行

動
的
で
あ
る
。

・
贅ぜ

い

沢た
く

は
で
き
な
い
が
、
多
少
の
経
済
的
な

ゆ
と
り
が
あ
る
。

・
家
に
い
て
も
面
白
く
な
い
。
ど
こ
か
外
に

出
掛
け
た
方
が
気
が
紛
れ
る
。

　

ど
れ
も
合
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
や
は
り

的
外
れ
か
な
と
も
思
う
。

四	

入
試
の
美
術
テ
ス
ト
が
原
点

　

こ
う
書
い
て
き
て
、
一
つ
ひ
ら
め
い
た
。

そ
れ
は
私
た
ち
の
世
代
の
原
風
景
で
あ
る
。

私
た
ち
の
世
代
は
都
立
高
校
入
試
の
受
験
科

目
が
九
教
科
だ
っ
た
。
国
数
英
社
理
の
主
要

教
科
五
科
目
の
ほ
か
に
音
楽
、
美
術
、
技
術

家
庭
、
保
健
体
育
も
一
〇
〇
点
満
点
の
テ
ス

ト
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

一
流
高
校
に
入
学
す
る
た
め
に
平
均
点
九

〇
点
以
上
、
二
流
校
は
八
五
点
以
上
、
三
流

校
は
八
〇
点
以
上
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
の
若
い
頃
、
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
や

ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
、
モ
ナ
・
リ
ザ
の
ほ
ほ

え
み
な
ど
の
展
覧
会
が
上
野
で
あ
っ
た
。
会

場
は
若
い
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
一
時
間
待

ち
二
時
間
待
ち
は
ざ
ら
0

0

だ
っ
た
。
そ
の
当
時
、

年
配
者
の
姿
は
少
な
か
っ
た
。

三	

若
者
が
美
術
館
へ
行
か
ぬ
理
由

　

あ
の
時
代
、
若
者
た
ち
は
ど
う
し
て
あ
れ

ほ
ど
美
術
館
に
押
し
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
現
代
は
ど
う
し
て
若
者
た
ち
の
姿
が

少
な
い
の
だ
ろ
う
。
不
思
議
だ
。

　

若
者
が
少
な
い
理
由
を
推
察
す
る
。

・
車
離
れ
、
ス
キ
ー
離
れ
、
海
水
浴
離
れ
と

同
様
。
あ
ま
り
興
味
が
な
い
。

・
ほ
と
ん
ど
の
情
報
は
、
ネ
ッ
ト
で
手
に
入

る
。
わ
ざ
わ
ざ
行
く
価
値
は
な
い
。

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
お
台
場
な
ど
、

ほ
か
に
楽
し
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

・
将
来
の
見
通
し
が
不
安
で
、
余
計
な
お
金

は
な
る
べ
く
使
い
た
く
な
い
。

　

ど
れ
も
合
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
的
外
れ

か
な
と
も
思
う
。

し
か
し
、
企
画
展
示
は
時
期
が
限
ら
れ
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
、
多
少
の
待
ち

時
間
を
覚
悟
し
て
出
掛
け
る
。
そ
う
で
な
い

と
、
見
た
い
と
思
う
頃
に
は
企
画
展
は
終
了

し
て
し
ま
う
。

　

昨
年
は
東
京
国
立
博
物
館
で
特
別
展
「
運

慶
」
が
あ
っ
た
。
平
日
の
午
前
中
、「
四
十

分
待
ち
」
の
表
示
の
最
後
列
に
並
ん
だ
。
年

配
の
客
、
特
に
男
性
客
が
多
い
。
並
ん
だ
か

い
が
あ
っ
た
。
見
事
な
企
画
展
。
よ
く
ぞ
国

宝
の
運
慶
を
こ
こ
ま
で
集
め
た
も
の
と
感
心

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
祝
日
の
午
後
、

東
京
都
美
術
館
の
「
ゴ
ッ
ホ
展
」
へ
出
掛
け

た
。
葛
飾
北
斎
の
影
響
を
意
識
し
た
展
示

だ
っ
た
。
や
は
り
年
配
の
客
、
女
性
が
多
い
。

　

同
じ
頃
、
別
の
美
術
館
で
「
怖
い
絵
」
展

が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら
は
二
時
間
待

ち
。
若
い
人
が
多
か
っ
た
。

二	

上
野
の
森

　

東
京
上
野
。
東
京
の
北
の
玄
関
口
。
映
画

「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ 

三
丁
目
の
夕
日
」
で
、
鈴

木
オ
ー
ト
社
長
の
堤
真
一
が
北
国
か
ら
上
京

し
た
堀
北
真
希
を
迎
え
に
来
た
の
も
上
野
駅

で
あ
る
。

　

上
野
は
江
戸
幕
府
に
と
っ
て
鬼
門
の
方
角
。

こ
こ
に
幕
府
は
上
野
寛
永
寺
を
建
立
し
た
。

そ
の
広
大
な
敷
地
が
、
後
に
上
野
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
た
。
西
郷
南
洲
の
銅
像
が
屹き

つ

立り
つ

し
、
正
岡
子
規
球
場
で
若
者
は
汗
を
流
す
。

　

上
野
に
は
各
種
の
博
物
館
や
美
術
館
、
科

学
館
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
集
積
す
る
。

東
京
藝
術
大
学
も
あ
り
、
我
が
国
最
大
の
文

化
空
間
で
あ
る
。

　

夏
の
暑
さ
が
過
ぎ
る
と
、
上
野
の
森
は
芸

術
の
秋
を
迎
え
る
。
日
常
か
ら
ず
っ
と
展
示

さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
。

一	

夏
の
終
わ
り

「
♪
今
は
も
う
秋
。
誰
も
い
な
い
海
⋮
⋮
」

か
つ
て
流は

行や

っ
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
「
誰
も

い
な
い
海
」（
作
詞 

山
口
洋
子
）
の
一
節
。

房
総
の
海
も
湘
南
の
海
も
、
よ
し
ず
張
り
の

海
の
家
が
畳
ま
れ
る
。
元
の
砂
浜
に
戻
り
、

夏
の
喧け

ん

噪そ
う

が
う
そ
の
よ
う
に
、
波
音
だ
け
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
夏
の
終
わ
り
は
寂
し
い
。

秋
よ
り
も
寂
し
い
。

　

二
年
後
の
夏
の
終
わ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
で
に
ぎ
わ
っ
た
海
を
、
私
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
思
い
で
見
つ
め
る
の
だ
ろ
う
。

　

娑し
ゃ

婆ば

は
夏
の
喧
噪
と
秋
の
静
寂
。
学
校
は

そ
の
逆
で
あ
る
。
夏
の
静
寂
と
秋
の
喧
噪
。

い
よ
い
よ
二
学
期
が
始
ま
る
。
夏
の
終
わ
り

か
ら
秋
の
初
め
、
鬱
症
状
が
表
出
す
る
子
供

が
い
る
。
い
つ
に
も
増
し
て
、
注
意
深
く
見

守
り
た
い
も
の
だ
。
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日
本
中
ど
こ
の
教
室
に
も
い
る
発
達
障
害
の

子
供
た
ち
。
今
月
は
、
そ
の
症
状
の
中
で
、
先

生
方
か
ら
「
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
を
よ
く

聞
く
典
型
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

1	

発
達
障
害
の
子
供
た
ち
を
巻
き
込
む	

	

教
師
の
授
業
技
量

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、『
新
版 

授
業
の
腕
を
上

げ
る
法
則
』（
向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

の
「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
を
使
い
こ
な
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
発
達
障
害
の
子
供
た
ち
へ

の
困
り
感
は
、
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、「
一
時
一
事
の
原
則
」
は
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
有
効
な
基
本
原
則
で
す
。
今
で
は

世
界
中
の
教
育
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｌ
Ｄ
 ※
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の「
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
に
は
、
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
一
時
に
一
事
」
を
順
序
良
く
指
示
し
ま

し
ょ
う
。「
そ
の
前
に
」
の
よ
う
な
言
葉
を

使
っ
て
指
示
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
が
提
供
し

て
い
る
「
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
ガ
イ
ド
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

⑴
指
示
を
繰
り
返
し
て
や
る
。

⑵
指
示
内
容
を
小
さ
く
分
け
て
、
ワ
ー
キ

ン
グ
メ
モ
リ
の
負
荷
を
最
小
に
す
る
。

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス
州
の
教
育
機

関
「Region 5 Education Service Center

」

の
資
料
「
や
る
気
の
あ
る
ク
ラ
ス
に
す
る
に

は
」
の
中
に
も
、
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

明
確
で
簡
潔
な
指
導
・
指
示
を
す
る
こ
と
。

も
し
多
く
の
こ
と
を
さ
せ
る
と
き
に
は
、「
一

時
に
一
事
」
を
与
え
、
で
き
た
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
、
次
の
指
示
を
す
る
こ
と
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
向
山
洋
一
氏
が
四
十

年
前
か
ら
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
、
世
界
標
準

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

２	

対
応
の
基
本
原
則
「
教
え
て
褒
め
る
」

　

指
導
の
基
本
原
則
と
し
て
、
向
山
氏
は
次
の

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

教
え
て
褒
め
る
。

　

ハ
ッ
キ
リ
と
、
端
的
に
、
具
体
的
に
教
え
る

こ
と
。
そ
し
て
、
力
強
く
褒
め
、
励
ま
す
こ
と
。

こ
れ
こ
そ
が
指
導
の
根
本
原
理
で
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
学
校
で
は
し
ば
し
ば
「
教

え
な
い
で
叱
る
」
場
面
が
見
ら
れ
ま
す
。「
そ

の
子
の
た
め
に
」
と
思
っ
て
叱
る
よ
う
で
す
が
、

実
は
逆
効
果
で
す
。
教
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

で
叱
ら
れ
る
と
、
情
緒
的
な
こ
じ
れ
が
起
き
、

そ
の
子
の
精
神
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
ま
す
。「
そ

の
子
の
た
め
に
」
と
い
う
言
葉
は
、
叱
る
こ
と

以
外
の
方
法
を
知
ら
な
い
教
師
の
免
罪
符
的
言

い
逃
れ
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

３	

ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム

　

パ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
方

法
を
あ
る
程
度
シ
ス
テ
ム
化
し
て
お
く
こ
と
も
、

指
導
を
安
定
さ
せ
ま
す
。
片
付
け
が
で
き
な
い

子
に
対
し
て
、
い
つ
も
「
片
付
け
な
さ
い
」
と

注
意
す
る
だ
け
の
指
導
は
素
人
で
も
で
き
ま
す
。

①
片
付
け
方
を
写
真
で
示
す
。

②
片
付
け
る
時
間
を
決
め
て
お
く
。

③
教
師
が
一
緒
に
片
付
け
る
。

④
片
付
け
方
を
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
に
し

て
示
す
。

⑤
褒
め
続
け
る
⋮
⋮

　

パ
ニ
ッ
ク
で
暴
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
前
兆

の
時
点
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
教
え

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ア
ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
手
法
や
退
避
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
は
、

欧
米
で
は
、
普
通
学
級
に
で
も
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。

４	

特
別
支
援
の
子
を
伸
ば
す
教
材
・
教
具

　

毎
日
使
用
す
る
教
材
・
教
具
が
大
切
な
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
月
号
の
情
報

を
、
多
く
の
先
生
方
が
有
効
に
活
用
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷 

和
樹
）

※	

学
習
障
害

「TOSS特別支援教育」誌
年３回　２、６、10月発行
年間購読
　2,800円（税込	送料無料）
バックナンバー
　１冊1,000円（税込）
東京教育技術研究所

◆ 「一時に一事」が必須のこの指導場面
◆ 発達障害の子も巻き込む授業の
 リズムとテンポ
◆ 不規則発言を繰り返す子への 
 この対応・応答
◆ 「教えて褒める指導」で
 キレる子が安定する
◆ 板書を写せない子への効果的な 
 この支援例
◆ 片付けができない子への
 ノーストレス支援
◆ パニック時：教室を出て
 クールダウンのお約束
◆ ビジュアルで教えるとすぐに分かる子
◆ パターンで覚える子に
 望ましい行動をイメージさせる
◆ 「マス目」の国語テストが実力を付ける

◆ ブロックでパニックになる子の
 指導
◆ 強引な偏食指導は子供の心を壊す
◆ 発達障害の子が大混乱になる
 ひどい「宿題例」
◆ リコーダーの音が苦手で
 音楽室に入れない子の指導

2018年

９月号
特集

イラスト：柳岡紋佳

特別支援 力をの の子
伸ばす
TOSSの 指導法

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

特 集

◦
特
別
支
援
教
育
の
こ
と
を
、
よ
り
詳
し
く
学
ぶ

　

に
は
⋮
⋮
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私
の
サ
ー
ク
ル
「T

O
SS

／A
dvance

」
は
、
毎
週

例
会
を
開
い
て
い
る
。
正
味
一
時
間
半
の
う
ち
九
五
％
は
、

模
擬
授
業
で
あ
る
。
一
回
の
例
会
で
行
わ
れ
る
模
擬
授
業

は
、
十
五
本
。
コ
メ
ン
ト
も
入
れ
て
一
時
間
半
で
終
了
す

る
。

　

も
ち
時
間
は
五
分
。
コ
メ
ン
ト
も
含
め
、
十
五
本
を
一

時
間
半
で
や
り
切
る
こ
と
が
物
理
的
に
可
能
な
の
か
？

　

可
能
で
あ
る
。
い
や
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ほ
ぼ
毎

回
七
十
分
で
、
例
会
は
終
了
す
る
。

　

仕
切
り
は
、
河
田
が
務
め
る
。

　

い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
十
五
本
を
さ
ば
く
の
か
。

　

神
業
で
は
な
い
。

　

介
入
で
あ
る
。

　

五
分
の
授
業
を
準
備
し
て
、
最
後
ま
で
さ
せ
て
も
ら
え

る
人
は
五
人
い
な
い
（
林
健
広
氏
は
、
必
ず
五
分
以
内
に

授
業
内
容
を
き
っ
ち
り
終
え
て
い
る
。
修
業
の
た
ま
も
の

だ
）。

　

残
り
の
模
擬
授
業
は
、
開
始
一
分
以
内
に
、
私
か
ら
ス

ト
ッ
プ
が
掛
か
る
。
ま
た
は
、
私
か
ら
、
言
葉
を
か
ぶ
せ

ら
れ
て
授
業
ジ
ャ
ッ
ク
を
さ
れ
る
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
開
始
の
基
準
は
、
私
の
心
地
良
さ
で
あ
る
。

　

不
快
に
感
じ
た
ら
、
即
介
入
す
る
。

　

不
快
感
は
、
教
師
の
し
ゃ
べ
り
か
ら
が
ほ
と
ん
ど
。

「
速
け
り
ゃ
い
い
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
」

　

テ
ン
ポ
重
視
の
あ
ま
り
、
早
口
で
指
示
・
発
問
・
説
明

を
繰
り
出
す
教
師
が
い
る
。
言
葉
の
意
味
が
全
く
入
っ
て

こ
な
い
。
言
葉
が
、
音
と
し
て
頭
の
上
を
流
れ
て
い
く
。

　

介
入
し
た
ら
、
全
く
同
じ
と
こ
ろ
を
私
が
や
る
。

　

参
加
者
に
感
想
を
求
め
る
。

「
意
味
の
あ
る
言
葉
と
し
て
入
っ
て
き
ま
し
た
」

「
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
明
確
に
分
か
り
ま
し
た
」

　

私
は
、
授
業
者
が
発
し
た
言
葉
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
読

ん
だ
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
、
言
葉
が
素
通
り

し
、
後
者
は
、
具
体
的
な
行
動
を
促
さ
れ
た
。

　

こ
の
違
い
は
、
何
か
。

　

こ
の
例
会
の
数
日
後
に
、
下
関
で
特
別
支
援
セ
ミ
ナ
ー

が
あ
っ
た
。
講
師
は
、
小
野
隆
行
氏
。
参
加
者
百
五
十
名
。

　

介
入
模
擬
授
業
の
講
座
で
、
同
じ
授
業
者
が
算
数
の
授

業
を
し
た
。
そ
の
後
、
私
が
、
全
く
同
じ
と
こ
ろ
を
授
業

し
た
。
子
役
の
小
野
君
が
、
好
き
放
題
に
振
る
舞
い
、
前

者
は
、
崩
壊
し
た
。
私
の
と
き
、
小
野
君
は
、
教
科
書
の
文

字
を
目
で
追
い
、
私
の
指
示
ど
お
り
に
動
き
、
発
表
も
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
野
氏
が
、
二
人
の
授
業
を
解
説
し
た
。

「
河
田
先
生
の
授
業
は
、
チ
ャ
ン
ク
が
明
確
で
し
た
」

　

チ
ャ
ン
ク
と
は
、文
章
に
お
け
る
「
情
報
の
ま
と
ま
り
」

で
あ
る
。
文
字
だ
け
を
だ
ら
だ
ら
読
む
よ
う
な
読
み
方
で

は
、
チ
ャ
ン
ク
が
入
っ
て
こ
な
い
。

「
言
葉
を
区
切
れ
。
強
調
し
ろ
。
間
を
空
け
ろ
」

１	

あ
れ
こ
れ
言
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

　

運
動
会
の
リ
レ
ー
バ
ト
ン
パ
ス
の
指
導
。
同
じ
学
年
の

ク
ラ
ス
と
同
時
に
運
動
場
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

隣
の
ク
ラ
ス
は
次
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
た
。

　

渡
す
人
は
、
相
手
の
人
が
取
り
や
す
い
よ
う
に
、

そ
っ
と
バ
ト
ン
を
渡
し
な
さ
い
。
も
ら
う
人
は
、
手

の
ひ
ら
を
大
き
く
広
げ
な
さ
い
。

　

も
ら
う
人
は
、
相
手
が
ど
こ
ま
で
来
た
ら
走
り
出

す
の
か
、
そ
れ
を
よ
く
考
え
る
の
で
す
よ
。
渡
す
人
は
、

「
は
い
」
と
言
っ
て
渡
し
ま
す
。

　

渡
す
人
も
も
ら
う
人
も
、
で
き
る
だ
け
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
走
り
な
さ
い
。

　

ど
れ
も
大
切
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
指
導
で
は
子

供
は
何
も
変
化
し
な
い
。

　

先
生
は
熱
心
に
、
一
人
一
人
に
声
を
掛
け
て
い
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な
さ
い
。
も
ら
う
人
の
手
が
反

対
。
距
離
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
も
っ
と
速
く
走
り
出

し
な
さ
い
。

　

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
い
。
伸
び
を
実
感
で
き

な
い
学
習
は
、
だ
ん
だ
ん
と
だ
れ
て
い
く
。
遊
び
出
す
子

が
出
て
き
て
、
最
後
は
説
教
と
な
っ
た
。

２	

一
時
に
一
事
だ
か
ら
集
中
す
る

　

最
初
は
バ
ト
ン
な
し
で
、
手
で
タ
ッ
チ
さ
せ
た
。
も
ら

う
方
の
手
が
全
員
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
手

だ
け
で
、バ
ト
ン
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
「
そ
っ
と
置
く
」

「
握
る
」
練
習
も
さ
せ
た
。
全
員
が
で
き
た
。

　

次
に
、
バ
ト
ン
を
持
た
せ
た
。
バ
ト
ン
を
使
い
、
先
ほ

ど
の
動
作
を
、
そ
の
場
で
動
か
ず
に
さ
せ
た
。
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、「
は
い
」
と
い
う
合
図
も
入
れ
さ
せ
た
。

　

そ
れ
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
歩
い
て
渡
す
練
習

を
行
う
。
そ
の
際
、
で
き
る
だ
け
手
を
伸
ば
し
て
距
離
を

取
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
く
。

　

そ
の
後
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
ス
ピ
ー
ド
で
パ
ス
。

　

上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
と
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
に
、
教
師
が
合
格
・
不
合
格
の
評
定
を
入
れ
て

い
く
。
合
格
し
た
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
。
子
供
た
ち

は
、
ず
っ
と
熱
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

一
時
に
一
事
の
指
導
は
、
子
供
に
今
や
っ
て
い
る
課
題

だ
け
を
考
え
さ
せ
る
。
だ
か
ら
集
中
し
、
上
達
す
る
。
さ

ら
に
、
合
格
の
た
び
に
達
成
感
と
上
達
を
実
感
す
る
。　

　

一
方
、
一
度
に
多
く
の
指
示
を
出
す
こ
と
は
、
子
供
を

思
考
も
集
中
さ
せ
な
い
状
態
に
し
て
い
る
の
だ
。

チャンクを明確にすれば
言葉の意味が子供に届く
子供たちが熱中するスピードとは、速さではない。
心地良さである。教師が語る言葉は、
子供の脳に届かなければ意味がない。
そのために意識するのは、「区切り」「強調」「間」である。

子供が正反対の姿になる
リレーバトンパスの指導場面
リレーのバトンパスの指導は、一時に一事の効果がはっきりと分かる。
なぜ、子供が集中し上達するのか。その原理は明らかだ。
指示はあらゆる場面で行われる教師の行為である。
その原理を理解すれば、集団を指導する技能は激変する。

山口県下関市立楢崎小学校

河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

岡山県岡山市立西小学校

小
お

野
の

 隆
たか

行
ゆき

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

特 集
「一時に一事」が必須の
この指導場面
スムーズに指示する教師と、
学習活動を崩壊させる教師

発達障害の子も巻き込む
授業のリズムとテンポ
子供たちが熱中する教師の
スピード感を体感した
この場面
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１	

圧
倒
的
な
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
で
制
御

　

不
規
則
発
言
を
念
頭
に
向
山
氏
の
算
数
Ｃ
Ｄ
を
聴
く
。

　

う
～
ん
。
な
い
。
不
規
則
発
言
が
な
い
の
だ
。

　

一
瞬
の
声
は
あ
が
る
。「
○
○
だ
～
！
」

　

そ
ん
な
と
き
も
、向
山
氏
は
ニ
ッ
コ
リ
と
「
○
○
か
ー
」

と
受
け
止
め
て
包
ん
で
し
ま
う
。

「
こ
ん
に
ち
は
ー
」（
こ
ん
に
ち
は
）

「
こ
こ
に
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。
取
っ
手
の
付
い
た
ね
。

　

こ
の
前
の
お
勉
強
の
復
習
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

ど
の
く
ら
い
の
量
が
入
る
と
思
い
ま
す
か
」

（
一
リ
ッ
ト
ル
）

「
じ
ゃ
、
全
員
起
立
。
大
体
こ
の
く
ら
い
だ
と
ノ
ー

ト
に
書
い
た
人
、
座
り
な
さ
い
」

（『
向
山
洋
一
の
最
新
授
業
Ｃ
Ｄ
［
復
刻
版
］
４
年
算
数

「
小
数
」
』
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）

　

教
室
に
入
っ
て
挨
拶
し
て
数
秒
後
に
は
、
マ
ス
と
い
う

具
体
物
を
出
し
、
子
供
の
視
線
と
興
味
を
引
き
付
け
る
。

　

巧
み
な
＂つ
か
み
＂。
不
規
則
発
言
を
す
る
隙
が
な
い
。

　

算
数
Ｃ
Ｄ
全
て
を
通
し
て
、
圧
倒
的
な
リ
ズ
ム
と
テ
ン

ポ
で
授
業
は
進
む
。
一
瞬
一
瞬
の
作
業
が
明
快
だ
。

「
分
か
る
」「
で
き
る
」
の
連
続
。
自
己
肯
定
感
が
グ
ン

グ
ン
上
が
る
。

　

勉
強
不
足
で
技
量
の
未
熟
な
教
師
は
、
向
山
氏
と
正
反

対
の
授
業
や
対
応
を
す
る
。
形
式
的
な
挨
拶
や「
め
あ
て
」、

振
り
返
り
に
時
間
を
掛
け
る
。
長
い
説
明
。
曖
昧
な
指
示
。

退
屈
な
授
業
。「
分
か
ら
な
い
」「
で
き
な
い
」
の
連
続
。

　

不
規
則
発
言
は
、
授
業
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
の
だ
。

２	

ビ
シ
ッ
と
た
し
な
め
る

　

珍
し
く
向
山
氏
が
叱
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。
授
業
開
き
の

日
に
統
率
力
を
見
せ
る
。

「
立
ち
な
さ
い
。
も
う
一
回
言
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
言
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
さ
っ
き
そ
う
い
う
言
い
方
し
て
い
ま
せ
ん
ね
」

「
あ
な
た
は
授
業
中
そ
う
い
う
し
ゃ
べ
り
方
を
す
る

の
で
す
か
」

「
授
業
中
、
そ
ん
な
し
ゃ
べ
り
方
を
す
る
の
で
す
か

と
聞
い
て
い
る
ん
で
す
」

「
普
通
に
し
ゃ
べ
り
な
さ
い
」

（『
向
山
洋
一
算
数
授
業
Ｃ
Ｄ
４
年
「
大
き
な
数
」
』

東
京
教
育
技
術
研
究
所
）

　

教
師
の
統
率
力
は
大
前
提
だ
。
そ
の
上
で
不
規
則
発
言

を
受
け
入
れ
、
包
み
込
む
。
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
の
あ
る
知

的
な
授
業
は
、
不
規
則
発
言
を
自
然
に
消
し
て
し
ま
う
。       

　

前
年
度
ま
で
次
の
状
態
だ
っ
た
ク
ラ
ス
を
担
任
し
た
。

①
男
の
子
十
人
中
十
人
に
特
別
支
援
が
必
要
。

（
授
業
中
寝
転
ぶ
、
反
抗
す
る
、
物
を
取
る
、
教
室

を
飛
び
出
す
、
一
人
真
面
目
な
子
は
チ
ッ
ク
症
群
）

②
女
の
子
十
一
人
中
五
人
、
う
そ
を
付
き
、
保
健
室

に
い
る
。

③
管
理
職
な
ど
、
常
時
五
人
が
授
業
に
入
る
が
、
成

立
し
な
い
。
反
抗
す
る
。
飛
び
出
す
。

④
通
知
表
を
そ
の
場
で
破
り
捨
て
、
二
階
の
窓
か
ら

飛
び
降
り
よ
う
と
し
た
子
が
い
る
。

⑤
外
国
籍
、
家
庭
が
複
雑
、
発
達
障
害
の
子
半
数
。

　

新
年
度
、
準
備
し
た
ノ
ー
ト
に
次
の
こ
と
を
書
い
た
。

①
薄
皮
を
一
枚
一
枚
丁
寧
に
剥
い
で
い
く
。

②
褒
め
て
褒
め
て
褒
め
ま
く
る
。
お
だ
て
ま
く
る
。

③
今
ま
で
叱
ら
れ
て
い
た
量
の
倍
褒
め
る
。

　

叱
ら
れ
続
け
、
大
人
へ
の
不
信
感
を
も
っ
て
い
る
子
供

た
ち
だ
。
学
級
通
信
は
「
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
」。
キ
レ
る

の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
か
ら
だ
。
私
自
身
が
諦
め
ず
、

ぶ
れ
ず
に
﹁
教
え
て
褒
め
る
﹂
を
続
け
て
い
れ
ば
、
い
つ

か
必
ず
、
す
ご
い
ク
ラ
ス
に
成
長
す
る
と
信
じ
て
い
た
。

　

で
き
な
い
こ
と
を
一
つ
ず
つ
教
え
た
。
ど
こ
か
ら
書
く

の
か
、
赤
鉛
筆
で
何
人
も
の
子
の
ノ
ー
ト
に
印
を
付
け
た
。

教
科
書
を
一
緒
に
出
し
て
開
い
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
一
緒

に
片
付
け
た
。
ち
ょ
っ
と
で
も
で
き
た
ら
褒
め
た
。
で
き

な
く
て
も
、
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
褒
め
た
。

　

上
が
四
月
に
書
い
た
社
会
科
ノ
ー
ト
。
下
が
十
月
。
一

番
大
変
な
状
態
の
子
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

四
月
、
一
緒
に
写
真
を
貼
っ
て
赤
鉛
筆
を
な
ぞ
ら
せ
褒

め
て
、
や
っ
と
書
い
た
ノ
ー
ト
。
十
月
は
自
力
で
書
け
た
。

　

キ
レ
る
の
は
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
か
ら
だ
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
か
ら
だ
。
や
り
方
さ
え
教
え
た
ら
、
い
つ
か

必
ず
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
諦
め
な
い
こ
と
だ
。

　

数
年
後
、
私
が
学
校
を
異
動
す
る
日
。
こ
の
子
は
駐
車

場
で
待
っ
て
い
て
、
黙
っ
て
手
紙
を
渡
し
て
く
れ
た
。
教

え
て
褒
め
る
の
繰
り
返
し
で
、
必
ず
子
供
は
救
わ
れ
る
。

「教えて褒める」の繰り返しで
子供は救われる
やり方が分からないだけだ。
教師が諦めず、ぶれずに「教えて褒め」れば、
必ず子供は救われる。

リズムとテンポのある
知的な授業は、不規則発言を
自然に消してしまう
なぜ、向山洋一氏の授業では不規則発言が目立たないのか。
知的満足感たっぷりの授業がもつ力！

兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

東京都・日本文化大学 講師

木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

特 集
不規則発言を繰り返す子
への この対応・応答
向山氏の模擬授業から学ぶ
不規則発言制御の原則

「教えて褒める指導」で
キレる子が安定する
子供がキレるのには理由が
ある。教え、選ばせ、褒める
こと
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以
前
、
発
達
障
害
の
子
供
の
特
性
を
学
ぶ
た
め
に
、
専

門
家
を
取
材
し
た
。
と
て
も
有
名
な
立
派
な
先
生
で
あ
る
。

そ
の
専
門
家
は
こ
う
言
っ
た
。

「
僕
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）
な
ん
で
す
よ
。

だ
か
ら
、
辞
書
が
引
け
な
い
ん
で
す
」

　

例
え
ば
、
カ
ラ
ス
を
調
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
カ

行
の
前
の
ア
行
の
ア
イ
ス
が
目
に
止
ま
り
、
次
は
、
椅
子

に
目
が
止
ま
り
、
気
付
く
と
、
カ
ラ
ス
を
調
べ
て
い
た
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
だ
と
言
う
。

　

片
付
け
が
苦
手
な
発
達
障
害
の
子
も
、
こ
の
専
門
家
と

同
じ
だ
。
次
々
と
目
移
り
す
る
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
少
な
さ
。

　

こ
れ
が
原
因
だ
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
時
間
（
記
憶

を
維
持
で
き
る
時
間
）
と
容
量
（
フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
も

の
の
量
）
に
限
界
が
あ
る
の
だ
。

　

健
常
児
は
普
通
、
一
度
に
四
つ
の
こ
と
を
覚
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
四
つ
を
覚
え
て
い
ら
れ
る
の

は
、
僅
か
十
秒
か
ら
二
十
秒
間
し
か
な
い
。
発
達
障
害
の

子
が
一
度
に
覚
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
更
に
少
な
い
。

　

一
つ
し
か
覚
え
ら
れ
な
い
と
仮
定
し
て
接
す
る
と

よ
い
。

　

つ
ま
り
、
片
付
け
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
片
付
け

る
物
の
量
や
、
そ
れ
を
覚
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

間
の
長
さ
を
減
ら
す
こ
と
が
基
本
に
な
る
。

対
応
方
法
１　

物
の
量
を
減
ら
す
。

対
応
方
法
２　

場
所
を
小
さ
く
区
切
る
。

対
応
方
法
３　

時
間
を
短
く
区
切
る
。

　

ま
た
、
空
間
認
知
能
力
の
低
さ
も
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ

リ
の
少
な
さ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

空
間
認
知
能
力
と
は
、
物
の
位
置
、
方
向
、
大
き
さ
な

ど
を
す
ば
や
く
正
確
に
把
握
、
認
識
す
る
力
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
原
因
な
ら
、
空
間
認
知
の
し
や
す
い
環
境
に
整

え
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
。

対
応
方
法
４　

物
の
定
位
置
を
決
め
る
。

　

そ
の
定
位
置
を
写
真
に
撮
り
、
片
付
け
る
場
所
の
横
に

常
掲
す
る
と
更
に
よ
い
。
覚
え
る
必
要
が
な
く
な
る
。

　

物
の
量
が
多
い
場
合
に
は
、
そ
の
子
専
用
の
片
付
け
籠

な
ど
を
用
意
す
る
方
法
も
あ
る
。
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ら
れ

た
道
具
な
ど
を
、
と
に
か
く
全
部
そ
の
籠
に
入
れ
れ
ば

「
片
付
け
完
了
」
と
見
な
す
。
覚
え
る
こ
と
が
一
つ
で
す
む
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　

通
常
学
級
で
も
特
別
支
援
学
級
で
も
「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ

ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
の
効
果
は
大
き
い
。
そ
の

理
由
と
支
援
例
を
紹
介
す
る
。

１	

マ
ス
目
、
線
の
色
が
ノ
ー
ト
と
同
じ
で
あ
る

　

マ
ス
目
黒
板
と
い
う
教
具
が
あ
る
。
マ
ス
目
は
ノ
ー
ト

と
同
じ
だ
が
、
黒
板
と
同
じ
色
の
背
景
に
オ
レ
ン
ジ
や
黄

色
の
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
手
元
の
ノ
ー
ト
と
背
景
や
線

の
色
が
違
う
。

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
は
、
マ

ス
目
も
背
景
も
線
の
色
も
手
元
の
ノ
ー
ト
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ノ
ー
ト
）
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
写
し
や
す
い
。

　

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
違
い
だ
が
、
効
果
は
大
き
い
。

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
と
き
の
指
示
が
格
段

に
減
っ
た
。
以
前
は
「
一
行
空
け
ま
す
」「
一
マ
ス
空
け

ま
す
」
と
指
示
し
、
黄
色
チ
ョ
ー
ク
で
線
や
丸
を
か
い
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
指
示
を
し
な
く
て
も
、
一
目
で
指
示

内
容
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
使
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
な

支
援
に
な
る
。

２	

黒
板
に
簡
単
に
貼
る
こ
と
が
で
き
る

　

マ
ス
目
黒
板
は
、
黒
板
に
立
て
掛
け
る
タ
イ
プ
が
多
い

の
で
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。「
ジ
ャ
ン
ボ 
ホ
ワ

イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
は
、
紙
で
で
き
て
い
る
の
で
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
で
簡
単
に
黒
板
に
貼
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
マ
ス
目
黒
板
は
、
後
ろ
に
あ
る
黒
板
と
同
色
で

あ
る
た
め
、
視
線
を
集
中
さ
せ
に
く
い
。
し
か
し
、「
ジ
ャ

ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
は
白
色
で
あ
る
。

一
目
で
ど
こ
を
見
れ
ば
よ
い
の
か
が
分
か
る
。

３	

持
ち
運
び
し
や
す
い

　

マ
ス
目
黒
板
は
重
い
物
が
多
い
。
教
材
室
か
ら
持
っ
て

来
る
こ
と
も
一
苦
労
で
あ
る
。

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
は
、
軽
い
。

丸
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
持
ち
運
び
し
や
す
い
。
教
室

の
み
な
ら
ず
、
理
科
室
、
家
庭
科
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
、
体

育
館
で
も
使
え
る
。

　

現
在
、
特
別
支

援
学
級
を
担
任
し

て
い
る
。「
ジ
ャ
ン

ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

は
手
放
せ
な
い
教

具
と
な
っ
て
い
る
。

購
入
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
オ
リ
ジ
ナ
ル
教

材
」
サ
イ
ト
へ
。

特別支援の子の力を伸ばす
TOSSの指導法
ワーキングメモリと空間認知能力を補う環境を整える。
「片付けができない」特別支援の子の限りない可能性を伸ばすために、
教師ができることはたくさんある。

手元のノートと同じマス目、
同じ色の線だから、すらすらと
黒板を写すことができる
「ジャンボ ホワイト・TOSSノート」が効果的な理由は３つ。
①マス目、線の色がTOSSノートと同じである。
②黒板に簡単に貼ることができる。
③持ち運びしやすい。静岡県静岡市立西豊田小学校

手
て

塚
づか

 美
み

和
わ

宮城県公立小学校
TOSS宮城サークルSkies

森
もり

元
もと

 智
とも

博
ひろ

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

特 集
板書を写せない子への
効果的な この支援例
「ジャンボ ホワイト・TOSS
ノート」で視覚のずれを修正

片付けができない子への
ノーストレス支援
半径１mがぐちゃぐちゃに
なる子にこの対応を

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
な
り
そ
う
な
と

き
の
対
処
の
仕
方
は
、
学
習
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
際
は
、
刺
激
を
入
れ
な
い
。

こ
れ
が
鉄
則
で
あ
る
。

　

刺
激
の
な
い
静
か
な
環
境
で
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
す
る

の
が
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
頻
繁
に
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す

子
や
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の
必
要
な
子
が
い
た
場
合
、
教
室

以
外
の
落
ち
着
く
場
所
を
確
保
す
る
。
な
る
べ
く
、
教
室

か
ら
近
い
場
所
が
い
い
だ
ろ
う
。
勤
務
し
て
い
た
学
校
で

は
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
室
を
作
っ
て
い
る
。

　

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
室
の
使
い
方
を
、
子
供
と
し
っ
か
り
と

話
し
合
っ
て
お
く
。
そ
し
て
、
実
際
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た

と
き
の
こ
と
を
想
定
し
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う
。

（
一
）	

担
任
の
先
生
へ
の
言
い
方
（
言
え
な
い
と
き
は

ど
う
す
る
か
）

（
二
）	

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の
方
法
（
お
茶
を
飲
む
。
あ
る

い
は
自
分
が
落
ち
着
く
作
業
、
例
え
ば
本
を
読

む
な
ど
）

（
三
）	

ど
の
く
ら
い
滞
在
す
る
の
か

クールダウン室のルールを明示しておく。「見える化」
である。本や粘土など、落ち着けるツールを置いておく。

パーテーションで区切り、余計な刺激が入らな
いようにしている。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
特
別
支
援
教
育
ア
メ
リ
カ
視
察
で
驚
い
た

こ
と
の
一
つ
に
「
教
材
・
教
具
」
の
豊
富
さ
が
あ
る
。
こ

れ
は
も
う
日
本
の
比
で
は
な
い
。

　

そ
の
中
で
日
本
の
幼
稚
園
・
保
育
園
に
当
た
る
「pre-

school

」
を
視
察
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ど
の
先
生
も
、
カ
ー
ド
状
の
絵
を
複
数
ス
ト
ラ
ッ
プ
に

し
て
、
腰
か
ら
下
げ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
何
か
を
聞
い
て
み
る
と
、「
視
覚
支
援
カ
ー
ド
」

だ
と
言
う
。
子
供
に
必
要
な
「
絵
や
写
真
を
複
数
枚
ま
と

め
て
携
帯
し
て
い
る
」
の
だ
。

　

言
語
障
害
の
あ
る
児
童
に
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
絵

を
パ
ッ
と
見
せ
て
行
動
支
援
を
行
っ
て
い
た
。

　

日
本
で
も
視
覚
支
援
カ
ー
ド
を
手
作
り
し
て
い
る
人
は

多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
使
い
方
を
見
た
の
は
初
め
て
で

あ
っ
た
。

　

す
ぐ
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
特
別
支
援
教
育
教
材
研
究
会
で
、
同

様
の
教
具
の
開
発
を
始
め
た
。

　

多
く
の
先
生
方
が
手
作
り
で
対
応
し
て
い
る
視
覚
支
援

カ
ー
ド
を
、
よ
り
一
般
化
し
、
誰
で
も
す
ぐ
に
使
え
る
よ

う
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。

　

ま
ず
は
、
絵
の
場
面
の
選
定
で
あ
る
。

　

学
校
生
活
で
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
場
面
や
場
所

を
百
種
類
に
絞
っ
た
。

　

絵
も
、
ど
の
発
達
段
階
の
子
供
で
も
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
色
か
ら
動
き
、
角
度
ま
で
綿
密
に
打
合
せ
を
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
と
同
様
の
使
い
方
が
で
き
る
よ
う
に
、
穴
が

空
け
ら
れ
、
リ
ン
グ
が
同
梱
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
外
国
籍
児
童
に
対
応
し
て
、
中
国
語
・
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
・
英
語
の
表
記
を
追
加
し
た
。
付
属
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
音
表
も
付
い
て
い
る
。

　

発
売
後
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

そ
の
効
果
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

「
パ
ッ
と
行
動
支
援	

絵
カ
ー
ド
﹂
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
に
い
る
三
名
の
外
国
籍
の
児
童
の
た
め
で

す
。

　

そ
れ
ま
で
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
ま
り
に
も
非
効
率
的
で
あ
り
、
効
果
が
薄
い

た
め
、
購
入
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
動
き
ま
し
た
。
絵
を
見
せ
る
だ
け
で
よ

い
の
で
す
。

　

指
導
の
ス
ト
レ
ス
も
ぐ
っ
と
減
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
外
国
籍
の
子
だ
け
で
な
く
、
音
声
言

語
が
入
り
づ
ら
い
子
、
多
動
傾
向
の
子
に
も
、
強
力

な
ツ
ー
ル
で
す
。

　

今
後
も
使
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
あ
る
の
も
、
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

海外の先行実践を取り入れた
「パッと行動支援 絵カード」

言葉の指示でなく、視覚的な
指示だから発達障害のある
子供たちに優しい。

まずはクールダウン室を
用意する
実際にパニックになったときのことを想定して、
リハーサルを行う。

長野県長野市立川田小学校

小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

秋田県北秋田市立綴子小学校

間
ま

嶋
じま

 祐
ひろ

樹
き

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

特 集
パニック時：教室を出て
クールダウンのお約束
その子にあったアンガーマネ
ジメント・退避スペースの
重要性

ビジュアルで教えると
すぐに分かる子
「パッと行動支援 絵カード」
「フラッシュカード」の
劇的な効果

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。



2021   2018. 9

　

以
前
受
け
持
っ
た
二
年
生
の
保
護
者
か
ら
の
手
紙
。

　

Ｔ
が
一
年
生
の
と
き
、「
い
じ
わ
る
を
し
て
い
ま
す
」

と
言
わ
れ
、
悲
し
み
苦
し
み
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ

と
が
あ
る
た
び
に
、「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
な
い
！
」

と
我
が
子
は
言
い
ま
し
た
。
信
じ
た
か
っ
た
け
ど
、

我
が
子
を
疑
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
参
観
日
に
我

が
子
の
様
子
を
見
て
救
わ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
は
、
一
緒

に
対
戦
し
て
い
た
女
の
子
に
札
を
譲
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
負
け
て
も
そ
の
女
の
子
に
拍
手
を
送
っ
た

の
で
す
。
先
生
、
Ｔ
は
、「
い
じ
わ
る
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
Ｔ
は
、
私
が
思
っ
た
と
お
り
の
優
し

い
良
い
子
で
し
た
。

「
五
色
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
、
七
月
の
参
観
日
で
見
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
と
き
の

子
供
た
ち
の
様
子
に
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
が
感
心
さ
れ

驚
か
れ
た
。
手
紙
の
お
母
さ
ん
は
、
ハ
ン
カ
チ
で
涙
を
拭

き
な
が
ら
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
。

「
五
色
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」
を
二
年
生
の
子
供

た
ち
に
行
っ
た
の
は
、「
席
に
着
き
な
さ
い
！
」「
ご
め
ん

な
さ
い
は
？
」
な
ど
と
毎
日
、
言
葉
だ
け
で
指
導
し
続
け

て
い
た
四
月
中
頃
だ
っ
た
。
か
る
た
な
ど
の
遊
び
は
大
好

き
だ
と
、
前
担
任
か
ら
聞
い
て
い
た
の
で
、
取
り
入
れ
た
。

　

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
し
て
い
た
子
供
た
ち
が
、
青
色
（
学
校

生
活
）
の
札
に
熱
中
し
た
。
最
初
は
か
る
た
を
取
る
こ
と

に
力
を
注
ぎ
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
子
供
た
ち
も
、

次
第
に
言
葉
の
響
き
、
リ
ズ
ム
に
は
ま
り
、
か
る
た
を
し

て
い
な
い
と
き
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
歌
う
よ
う
に
唱
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ぬ
い
だ
く
つ　

か
か
と
を
そ
ろ
え
て　

く
つ
ば
こ
へ

　

つ
く
え
か
ら　

は
な
れ
る
と
き
は　

い
す
い
れ
る

　

そ
れ
か
ら
、
唱
え
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
言
葉
が
、
行
動

を
伴
っ
て
口
か
ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
い
な
が
ら
や

り
、
に
っ
こ
り
す
る
子
が
出
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、「
キ
ン
コ
ン
カ
ン
！　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た

ら
？
」
と
聞
く
と
、
終
わ
り
の
五
文
字
「
席
に
着
く
」
を

言
う
よ
う
に
な
り
、
ク
ラ
ス
の
合
言
葉
と
な
っ
た
。

　

特
に
、
橙
だ
い
だ
い

色
（
対
人
関
係
）
は
、
友
達
に
自
分
の
思

い
を
伝
え
る
言
葉
や
、
腹
が
立
っ
た
と
き
に
取
る
よ
う
な

行
動
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
覚
え
た
子
供
た
ち
は
、
そ

の
と
お
り
に
や
り
、
う
れ
し
そ
う
に
し
て
い
た
。

　

お
う
え
ん
だ　

や
る
き
が
で
る
よ　

が
ん
ば
っ
て

　

な
い
て
る
こ　

こ
え
を
か
け
よ
う　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　

応
援
す
る
と
き
は
「
が
ん
ば
っ
て
」、
泣
い
て
い
る
友

達
を
慰
め
る
と
き
は
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
い
う
言
葉
が

次
か
ら
次
へ
と
出
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
冒
頭
の
子
は
、

優
し
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

正
進
社
の
国
語
の
テ
ス
ト
、
本
当
に
す
ご
い
で
す

ね
。
い
つ
も
な
ら
テ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
に

な
っ
て
し
ま
う
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）

の
六
年
生
が
、
正
進
社
の
テ
ス
ト
な
ら
自
分
か
ら
進

ん
で
本
文
を
読
み
、
自
分
で
解
答
を
書
い
て
い
た
ん

で
す
。
こ
ん
な
こ
と
初
め
て
で
す
！　

そ
れ
で
、
七

〇
点
も
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

興
奮
し
な
が
ら
、
望
月
に
正
進
社
テ
ス
ト
の
す
ご
さ
を

話
し
て
く
れ
た
。
話
は
ま
だ
ま
だ
続
い
た
。

　

正
進
社
の
国
語
テ
ス
ト
は
解
答
欄
が
マ
ス
目
な
の

で
、
マ
ス
目
の
数
と
か
そ
の
前
後
と
か
を
取
っ
掛
か

り
に
し
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

七
文
字
と
い
う
字
数
制
限
、
マ
ス
目
後
の
「
顔
」
の
記

述
を
取
っ
掛
か
り
に
し
て
、本
文
か
ら
探
し
出
せ
た
と
い
う
。

「
本
当
で
す
か
。
そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
！
」
と
望
月
が

続
け
る
と
、
話
は
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
Ｎ
社
の
テ
ス
ト

へ
の
批
判
に
移
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
Ｎ
社
の
テ
ス
ト
が
い
い
か
な
っ
て

思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
Ｎ
社
の
テ
ス
ト
の
場
合

は
マ
ス
目
で
は
な
く
て
大
き
な
括
弧
な
の
で
、
そ
の

子
は
答
え
を
ど
う
書
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
て
い
た
み
た
い
な
ん
で
す
。

　

ざ
っ
く
り
と
し
た
括
弧
問
題
の
Ｎ
社
テ
ス
ト
。
本
文
の

ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
探
し
出
し
、
答
え
れ
ば
よ
い
か
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
。

　

そ
の
先
生
の
話
の
と
お
り
だ
。「
子
供
の
多
様
な
考
え

を
」、「
答
え
は
一
つ
で
は
な
い
」
と
は
、
言
葉
と
し
て
は

き
れ
い
で
あ
る
。
し
か
し
子
供
た
ち
、
特
に
特
別
支
援
を

要
す
る
子
た
ち
に
は
、
混
乱
を
与
え
る
だ
け
だ
。

　

正
進
社
テ
ス
ト
の
よ
う
な
マ
ス
目
テ
ス
ト
は
、
答
え
が

一
つ
に
確
定
す
る
の
で
大
人
も
子
供
も
混
乱
し
な
い
。
ま

た
、
例
え
ば
「『
何
で
す
か
』
と
い
う
問
い
に
は
『
何
』

に
当
た
る
部
分
だ
け
を
端
的
に
答
え
れ
ば
よ
い
」
と
い
っ

た
答
え
方
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

子
供
が
自
分
か
ら
解
き
進
め
ら
れ
る
テ
ス
ト
と
混
乱
す
る

テ
ス
ト
。
ど
ち
ら
の
方
が
力
が
付
く
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「自分で解き進めて、自分の
力だけで70点が取れました。
こんなこと、初めてです」
昨年度特別支援学級を一緒に組んだ同僚が、うれしそうな表情で
教えてくれた。マス目の数、マス目前後などをヒントに、自分で
解き進められたという。私もうれしかった。

五七五の音と絵で
子供が覚える
望ましい行動
楽しみながらかるたを覚え、覚えること
で実際の行動につながっていく。

山梨県南アルプス市立落合小学校

望
もち

月
づき

 健
けん

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

特 集
パターンで覚える子に
望ましい行動をイメージ
させる
「五色ソーシャルスキルかるた」
で全員の子供が笑顔に

「マス目」の国語テストが
実力を付ける
発達障害の子の読解力を育て、
自己肯定感を上げる

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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１	

ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
も
「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」

　

低
学
年
の
算
数
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
う
と
パ
ニ
ッ
ク
に

な
る
子
が
い
る
。
発
達
性
協
調
運
動
症
が
あ
り
手
先
が
不

器
用
な
子
に
と
っ
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
出
し
て
並
べ
る
の

は
難
し
い
作
業
で
あ
る
。
床
に
落
と
し
て
し
ま
い
、
隣
や

前
後
の
子
の
も
の
と
混
同
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
る
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
つ
ず
つ
ば
ら
ば
ら
な
の
で
、
五
の

固
ま
り
や
十
の
固
ま
り
を
作
る
イ
メ
ー
ジ
が
も
ち
に
く
い
。

並
べ
る
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
る
た
め
、
ど
こ
ま
で
数
え
て

い
た
か
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
（
児
童
用
）」
を
使
う
。

　

床
に
ば
ら
ば
ら
と
落
と
す
こ
と
が
な
い

の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
学

習
を
進
め
ら
れ
る
。
操

作
も
簡
単
な
の
で
、
短

時
間
で
何
度
も
数
え
る

練
習
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
五
個
ず

つ
色
が
付
い
て
い
る
た

め
、
五
の
固
ま
り
や
十

の
固
ま
り
が
分
か
り
や

す
い
。
五
の
合
成
・
分
解
や
十
の
合
成
・
分
解
を
、
自
分

で
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２	

た
し
算
の
筆
算

　

二
年
生
で
は
、
繰
り
上
が
り
の
あ
る
た
し
算
の
筆
算
を

行
う
。
計
算
の
苦
手
な
子
は
、
一
桁
の
た
し
算
の
答
え
が

ぱ
っ
と
出
て
こ
な
い
。
そ
ん
な
と
き
に
「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」

が
あ
る
と
、
子
供
た
ち
も
安
心
し
て
自
信
を
も
っ
て
計
算

す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」
を
使
っ
て
い
る

う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
使
わ
な
く
て
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

子
供
た
ち
に
は
、

計
算
が
得
意
な
人
も
、
確
か
め
の
た
め
に
「
百
玉
そ

ろ
ば
ん
」
を
使
っ
て
も
い
い

と
指
示
す
る
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

計
算
が
苦
手
な
子
も

目
立
た
ず
に
「
百
玉

そ
ろ
ば
ん
」
を
使
う

こ
と
が
で
き
る
。

たし算の確かめ

10の合成・分解

　

向
山
洋
一
氏
が
「
行
き
過
ぎ
た
給
食
指
導
」
に
つ
い
て

「
実
際
に
食
べ
る
こ
と
」
と
「
食
の
指
導
」
を
分
け
て
考

え
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。（
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
六
日

産
経
新
聞
教
育
コ
ラ
ム
「
解
答
乱
麻
」）

「
食
の
指
導
」
と
は
、「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
」「
い
た
だ

き
ま
す
の
精
神
」「
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
こ
と
」「
日
本

食
の
よ
さ
」
な
ど
を
教
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。　
　
　

　

し
か
し
、
そ
の
指
導
が
「
実
際
に
食
べ
る
こ
と
」
と
結

び
付
い
て
し
ま
う
と
、
完
食
を
目
指
す
給
食
指
導
に
な
っ

て
し
ま
う
。

（
も
っ
た
い
な
い
か
ら
）（
生
き
物
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
だ
か
ら
）（
栄
養
士
さ
ん
が
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
作
っ

て
い
る
も
の
だ
か
ら
）（
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
こ
と
が

大
切
な
の
だ
か
ら
）

　

ど
れ
も
正
当
な
理
由
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
少
し
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
子
に
も
、
理
由
が
あ
る
。
偏
食
、
触
覚
過

敏
、
食
べ
る
こ
と
に
集
中
で
き
な
い
な
ど
。

　

例
え
ば
、
触
覚
過
敏
。
唇
や
舌
は
、
体
の
中
で
最
も
敏

感
な
箇
所
。
生
ま
れ
て
き
て
す
ぐ
に
、
赤
ち
ゃ
ん
は
お
っ

ぱ
い
を
吸
い
な
が
ら
、
外
界
の
刺
激
を
ま
ず
口
で
感
じ
る
。

そ
ん
な
敏
感
な
場
所
の
刺
激
が
強
す
ぎ
た
ら
、
食
べ
物
の

お
い
し
さ
を
味
わ
う
の
は
難
し
い
。

　

例
え
ば
、
幼
児
期
の
環
境
。
親
が
偏
食
な
ら
、
偏
っ
た

食
事
に
な
り
か
ね
な
い
。
味
覚
の
素
地
が
少
な
く
な
り
、

味
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

給
食
で
は
、
体
格
も
味
覚
の
好
み
も
発
達
段
階
も
違
う

子
た
ち
を
「
全
員
一
律
」
に
「
同
じ
量
」
で
食
べ
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、「
無
理
強
い
」
で
あ
り
「
強
制
」

で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、「
食
の
指
導
」
を
行
い
つ
つ
、

そ
の
子
の
特
性
、
発
達
段
階
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
に
、

食
べ
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

向
山
氏
は
、『
大
塚
の
教
育
』
冊
子
に
、「
躾し
つ
け

は
き
ち

ん
と
指
導
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
『
忘
れ

物
を
す
る
』
な
ど
の
だ
ら
し
な
さ
が
、
個
性
の
伸
長
等
の

妨
げ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
躾
は
段
階
を
ふ
ま
え
、

準
備
を
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
過
度
に
高
い
水
準
を
実

態
を
ふ
ま
え
ず
、
一
律
に
強
い
る
こ
と
は
行
わ
な
い
。
例

え
ば
、
体
罰
、
授
業
・
掃
除
時
間
に
く
い
こ
む
食
事
の
強

制
、
学
校
に
来
る
の
が
い
や
に
な
る
ほ
ど
の
指
導
は
行
わ

な
い
。
そ
れ
に
か
わ
る
よ
い
方
法
を
検
討
し
実
施
す
る
。

人
間
は
何
に
も
ま
し
て
大
切
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
絶
え
ず
指
導
す
る
。」
と
明
記
し
た
。

生
活
を
指
導
す
る
基
本
は
「
個
性
の
伸
長
」
な
の
で
あ
る
。

　

待
ち
に
待
っ
た
給
食
！　

楽
し
い
給
食
！　

で
あ
る
は

ず
の
時
間
を
「
苦
し
み
の
時
間
」
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
し
て
、
学
校
に
来
る
こ
と
が
嫌
に
な
る
ほ
ど
の
指
導
で

あ
る
な
ら
、
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

その子に応じた
給食指導を！
「実際に食べること」と「食の指導」を
分けて考えよう。

計算の苦手な子も安心して
使える「百玉そろばん」
落とさない、バラバラにならない、イメージがしやすい。
不器用な子でもスムーズに学習できる定番教材。

神奈川県相模原市立大島小学校

鈴
すず

木
き

 恭
きょう

子
こ

北海道江別市立中央小学校

太
おお

田
た

 千
ち

穂
ほ

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

特 集
ブロックでパニックに
なる子の指導
「百玉そろばん（児童用）」なら
数概念がスムーズに身に付く

強引な偏食指導は
子供の心を壊す
好き嫌いがあり三角食べが
苦痛な子もいる。その子に
応じた給食指導を！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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１	

基
本
的
な
知
識
を
も
つ

　

聴
覚
の
過
敏
性
に
つ
い
て
、
教
師
が
第
一
に
考
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。

　

す
ぐ
に
は
治
ら
な
い
。

　

一
週
間
後
、
一
か
月
後
に
改
善
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
次
の
時
間
か
ら
す
ぐ
に
変
化
す

る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　

指
導
法
や
対
応
に
よ
っ
て
、
多
少
は
症
状
が
治
ま
る
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
根
本
的
な
部
分
は
治
ら
な
い
。

　

聴
覚
の
過
敏
性
を
も
っ
た
ま
ま
、
何
十
回
、
何
百
回
と

音
楽
の
授
業
を
受
け
続
け
る
の
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
子
供
に
「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
（
イ
ヤ
ー
マ
フ
）」

の
使
用
を
認
め
る
の
は
、
当
然
の
対
応
だ
。

　

肢
体
不
自
由
の
子
供
の
場
合
で
考
え
て
み
よ
う
。

「
ほ
か
の
子
は
付
け
て
い
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
、
体
育

の
時
間
に
装
具
を
外
さ
せ
る
だ
ろ
う
か
。
す
る
は
ず
が
な

い
。「
す
ぐ
に
は
治
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
「
知
識
」

と
し
て
あ
る
か
ら
だ
。

　

聴
覚
の
過
敏
性
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
な
「
知
識
」
を

も
っ
て
い
な
け
れ
ば
子
供
た
ち
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。

２	

多
様
な
選
択
肢
を
用
意
す
る

「
大
き
く
聞
こ
え
過
ぎ
て
し
ま
う
子
」「
特
定
の
刺
激
（
音

域
や
リ
ズ
ム
）
が
好
き
な
子
」「
刺
激
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ

て
し
ま
う
子
」
な
ど
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

自
閉
・
情
緒
学
級
に
在
籍
し
て
い
た
Ｔ
君
。

　

音
楽
の
授
業
中
「
う
る
さ
ー
い
！
」
と
興
奮
す
る
姿
が

何
度
か
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｔ
君
に
と
っ
て
何
が
嫌
な

の
か
、
ど
の
学
習
活
動
が
嫌
な
の
か
を
観
察
し
て
み
た
。

　

最
も
苦
手
と
し
て
い
た
学
習
活
動
は
次
の
も
の
だ
っ
た
。

　

楽
器
︵
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
︶
の
個
別
練
習
。

　

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
鳴
り
響
く
。

「
不
規
則
な
音
の
騒
音
」
が
Ｔ
君
の
中
に
蓄
積
さ
れ
、
一

気
に
限
界
を
超
え
て
し
ま
っ
た
の
が
分
か
っ
た
。

「
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
」
自
体
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

全
体
で
の
通
し
練
習
は
好
き
だ
っ
た
。
音
楽
会
で
の
合
奏

も
普
通
に
参
加
で
き
て
い
た
。
そ
こ
で
、「
最
後
の
十
五

分
は
通
し
練
習
だ
か
ら
参
加
し
よ
う
」「
個
別
練
習
の
時

間
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
教
室
で
一
休
み
し
よ
う
」
と
い
う
対
応

を
と
っ
た
。
す
る
と
、
音
楽
の
授
業
に
無
理
な
く
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

基
本
的
な
知
識
を
ベ
ー
ス
に
し
た
多
様
な
選
択
肢
で
、

子
供
た
ち
を
傷
つ
け
な
い
対
応
が
可
能
に
な
る
。

　

授
業
で
学
習
の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
、
最
も
大

切
で
あ
る
。
理
解
し
て
い
れ
ば
宿
題
な
ど
は
い
ら
な
い
。

　

宿
題
に
よ
っ
て
、「
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
家
で
教
え

て
も
ら
う
」
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

教
師
の
怠
慢
で
あ
る
。

　

一
方
で
、「
小
学
生
に
宿
題
を
課
す
の
は
時
間
管
理
と

勉
強
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
意
味
合
い
の
方
が
強

い
」
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
そ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
私
が

考
え
る
宿
題
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
。

　

①　

関
心
の
高
い
も
の

　

②　

適
切
な
量 

　

③　

誰
で
も
で
き
る
も
の

１	
私
が
見
た
ひ
ど
い
宿
題

　

私
が
今
ま
で
見
た
宿
題
に
は
、
ひ
ど
い
も
の
が
多
々

あ
っ
た
。
そ
の
中
の
最
も
ひ
ど
い
も
の
が
、
漢
字
の
書
き

取
り
練
習
だ
。
漢
字
一
文
字
を
幾
つ
も
書
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
そ
う
い
う
練
習
を
し
て
い
る
子
供
は
、
漢
字
練

習
を
い
い
加
減
に

行
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
（
写
真
）。

そ
し
て
、
漢
字
の

用
法
が
分
か
ら
な

く
な
り
、
漢
字
を

覚
え
る
こ
と
が
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
宿
題
を
出
さ
れ
る
と
、
発
達
障
害
の
あ
る

子
供
た
ち
は
間
違
い
な
く
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
。
ど
こ
ま
で

や
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
も
分

か
ら
な
い
。
や
り
た
く
な
い
か
ら
ダ
ラ
ダ
ラ
や
り
、
保
護

者
に
叱
ら
れ
る
⋮
⋮
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
た
ど
る

こ
と
に
な
る
。「
自
主
学
習
」「
家
庭
学
習
」
な
ど
、
別
の

言
葉
を
使
い
な
が
ら
、
強
制
的
に
宿
題
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
基
本
、
宿
題
は
家
庭
教
育
の
範は
ん

疇ち
ゅ
う

だ
。
本
来
、
そ
こ
に
踏
み
込
み
、
教
師
が
強
制
的
に
や

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

２	

宿
題
を
出
す
と
き
の
留
意
点

「
余
裕
が
あ
る
な
ら
ば
、
家
庭
学
習
に
取
り
組
ん
だ
ら
よ

い
」
程
度
の
話
は
す
る
。
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め

で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
何
を
や
っ
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
子
供
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
私
は
、ノ
ー

ト
の
裏
表
紙
に
「
家
庭
学
習
の
や
り
方
の
紙
」
を
貼
ら
せ

て
い
る
。
子
供
た
ち
は
、
そ
の
や
り
方
を
ヒ
ン
ト
に
家
庭

学
習
を
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
宿
題
は
、

　

①　

子
供
が
関
心
意
欲
を
も
っ
て
で
き
る
こ
と

　

②　

量
が
多
す
ぎ
な
い
こ
と

　

③　

何
を
や
っ
て
い
い
か
が
明
確
に
分
か
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
の
で
あ
る
。

「子供を傷つけない」のが
指導の原則
聴覚の過敏性にはいろいろなタイプがある。
「基本的な知識」をベースにした
「多様な選択肢」で対応する必要がある。

宿題で学力を上げようと
するのは、教師の怠慢
学習の習慣を付けさせるということでのみ、価値がある。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

北海道江別市立大麻小学校

高
たか

杉
すぎ

 祐
ひろ

之
ゆき

特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
T
O
S
S
の
指
導
法

特 集
発達障害の子が大混乱に
なるひどい「宿題例」
多すぎる宿題、意味不明の
宿題は取り組めない。
適切な出題を

リコーダーの音が苦手で
音楽室に入れない子の指導
聴覚過敏の子にヘッドホンを。
欧米では当然の対応
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新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
社
会
科
ノ
ー
ト

ま
と
め
の
提
案
（
初
め
の
一
歩
編
）

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
で
読
み
取
っ
た
情
報
を
、
課
題
解
決
に
向
け
て

ま
と
め
る
技
能
」
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
は
調
べ
学
習
か
ら
ノ
ー
ト
の

ま
と
め
へ
と
直
結
で
き
る
優
れ
た
教
材
で
あ

る
。
子
供
自
身
が
、
調
べ
た
量
を
メ
モ
の
枚
数

と
し
て
実
感
で
き
、
そ
の
メ
モ
を
並
べ
た
り
、

つ
な
げ
た
り
、
分
類
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
学
習
指
導
要
領
の

社
会
科
で
求
め
ら
れ
て
い
る
技
能
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

１ 

情
報
を
ま
と
め
る
技
能

　

新
学
習
指
導
要
領
解
説
・
社
会
科
編
で
は「
読

み
取
っ
た
情
報
を
課
題
解
決
に
向
け
て
ま
と
め

る
技
能
」
と
し
て
、
八
つ
の
技
能
が
例
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
に
次
の
二
つ
が
あ
る
。

　

分
類
・
整
理
し
て
、

①　

項
目
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
ど
に
整
理
し

て
ま
と
め
る

②　

順
序
や
因
果
関
係
な
ど
で
整
理
し
て

ま
と
め
る

（
教
育
課
程
部
会　

社
会
・
地
理
歴
史
・

公
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
審

議
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
（
報
告
）　

平

成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日
）

※
番
号
は
塩
谷
に
よ
る

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
使
っ
た
調
べ
学
習
で
は
、

こ
の
二
つ
の
技
能
を
効
果
的
に
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 

向
山
実
践
「
十
五
年
戦
争
」

　

六
年
単
元
「
戦
争
と
人
々
の
暮
ら
し
」
で
向

山
実
践
を
追
試
し
た
。

指
示
1 

十
五
年
戦
争
。
毎
年
一
個
ず
つ

の
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
年
に
一
つ
、

事
件
を
十
五
個
選
び
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
教
科
書
、
資
料
集
、
学
校
図
書

館
の
本
を

使
い
な
が

ら
調
べ
て

い
く
。
こ

の
と
き

ノ
ー
ト
で

は
な
く
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ

モ
を
使
わ

せ
た
。

指
示
2 

一
枚
に
一
つ

の
事
件
を
書
き
な

さ
い
。

　

調
べ
学
習
の
中
で
、
一

人
に
つ
き
十
五
枚
の
メ
モ

が
蓄
積
さ
れ
た
。

３ 

分
類
・
整
理
作
業

　

か
ら
討
論
へ

指
示
3 

十
五
の
事
件

を
分
類
し
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
四
～
五
個

の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し

た
。「
国
内
の
事
件
」「
太

平
洋
戦
争
前
の
戦
い
」「
世

界
と
日
本
の
つ
な
が
り
」

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
名
で
分

類
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
中

で
、
さ
ら
に
年
代
順
に
並

べ
て
整
理
し
て
い
た
。

発
問 

ど
の
時
点
で
戦
争
が
止
め
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
か
。（
向
山
氏
の
発
問
）

　

こ
こ
か
ら
子
供
た
ち
の
動
き
が
変
化
し
た
。

十
五
の
事
件
が
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
だ
け
で

は
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

で
「
く
っ
き
り
」
と
浮
か
ん
で
き
た
よ
う
だ
。

こ
の
発
問
の
後
に
自
然
と
ミ
ニ
討
論
が
始
ま
っ

た
。「
や
っ
ぱ
り
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
が
大
事
だ

と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統

領
だ
っ
て
分
か
っ
て
い
た
ん
だ
か
ら
」「
い
や
、

俺
は
世
界
恐
慌
が
も
と
も
と
だ
と
思
う
」「
満

州
事
変
だ
と
思
う
よ
。
日
本
と
い
う
よ
り
関
東

軍
の
動
き
を
止
め
ら
れ
た
ら
⋮
⋮
」

　

ミ
ニ
討
論
は
そ
の
後
、
ほ
か
の
席
の
子
供
に

も
飛
び
火
し
て
い
っ
た
。
調
べ
た
メ
モ
は
見
開

き
二
ペ
ー
ジ
整
理
さ
せ
、
最
後
に
自
分
の
考
え

を
書
か
せ
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
は
調
べ
た
情
報
を
分
類
さ

せ
、因
果
関
係
に
気
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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「
手
品
師
」
で
討
論
を
組
織
す
る

「
人
生
の
選
択
」
と
い
う
道
徳
授
業
の
新
し
い
視
点
を
提
案
す
る
。

河か
わ

田た 

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立
楢
崎
小
学
校

「
手
品
師
」
と
い
う
超
有
名
教
材
が
あ
る
。

　

あ
ら
す
じ
は
⋮
⋮
。

　

売
れ
な
い
手
品
師
が
男
の
子
に
手
品
を
見
せ

る
約
束
を
し
た
後
、
友
人
か
ら
同
じ
日
に
大
舞

台
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
へ
の
出
演
依
頼
を
も
ち

掛
け
ら
れ
る
。
手
品
師
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
へ

の
出
演
を
断
り
、
男
の
子
に
手
品
を
見
せ
る
方

を
選
択
す
る
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
、
資
料
を
読
み
聞
か
せ
る
。

「
ノ
ー
ト
に
感
想
を
書
き
な
さ
い
」

　

五
分
後
、
全
員
発
表
を
行
っ
た
。

　

多
く
の
感
想
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
。

□　

男
の
子
と
の
約
束
を
選
ん
だ
手
品
師
は
、

す
ご
く
優
し
い
。

□　

男
の
子
は
、
手
品
師
に
約
束
を
守
っ
て
も

ら
え
て
、
う
れ
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
中
、
あ
る
子
が
次
の
こ
と
を
話
し
た
。

■　

大
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
手
品
を
す
る
と
い

う
夢
が
か
な
う
直
前
に
そ
ち
ら
を
捨
て
、
男

の
子
と
の
約
束
を
手
品
師
は
守
っ
た
。
自
分

が
手
品
師
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
そ
う
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
い
や
、
自
分
な
ら
夢
の
方
を
選

ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
感
想
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
と
考
え
る
。

　

確
か
に
、
教
科
書
編
集
部
は
、
こ
の
資
料
の

ね
ら
い
を
「
約
束
を
守
る
こ
と
が
大
切
」
と
設

定
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
描
い
た
夢
が
実
現
間
近
に
な
っ
た

ら
、
そ
れ
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と
い
う

選
択
は
、
と
て
も
大
切
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
子
供
た
ち
に
考
え
さ
せ
た
い
テ
ー

マ
で
あ
る
。
そ
こ
で
討
論
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

道
徳
は
、
教
科
に
な
っ
た
。
教
科
と
な
っ
た

道
徳
に
は
、
幾
つ
か
の
コ
ー
ド
が
あ
る
。

　

真
っ
先
に
出
て
く
る
コ
ー
ド
は
、
次
で
あ
る
。

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

　

道
徳
の
授
業
に
お
け
る
「
主
体
的
」
と
は
、

次
の
こ
と
で
あ
る
。

①　

自
分
で
気
付
い
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を

振
り
返
る
。

②　

自
分
で
解
決
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
意
欲

や
態
度
を
育
て
る
。

　

こ
れ
が
、
具
体
的
な
授
業
場
面
で
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
道
徳
授
業
は
、
登
場

人
物
の
気
持
ち
を
問
う
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

多
く
の
教
室
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
道
徳

は
、「
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
（
副
読
本
の
手
引
き
に

書
い
て
あ
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
）。

　

文
部
科
学
省
は
、
こ
れ
ま
で
の
道
徳
授
業
を

検
討
し
て
「
気
持
ち
を
問
う
道
徳
授
業
は
、
効

果
が
な
い
」
と
結
論
を
出
し
て
い
る
。

　

気
持
ち
を
問
え
ば
、
取
り
あ
え
ず
手
っ
取
り

早
い
し
、
授
業
っ
ぽ
く
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ

に
異
を
唱
え
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

文
科
省
は
、
意
味
が
な
い
と
言
い
始
め
た
。

　

で
は
、
気
持
ち
を
問
わ
な
い
問
い
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

私
は
、
次
の
よ
う
に
問
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

自
分
が
（
こ
の
人
）
の
立
場
だ
っ
た
ら
、

ど
う
行
動
し
ま
す
か
？

　

登
場
人
物
の
立
場
を
自
分
に
置
き
換
え
て
考

え
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

こ
れ
な
ら
ば
、
子
供
た
ち
は
、
経
験
、
情
報

を
駆
使
し
た
行
動
の
見
通
し
を
立
て
る
は
ず
だ
。

　

主
体
的
で
あ
る
。

　

次
の
ワ
ー
ド
「
対
話
的
」
と
は
、
何
か
。

「
対
話
」
と
は
、
相
手
と
や
り
取
り
す
る
こ
と

で
あ
る
。
相
手
と
や
り
取
り
す
る
よ
う
な
授
業

と
は
、
討
論
で
あ
る
。

　

道
徳
資
料
を
活
用
し
た
授
業
で
討
論
を
仕
組

む
と
き
の
原
則
は
、「
選
択
さ
せ
る
」
だ
。

「
賛
成
vs 

反
対
」「
Ａ
vs 

Ｂ
」
な
ど
な
ど
、
自

分
で
立
場
を
決
め
さ
せ
る
と
、
そ
こ
か
ら
意
見

交
換
、
論
争
が
発
生
す
る
。

　

こ
の
手
品
師
も
、
さ
っ
と
読
め
ば
、「
夢
を

諦
め
て
少
年
と
の
約
束
を
守
っ
た
手
品
師
は
す

ば
ら
し
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
子
供
た
ち
の
心

は
着
地
し
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
て
み
た
。

「
あ
な
た
が
手
品
師
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
夢
を

選
び
ま
す
か
？　

約
束
を
選
び
ま
す
か
？
」

　

目
論
見
ど
お
り
分
か
れ
た
。
と
い
う
よ
り
、

あ
る
子
が
討
論
へ
と
つ
な
が
る
感
想
を
最
初
に

言
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
道
徳
授
業
な
ら
ば
「
余
計
な
発

言
」
と
し
て
バ
ッ
サ
リ
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
彼
の
お
か
げ
で
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
道
徳
授
業
と
な
っ
た
。

　

人
生
に
お
け
る
選
択
場
面
は
、
た
く
さ
ん
あ

る
（
大
も
小
も
）。
選
択
の
要
素
は
、複
数
あ
る
。

﹁
人
と
し
て
﹂﹁
義
理
と
人
情
﹂﹁
人
間
関
係
﹂﹁
損

得
勘
定
﹂﹁
き
ま
り
﹂﹁
大
義
﹂
な
ど
。

「
人
生
の
選
択
」
と
い
う
視
点
で
組
み
立
て
る

道
徳
授
業
の
提
案
を
し
た
。

　

手
品
師
の
立
場
だ
っ
た
ら
、「
夢
」「
約
束
」

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
？

　

取
っ
掛
か
り
は
、「
夢
」
が
優
勢
だ
っ
た
。

「
夢
」
派
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　

夢
と
約
束
、
ど
ち
ら
も
か
な
え
ら
れ
る
方
法

を
考
え
れ
ば
よ
い
。

　

か
な
り
盛
り
上
が
っ
た
。

　

夢
派
の
子
が
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
夢
を
優
先
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
男
の

子
に
は
、
手
紙
を
送
る
な
ど
す
れ
ば
、
約
束
を

い
ず
れ
は
守
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
」

　

夢
派
の
子
は
、
夢
を
か
な
え
、
男
の
子
と
の

約
束
も
守
る
方
途
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
意
見
を

出
し
て
い
た
。

　

全
く
同
感
で
あ
る
。
現
実
世
界
で
、
選
択
を

迫
ら
れ
る
機
会
は
山
ほ
ど
あ
る
。
そ
の
際
、「
ど

ち
ら
か
」
で
は
な
く
「
ど
ち
ら
も
」
と
い
う
方

法
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

新学習指導要領対応 はこう指導する！はこう指導する！道徳
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

１	

「
ジ
ャ
ン
ボ 
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ	

	

ノ
ー
ト
」
の
機
動
性

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

の
優
れ
た
点
の
一
つ
と
し
て
「
ど
こ
で
も
持
ち

運
べ
る
」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ど
こ

に
で
も
貼
れ
て
、
ど
こ
で
も
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
優
れ
た
教
育
技
術
で
あ
る
「
向
山
式
板
書

指
導
法
」
が
ど
こ
で
も
追
試
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
ふ
だ
ん
は
黒
板
が
な
い
場
所
で
も
、
子
供

た
ち
が
、
考
え
や
意
見
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

板
書
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

２	

植
物
の
成
長
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る

　

五
年
生
の
理
科
に
「
植
物
の
発
芽
と
成
長
」

と
い
う
単
元
が
あ
る
。
単
元
後
半
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
を
組
み
込
ん
だ
。
次
の
本
が
ヒ
ン

ト
に
な
っ
た
。

『N
ature of Code -Processing

で
は
じ

め
る
自
然
現
象
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン-

』

（
ダ
ニ
エ
ル
・
シ
フ
マ
ン
著　

ボ
ー
ン
デ
ジ

タ
ル
）

　

こ
の
本
は
生
き
物
の
群
れ
や
遺
伝
、
樹
木
の

形
状
な
ど
、
自
然
界
の
ル
ー
ル
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
く

た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の

た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
本
の
考
え

方
は
小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
お
い

て
非
常
に
参
考
に
な
る
。
理
科
で
学
ん
だ
発
芽

や
成
長
の
条
件
と
い
う
「
自
然
界
の
ル
ー
ル
」

説
明 

「
空
気
」
と
「
適
し
た
温
度
」
は
こ

の
画
面
上
に
存
在
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

「
水
」
を
描
き
加
え
ま
す
。

　

そ
う
言
っ
て
ビ
ス

ケ
ッ
ト
に
「
雨
」
の

イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、

眼
鏡
型
の
ツ
ー
ル
で

命
令
を
加
え
て
、
種

に
「
水
」
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

種
が
子
葉
に
変
化

す
る
と
、
子
供
た
ち

は
歓
声
を
あ
げ
て
い

た
。
こ
の
と
き
眼
鏡

型
の
ツ
ー
ル
に
ど
の

よ
う
な
命
令
を
加
え
た
の
か
、
黒
板
に
貼
っ
て

お
い
た
「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ノ
ー
ト
」
に
書
い
て
お
く
。

指
示
1 

こ
の
よ
う
に
種
子
か
ら
発
芽
し
、

成
長
し
て
い
く
様
子
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
で
表
現
し
な
さ
い
。

　

そ
の
後
、
パ
ソ

コ
ン
室
へ
連
れ
て

行
き
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
を
起
動
さ
せ
、

作
業
を
始
め
さ

せ
る
。
私
は
黒
板

に
貼
っ
て
い
た

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ

イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

ノ
ー
ト
」
を
パ
ソ

コ
ン
室
へ
持
っ
て
行
き
、
子
供
た
ち
の
見
え
る

場
所
に
貼
り
付
け
た
。
子
供
た
ち
は
、
も
し
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
や
り
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
も
、

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

を
見
れ
ば
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

４	

命
令
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
有
化

　

子
供
た
ち
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
出
し
て
い
た
。

指
示
2 

う
ま
く
い
っ
た
命
令
が
あ
っ
た
ら

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー

ト
」
に
書
き
込
み
な
さ
い
。

　

新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を

思
い
付
い
た

子
が
、
次
々

と
「
ジ
ャ
ン

ボ 

ホ
ワ
イ

ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
ノ
ー
ト
」

に
眼
鏡
型
の
ツ
ー
ル
を
書
き
込
ん
で
い
く
。

　

あ
る
男
子
は
、「
種
子
に
水
を
あ
げ
る
と
水

が
消
え
て
し
ま
っ
て
、
ほ
か
の
種
子
に
水
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
で
も
、
こ
の
よ
う
に

命
令
し
た
ら
水
は
消
え
ず
に
残
る
」
と
言
い
な

が
ら
命
令
を
描
き
込
ん
で
い
た
。
描
か
れ
た
命

令
を
見
て
、
ほ
か
の
子
も
ま
ね
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
自
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

　

多
く
の
子
が
「
発
芽
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
「
日
光
」
や
「
肥

料
」
も
加
え
た
「
成
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
ま
で
完

成
さ
せ
て
い
た
。「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
の
活
用
が
効
果
的
で
あ
っ
た

と
実
感
し
た
。

を
用
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
、
自
分
が
意
図

し
た
「
で
き
る
だ
け
自
然
界
に
近
い
」
状
況
を

作
り
上
げ
て
い
く
過
程
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

的
思
考
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

３	

ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　

子
供
た
ち
が
操
作
し
や
す
い
ビ
ス
ケ
ッ
ト
 ※

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
使
用
さ
せ
た
。

　

自
分
で
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
眼
鏡
型
の
ツ
ー

ル
で
命
令
を
出
し
て
動
か
し
た
り
、
変
化
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

授
業
の
最
初
は
、
教
室
の
大
型
テ
レ
ビ
で
教

師
が
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
画
面
を
提
示
し
て
、
や
り

方
を
教
え
た
。
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
種
子
の
絵
を
描

い
て
発
問
す
る
。

発
問 

こ
の
種
子
を
発
芽
す
る
よ
う
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
し
ま
す
。
発
芽
の
三
条
件
は
何

で
す
か
。

「
水
」「
空
気
」「
適
し
た
温
度
」
と
子
供
た
ち

は
す
ぐ
に
答
え
た
。
前
の
時
間
ま
で
に
実
験
を

通
し
て
学
習
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
有
化
―「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」を
持
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
室
へ
行
こ
う
！

N
ature of C

ode

（
自
然
現
象
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
表
現
す
る
）
の
考
え
方
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
て
る
。

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術

※	https://w
w
w
.viscuit.com

◆
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
で
本
稿
の
授
業
用
動
画
や

児
童
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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お
日
さ
ま
と
青
空
、
下
に
は
草
原
だ
け
で
も
十

分
に
満
足
で
き
る
。

　

色
彩
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
と
私
の
ダ
イ
ア
リ
ー
を
参
考
に
し
て
ほ
し

い
。

　

子
供
た
ち
は
怪
獣
が
好
き
で
あ
る
。

　

そ
の
憧
れ
を
形
に
し
て
や
る
こ
と
で
、
造
形

力
を
付
け
よ
う
と
し
た
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

　

実
践
に
当
た
っ
て
は
、
怪
獣
の
バ
ラ
バ
ラ
の

部
分
を
組
み
合
わ
せ
る
場
面
を
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
低
学
年
の
場
合

は
、
元
気
の
よ
い
怪
獣
が
で
き
た
ら
、
背
景
は

　

太
郎
君
は
怪
獣
と
お
散
歩
に
行
っ
た
夢
を
見

ま
し
た
。
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
よ
う
に
大
き

く
て
、
怖
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も

優
し
い
怪
獣
で
し
た
。
〇
〇
を
し
た
り
、
〇
〇

を
し
た
り
し
て
本
当
に
楽
し
い
お
散
歩
で
し
た
。

　

参
考
作
品
を

見
せ
な
が
ら
、

右
の
よ
う
な
楽

し
い
お
話
を
聞

か
せ
よ
う
。

　

最
初
に
上
の

よ
う
な
下
塗
り

を
す
る
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も

下
塗
り
で
あ
る
。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

大
筆
で
薄
く
さ
っ
と
塗
る
こ
と
。
決
し
て
濃
く

塗
ら
な
い
こ
と
。

　

次
に
上
の
Ａ
よ
り
や
や
小
さ
め
の
黒
い
画
用

紙
に
白
い
ポ
ス
カ
か
チ
ョ
ー
ク
な
ど
で
怪
獣
の

形
を
描
く
。
描
く
の
は
「
胴
体
」「
頭
部
」「
首
」

「
尾
」「
脚
」
の
順
に
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
尾
を
長

く
す
る
こ
と
と
、
前
脚
を
短
く
、
後
脚
を
長
く

描
く
こ
と
。

　

次
に
右
下
Ｂ
の
よ

う
に
八
つ
の
部
分
に

分
け
て
切
り
取
る
。

　

切
り
取
っ
た
ら
Ｃ

の
よ
う
に
裏
返
し
に

し
て
組
み
立
て
る
。

裏
返
す
こ
と
で
改
め

て
新
し
い
怪
獣

の
形
を
追
求
し

や
す
く
な
る
。

　

Ｃ
で
は
、
新

し
く
首
を
長
く

し
た
り
、
尾
を

長
く
し
な
や
か

に
作
り
直
し
た

り
し
て
い
る
。

　

貼
り
付
け
る

前
に
十
分
に
怪

獣
の
形
を
検
討

さ
せ
る
こ
と
。

　

貼
り
付
け
た

後
に
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
Ｄ
図

の
よ
う
に
、
足

の
爪
、
目
や
口

な
ど
を
描
き
加

え
て
い
く
。

　

高
学
年
は
絵

の
具
で
も
い
い
が
、
低
学
年
は
ポ
ス
カ
や
カ

ラ
ー
ペ
ン
を
使
わ
せ
る
と
よ
い
。

　

人
物
は
、
中
厚
口
の
コ
ピ
ー
用
紙
に
ネ
ー
ム

ペ
ン
で
描
き
、
同
じ
よ
う
に
ポ
ス
カ
や
カ
ラ
ー

ペ
ン
で
着
色
す
る
。
そ
れ
を
切
り
取
っ
て
貼
り

付
け
る
と
ス
ッ
キ
リ
と
出
来
上
が
る
。

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

低
学
年
向
け
の
楽
し
い
シ
ナ
リ
オ
「
怪
獣
と
お
散
歩
」

バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
か
ら
組
み
立
て
る
造
形
の
楽
し
さ
を
体
験
し
よ
う
。

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

水
彩
絵
の
指
導
前
に
必
ず
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
の
が
、
左
の
Ｅ
図
に
示
し
た
「
水

加
減
の
実
習
」
で
あ
る
。

　

赤
い
絵
の
具
を
四
段
階
に
塗
り
分
け
る

だ
け
の
単
純
な
実
習
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

や
っ
て
お
く
と
、
そ
の
後
の
色
彩
指
導
が

実
に
楽
で
あ
る
。

　

一
つ
の
色
は
、
水
加
減
次
第
で
五
つ
に

も
六
つ
に
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

赤
が
で
き
た
ら
、
青
で
、
川
の
水
の
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ

て
み
よ
う
。
絵
の
具

は
水
が
混
じ
る
こ
と

で
初
め
て
色
彩
に
な

る
の
で
あ
る
。

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法
研
究
会

「お花がきれいに咲いている野原」がお散歩の場所である。雲が寂しいので少し
黄色をかけ、下にお花を描き足した。空に少し動きを出すために鳥を加えた。

上はリンゴ畑である。場面が決まれば、自然にテーマも決まる。
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

数
の
量
感
と
操
作
で
、

か
け
算
九
九
を
習
得
で
き
る

機
械
的
な
暗
唱
の
九
九
の
指
導
が
、
算
数
的
活
動
に
変
化
す
る
。

片か
た

山や
ま 

陽よ
う

介す
け

岡
山
県
倉
敷
市
立
中
庄
小
学
校

　

発
案
者
の
向
山
洋
一
氏
は
述
べ
る
。

「
か
け
算
の
意
味
」
を
扱
う
こ
と
は
、

大
切
だ
。
し
か
し
、
詳
し
す
ぎ
る
と

分
か
ら
な
く
な
る
の
だ
。
後
か
ら
、

分
か
っ
て
も
い
い
の
だ
。

　
か
け
算
の
導
入
に
は
、
シ
ン
プ
ル

に
「
か
け
算
の
意
味
」
を
扱
い
た
い
。

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
か
け
算
九
九
計
算
尺　

か
け
算
九
九
の
助
」
の
最
大
の
特
徴

は
、
か
け
算
を
一
目
で
理
解
で
き
る

こ
と
だ
。
か
ぎ
形
の
九
九
尺
を
、
九

九
表
の
上
で
ず
ら
し
な
が
ら
口
唱
す

る
。
数
の
大
き
さ
が
一
目
で
分
か
る

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
九
九
尺
を

動
か
す
指
先
の
操
作
も
加
わ
る
。

①
量
を
目
で
理
解
で
き
る
。

②
九
九
尺
を
操
作
す
る
。

③
九
九
を
唱
え
る
。

と
い
う
三
つ
の
活
動
を
通
し
て
覚
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

知
的
障
害
特
別
支
援
学
級
二
年
生

Ｉ
Ｑ
六
四
の
男
の
子
。
か
け
算
九
九

の
機
械
的
な
暗
唱
で
は
、
数
の
大
き

さ
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

　

授
業
に
「
か
け
算
九
九
の
助
」
を

導
入
し
、
初
め
て
２
×
３
を
理
解
し

た
と
き
、「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

毎
日
、「
か
け
算
九
九
の
助
」
を

楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
だ
。
彼
は
、

か
け
算
九
九
の
テ
ス
ト
で
一
〇
〇
点

を
取
っ
た
。

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

授
業
の
始
ま
り
か
ら
全
員
を
巻
き
込
む
こ
と
が

で
き
る
「
理
科
学
習
ノ
ー
ト
」（
正
進
社
）

余
計
な
説
明
が
な
く
て
も
、
子
供
た
ち
が
集
中
し
て
取
り
組
む
。

理
科
が
大
好
き
に
な
る
教
材
。

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

　

授
業
開
始
直
後
、
教
師
が
次
の
よ

う
に
指
示
す
る
。

「
学
習
ノ
ー
ト
、

◯
ペ
ー
ジ
。
い

つ
も
の
よ
う
に

始
め
な
さ
い
」

　

こ
の
一
言
で
、

教
室
が
シ
ー
ン

と
な
る
。
隣
の

教
室
の
声
が
聞

こ
え
る
ほ
ど
の

静
寂
に
包
ま
れ

る
。
そ
の
理
由

は
、

　

な
ぞ
ら
せ
る
学
習
課
題

で
あ
る
。「
理
科
学
習
ノ
ー
ト
」
の

最
初
は
、
必
ず
「
な
ぞ
り
」
か
ら
始

ま
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
て
い
る
。

　

余
計
な
説
明

は
せ
ず
と
も
、

全
員
が
作
業
に

取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
。
子

供
た
ち
が
集
中

し
て
な
ぞ
っ
て

い
る
間
、
教
師
は
「
丁
寧
だ
ね
」
な

ど
と
褒
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

や
ん
ち
ゃ
君
が
多
い
ク
ラ
ス
で
も
、

全
員
を
授
業
の
始
ま
り
で
巻
き
込
め

る
の
だ
。
授
業
の
始
ま
り
が
安
定
す

る
と
、
そ
の
後
の
実
験
や
観
察
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
。
子
供
た
ち
か
ら

「
こ
の
ノ
ー
ト
の
お
か
げ
で
理
科
が

好
き
に
な
っ
た
！
」
と
い
う
声
が
あ

が
る
ほ
ど
大
人
気
の
教
材
だ
。

　

ラグビーテキストで道徳授業　主体性や責任について学ぶ
これ１冊で道徳授業２回分。
「ラグビーワールドカップ2019™推進教育テキスト」

平
ひら

山
やま

 靖
やすし

千葉県習志野市立向山小学校

　ラグビーのテキストは道徳の授業で活用できる。日本開催のワールドカップまでいよいよ
あと１年となった。日本全国の教室でラグビーのテキストを使っていただきたい。道徳の授
業で使用するために、徳目を意識してテキストが作成されている。

１　ラグビー日本代表チームの決断（勤勉・努力・希望・勇気・強い意志）
２　ラグビーの精神・ノーサイドの精神（友情・役割と責任の自覚・礼儀・寛容謙虚）
３　国歌と外国人選手（愛国心・国際理解）
４　試合に出られなかった影のキャプテン（役割と責任の自覚・感謝）

　特に、今回のテキストから入ったお薦めの内容が「4　試合に出られなかった影のキャプテ
ン」だ。監督から「試合に出られないかもしれない」という言葉があったのにもかかわらず、
廣瀬選手がチームのためにできることをし続けたことに、子供たちも感動していた。

お申込みはNPO TOSSのホームページからできます。
送料は、別途負担していただきますのでご了承ください（着払いで届きます）。

８月号で紹介！
TOSSメモ３冊セット　
900円（税込）
１冊380円のTOSSメモを、３冊セットに
してお得な価格で販売！
パスワード：i5thoo

TOSSオリジナル教材
http://www.tiotoss.jp/ 期間：2018年６月15日～９月14日

TOSSオリジナル教材HPのタイアップ
企画からご注文ください。関連商品のプ
レゼントなど、様々な特典をご用意して
おります。７､ ８､ ９月号でご紹介する
商品は、下記の３か月間ずっとご注文い
ただけます。
早めの準備をしたい方や、忙しくて短い
期間だとつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
「トークライン」誌とともに、“クラス全
員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

７月号で紹介！
TOSSノート　120円（税込）
１回のご注文につき、「ミニ定規」
１本プレゼント。
パスワード：boq6cb

９月号で紹介！
かけ算九九の助　320円（税込）
１回のご注文につき「TOSSかけざ
ん九九表下敷き」１枚プレゼント。
パスワード：5wvsnf

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材HPのタイアップ商品ページに
ある限定コードの枠に半角英数字でご入力ください。
※パスワードには、有効期間がございますのでご
　注意ください。

『教育トークライン』
東京教育技術研究所
タイアップ企画！

&

9月号特別企画！『TOSS特別支援教育』誌タイアップ
下記の商品に特製一筆箋を１冊プレゼント！（2018年8月15日～ 9月14日にお申込みの方）
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説
TOSSランド・TOSS動画ランド・TOSSメディア
を活用した授業実践報告
TOSSランド・TOSS動画ランド・TOSSメディア
を活用した授業実践報告

TOSSランド
タイアップ企画！

「僕は、 明日の列車で、京都着は６時になります。」

　教師が何も指導せずに「作文を書きなさい」だけ言えば、子供はこのような文を書く。
私は、よく子供たちに国語の授業で「文章」を書かせる。「この詩を絵にして、解釈を書き
なさい」「今日の討論で自分が考えたことをノートにまとめなさい」と指示する。「ノート
を持っていらっしゃい」と指示して、ノートを持ってこさせたとき、愕

がく

然
ぜん

とした。

　子供の書く文章は、一文が長すぎる。

　150字を超えているのに、「。」を打たずに、ずらずら続けている子供もいる。一文が長す
ぎるので、結果的に、主語と述語も対応していない。これは駄目だと思った。これでは「正
確に」書かせることなどできない。「正確に」書く力は、やはり自然放置していては絶対に
身に付けさせられないと思った。この状況で「正確に書きなさい」と言っても無意味である。
　それは指導の放棄と一緒だ。ではどうするか？

　向山学級の学級通信「スナイパー」に載っている「文章指導虎の巻」（初級編）を暗唱させた。

　暗唱テストまで行った。子供たちは楽しく取り組んだ。「『正確に書く』ってこういうこ
とだからね。この『文章指導虎の巻』（初級編）を覚えておけば、社会人になって文章を書
くときにも困らないからね。『自分の文章がおかしいな』と思ったら、常に『文章指導虎の
巻』（初級編）を思い出せばいいんだよ」のように、趣意説明をふんだんに入れた。この「文
章指導虎の巻」（初級編）はTOSSメディアに入っているので、誰でも読むことができる。

東京都立八王子東高等学校

鈴
すず

木
き

 良
よし

幸
ゆき

だから、子供が
書く評論文が
めちゃくちゃ
だった！
「正確に書く」の「正確」っ
て何だ？　
答えは「スナイパー」に
ある！

Ａ
Ｓ
Ｄ（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）の

理
解
を
促
す
校
内
研
修

最
も
重
要
な
こ
と
は
自
閉
症
を
理
解
す
る
こ
と
で

傷
つ
き
体
験
を
子
供
に
与
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

「
怒
る
」
で
は
、「
ど
の
よ
う
に
行
動

し
た
ら
よ
い
か
」
を
理
解
さ
せ
ら
れ

な
い
。「
自
尊
感
情
の
み
が
低
下
す

る
」
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
ず
は
「
教
え
る
」
こ
と
。
そ
し

て
、
で
き
た
ら
「
褒
め
る
」
こ
と
が

基
本
で
あ
る
。

３	

こ
だ
わ
り
を
理
解
す
る

　

次
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
「
こ
だ
わ
り
行
動
」
で
あ
る
。

　

一
見
す
る
と
「
こ
だ
わ
り
行
動
」

は
「
わ
が
ま
ま
」
に
見
え
る
。
教
師

が
「
わ
が
ま
ま
」
と
判
断
し
た
場
合
、

必
ず
「
叱
責
」
に
結
び
付
く
。

　

し
か
し
、
自
閉
傾
向
が
あ
る
と
、

ど
う
し
て
も
「
物
」「
行
動
」「
事
象
」

に
対
す
る
「
こ
だ
わ
り
行
動
」
が
発

揮
さ
れ
や
す
い
。「
わ
が
ま
ま
」
で

は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
安
定
感

を
得
て
い
る
」
と
い
う
理
解
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
く
ま
で
基
礎
的
内
容
だ
が
、

ぜ
ひ
シ
ェ
ア
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

変
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
行
動

が
表
出
し
て
し
ま
う
の
か
」
と
い
う

理
解
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
回
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ

ン
と
の
連
動
企
画
と
し
て
、
小
嶋
が

作
成
し
た
Ａ
Ｓ
Ｄ
テ
キ
ス
ト
を
掲
載

す
る
。

　

こ
れ
は
初
任
者
を
想
定
し
て
、
Ａ

Ｓ
Ｄ
の
理
解
と
対
応
の
基
本
を
テ
キ

ス
ト
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

２	

基
本
方
針
は

	

「
教
え
て
↓
褒
め
る
」

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
た
ち
の
最
大
の
特

徴
は
、「
体
験
や
経
験
に
よ
っ
て
学

び
づ
ら
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

定
型
発
達
の
子
供
た
ち
が
「
大
人

を
介
し
て
世
界
を
広
げ
て
い
く
」
の

に
対
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
た
ち
は

「
物
か
ら
物
へ
と
世
界
を
広
げ
て
い

く
」
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
様
々
な
対
人
関
係
ス

キ
ル
や
行
動
ス
キ
ル
が
抜
け
落
ち
て

い
く
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ス
キ
ル
の
欠
如
に
対
し
、「
叱
る
」

　

多
く
の
先
生
方
は
、
こ
の
よ
う
な

子
供
た
ち
に
つ
い
て
、

「
理
解
が
で
き
な
い
」

「
何
で
そ
う
な
る
の
か
が
分
か
ら
な

い
」

と
困
惑
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
た
ち
に
対

す
る
理
解
が
、
ま
だ
ま
だ
で
き
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

勤
務
校
で
は
昨
年
度
か
ら
、
職
員

会
議
の
冒
頭
十
分
間
で
特
別
支
援
教

育
研
修
を
行
っ
て
き
た
。

　

お
よ
そ
八
〇
％
以
上
の
内
容
が

「
Ａ
Ｓ
Ｄ
理
解
」
と
「
Ａ
Ｓ
Ｄ
症
状

へ
の
対
応
」
で
あ
る
。
多
く
の
先
生

方
が
こ
の
研
修
を
通
し
て
、「
叱
る
」

か
ら
「
教
え
褒
め
る
」
へ
と
意
識
を

１	

Ａ
Ｓ
Ｄ
対
応
を
で
き
る
よ
う
に

	

す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

　

様
々
な
学
校
や
保
育
園
に
、
校
内

研
修
や
相
談
へ
と
出
掛
け
る
。

　

課
題
と
な
っ
て
い
る
教
室
や
子
供

を
見
る
と
、
そ
の
「
中
心
」
に
い
る

の
は
「
Ａ
Ｓ
Ｄ
」
の
子
供
た
ち
で
あ

る
。

　

低
学
年
の
子
供
た
ち
の
場
合
、「
多

動
」
な
ど
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・

多
動
症
）
児
た
ち
も
目
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
多
動
に
つ
い
て
は
九
～
十

歳
近
く
に
な
る
と
落
ち
着
き
を
見
せ

る
よ
う
に
な
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
問
題
は
、
高
学
年
で
更

に
大
き
く
な
っ
て
く
る
。

飛翔期 向山洋一 
実物資料集　第14巻

『学級経営編：学級通信
「スナイパー」③　
No.201 ～ 300』
A5判：220ページ
TOSSメディアは貴重な資料の宝
庫です。今や絶版となった『飛翔
期　向山洋一実物資料集』もTOSS
メディアに収録されています！　
第14巻は、学級通信「スナイパー」

の第５巻（No.201～ 250）と第６巻（No.251～ 300）を収録。
向山学級の子供たちの様子、向山洋一氏の保護者の方への対応が
どのようなものであったかが明らかになる、貴重な内容です。

特典閲覧方法　※PC・スマートフォンで
アクセス！（無料）
http://tossmedia.meclib.jp/library/free/book/list
有効期限：～2018年9月14日

期間限定!!
無料で閲覧
できます!

プリントは、デジタル・トー
クラインからダウンロードで
きます。

【主な内容】＜スナイパー第五巻（No.201-250）1978年３月11日～９月12日＞
向山洋一は差別をしているか？／６の１憲法私案／呑狸林雑記／文章指導虎の巻
〈初級編〉……など
＜スナイパー第六巻（No.251-300）1978年９月13日～12月16日＞
六年一組の諸君へ／ひと口でいって、この四日間は……／伊豆高原道中記／「山な
しの評論」修正中のプロットあれこれ……など
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

ノ
ー
ト
に
四
・
六
・
八
を
書

き
な
さ
い
。
ハ
の
部
分
を
赤
鉛

筆
で
な
ぞ
り
ま
し
ょ
う
。

　

色
を
塗
っ
て
確
認
さ
せ
る
。

　

こ
れ
は
、
二
つ
に
分
か
れ
る

と
い
う
意
味
で
す
。
四
も
六
も

八
も
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
ね
。

　

四
は
二
と
二
。
六
は
三
と
三
。
八

は
四
と
四
に
分
か
れ
る
。

　

逆
に
「
半
分
に
分
か
れ
な
い
」

と
い
う
意
味
で
で
き
た
漢
字
は

何
で
し
ょ
う
。

　

七
で
あ
る
。

　

数
の
真
ん
中
と
い
う
意
味
で

で
き
た
漢
字
が
あ
り
ま
す
。
何

で
し
ょ
う
。

　

五
で
あ
る
。
上
の
棒
と
下
の
棒
の

真
ん
中
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

１	

音
読
で
す
ら
す
ら
読
ま
せ
る

①
追
い
読
み
（
教
師
の
あ
と
に
続
い
て
）

②
交
代
読
み
（
教
師
と
子
供
交
代
）

③
交
代
読
み
（
男
女
で
交
代
）

④
上
部
句
点
ま
で
が
教
師
、
下
部
が

子
供
（
そ
の
逆
）

⑤
た
け
の
こ
読
み
（
読
み
た
い
行
だ

け
読
む
。読
む
行
を
増
や
し
て
い
く
）

　

こ
れ
ら
を
テ
ン
ポ
良
く
行
い
、
み

ん
な
が
読
め
る
よ
う
に
す
る
。

２	

漢
数
字
︵
一
～
十
︶
を
教
え
る

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
で
一
か

ら
十
を
教
え
た
後
、
次
の
発
問
を
す

る
。発

問 

一
か
ら
十
ま
で
の
中
に

「
ハ
（
は
）」
の
形
が
付
く
漢

字
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
何
で

し
ょ
う
。

　

子
供
た
ち
は
教
科
書
や
「
あ
か
ね

こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
見
て
調
べ
出
す
。

「
四
」「
六
」「
八
」
に
「
ハ（
は
）」
が

付
い
て
い
る
こ
と
を
見
付
け
て
く
る
。

発問 	一から十までの中に「ハ
（は）」の形がつく漢字が３つあ
ります。何でしょう。

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

SANSU

算数
1年

「どちらがながい」
の指導
具体物を使い、教師がわざと
間違うことで、長さを比べる
ために必要なことを引き出す。

東京書籍・１年上・P.77-78

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

KOKUGO

国語
1年

「かずとかんじ」
初めての漢字指導も
漢字の意味を教える
と覚えやすい！
漢字の成り立ちを通して、知的
で楽しい漢字文化を教える。

光村図書・１年上・p.120

持
ち
上
げ
て
見
せ
る
。
こ
こ
ま
で
来

る
と
児
童
は
、
む
き
に
な
っ
て
比
べ

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
た
く
さ
ん

発
表
す
る
。

児
童
：
端
と
端
を
ぴ
っ
た
り
そ
ろ
え

な
い
と
比
べ
ら
れ
な
い
。

　

前
に
出
て
机
を
使
い
、
端
を
そ
ろ

え
た
正
し
い
比
べ
方
を
発
表
す
る
子

も
出
て
く
る
（
図
Ｃ
）。

教
師
：
今
度
は
、
③
と
④
の
鉛
筆
を

比
べ
よ
う
。
ど
ち
ら
が
長
い
？

児
童
：
ち
ゃ
ん
と
向
き
を
同
じ
に
し

な
い
と
、
比
べ
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
繰
り
返

し
、
以
下
の
よ
う
な
「
長
さ
を
比
べ

る
と
き
に
必
要
な
こ
と
」
を
見
付
け

さ
せ
る
。

　

全
部
見
え
て
い
る
。

　

端
と
端
を
そ
ろ
え
る
。

　

向
き
も
同
じ
に
す
る
。

　

具
体
物
で
長
さ
の
比
べ
方
を
体
験

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
長
さ
を
比
べ

る
た
め
の
視
点
を
意
識
し
て
、
教
科

書
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

授
業
の
導
入
を
、具
体
物
（
鉛
筆
）

を
使
っ
て
行
う
。

授
業
の
流
れ

発
問 

ど
ち
ら
が
長
い
？

　

鉛
筆
の
端
を
隠
し
て
握
り
、
見
え

る
部
分
は
、
①
の
方
が
長
く
見
え
る

よ
う
に
持
つ
（
図
Ａ
）。

教
師
：
ど
ち
ら
が
長
い
？

児
童
：
①
の
方
が
長
い
。

教
師
：
残
念
。

　

握
っ
て
い
た
手
を
広
げ
て
見
せ
る
。

見
る
か
ら
に
、
②
の
方
が
長
い
。

児
童
：
ず
る
い
。
鉛
筆
が
全
部
見
え

な
い
と
比
べ
ら
れ
な
い
よ
。

　

教
師
は
、「
そ
う
な
ん
だ
」
と
驚

い
て
、
黒
板
に
「
く
ら
べ
か
た　

ぜ

ん
ぶ
み
え
な
い
と
く
ら
べ
ら
れ
な

い
」
と
書
く
。

教
師
：
全
部
見
え
れ
ば
い
い
ね
。
え

え
と
、
や
っ
ぱ
り
①
が
長
い
の

じ
ゃ
な
い
？
︵
図
Ｂ
︶

　

図
の
よ
う
に
、
①
の
鉛
筆
を
上
に

発問１	①と②どちらが長い？（鉛筆の下

を隠す）「①の方が長い！」
教師：残念！（握っていた手を開く）

	「ずるい！　鉛筆が全部見えないと駄
目。端と端をそろえないとだめ。比べ
られない」

発問２	③と④どちらが長い？（２本の向

きが違う）「向きを同じにしないと駄目」
A B

C
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富山県富山市立大久保小学校

塩
しお

苅
かり

 有
ゆ

紀
き

SANSU

算数
2年

三角形と四角形
定義は「往復で聞く」プラス

「揺さぶりをかける」。

東京書籍・２年上・p.101

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

発
問
１	

三
角
形
や
四
角
形
を
見
付

け
ま
し
ょ
う
。

指
示
１	

ノ
ー
ト
に
記
号
を
書
き
な

さ
い
。

指
示
２	

答
え
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

︵
板
書
︶

発
問
２	

こ
れ
で
い
い
で
す
よ
ね
。

児
童
：
え
～
！　

違
う
！

指
示
３	

ど
こ
が
ど
う
し
て
違
う
の

か
、
隣
の
人
に
説
明
し
て
ご
ら
ん
。

　

ペ
ア
で
話
し
合
わ
せ
た
後
、
全
体

で
確
認
を
す
る
。「
㋑
は
三
角
形
じ
ゃ

な
く
て
、
四
本
直
線
が
あ
る
か
ら
四

角
形
で
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
理
由

も
言
わ
せ
る
。「
じ
ゃ
あ
㋒
は
、
四

本
直
線
が
あ
る
か
ら
四
角
形
で
い
い

で
す
よ
ね
」
と
、
更
に
揺
さ
ぶ
る
。

「
で
も
、
く
っ
つ
い
て
い
な
い
か
ら

四
角
形
じ
ゃ
な
い
」「
直
線
が
く
っ

つ
い
て
い
な
い
と
＂囲
ま
れ
た
形
＂

じ
ゃ
な
い
か
ら
駄
目
」
と
い
う
よ
う

に
、
定
義
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
言
え

る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
れ
が
、
図
形

を
か
く
と
き
に
も
生
き
て
く
る
。

　

前
時
に
は
、「
三
本
の
直
線
で
囲

ま
れ
た
形
を
三
角
形
と
い
い
ま
す
」

「
四
本
の
直
線
で
囲
ま
れ
た
形
を
四

角
形
と
い
い
ま
す
」
と
い
う
定
義
を

学
習
し
て
い
る
。

　

本
時
の
導
入
で
も
「
三
本
の
直
線

で
囲
ま
れ
た
形
を
何
と
い
い
ま
す

か
」「
四
本
の
直
線
で
囲
ま
れ
た
形

を
何
と
い
い
ま
す
か
」
と
問
題
を
出

す
と
よ
い
。「
三
角
形
と
は
何
で
す

か
」「
四
角
形
と
は
何
で
す
か
」
と

逆
か
ら
問
う
こ
と
も
大
切
だ
。

「
定
義
は
往
復
で
聞
く
」。

　

こ
れ
が
、「
向
山
型
算
数
の
定

石
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
も
不

十
分
だ
。

「
Ａ
に
似
た
状
態
な
ら
Ｂ
で
あ

る
か
」
と
、「
ゆ
さ
ぶ
り
」
を
か

け
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
の
だ
。

（『
向
山
型
算
数
教
え
方
教
室
69
』

論
文
審
査　

向
山
洋
一
氏

　

明
治
図
書
）

発問１	三角形や四角形を見付けましょう。

指示１	ノートに記号を書きなさい。

指示２	答え合わせをします。

　　三角形……㋐　㋑　㋓　㋕　㋗

　　四角形……㋒　㋔　㋖

発問２	これでいいですよね。
兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

KOKUGO

国語
2年

スピーチの単元
「たからものをしょ
うかいしよう」
教師がお手本を見せ、合格の
観点を３つ示す。

東京書籍・2年上・p.106-111

　

教
師
は
全
て
聞
か
な
く
て
よ
い
。

最
初
の
一
、
二
文
で
判
断
す
る
。
合

格
で
な
け
れ
ば
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

練
習
さ
せ
る
。
合
格
者
は
「
ミ
ニ
先

生
」
に
な
る
。

③　

数
人
で
練
習

　

合
格
し
た
者
同
士
や
、
班
で
練
習

す
る
。
数
人
を
「
見
る
」
こ
と
を
意

識
さ
せ
る
。

④　

ク
ラ
ス
全
体
で
ス
ピ
ー
チ

　

採
点
は
全
員
が
付
け
る
。

﹁
目
線
﹂
聞
い
て
い
る
人
を
見
て
い

る
か
。﹁
は
っ
き
り
﹂
聞
き
取
り
や

す
い
か
。﹁
は
や
さ
﹂
早
口
で
な
い

か
。
プ
ラ
ス
一
点
は
笑
顔
で
あ
っ
た

り
、
内
容
が
良
か
っ
た
り
す
れ
ば
付

け
、
一
〇
点
満
点
に
す
る
。

　

聞
く
方
へ
は
「
話
し
て
い
る
人
を

『
見
て
』『
想
像
し
な
が
ら
』
聞
き
ま

し
ょ
う
」
と
伝
え
る
。
し
か
し
、
ス

ピ
ー
チ
が
良
け
れ
ば
、
聞
き
な
さ
い

と
言
わ
な
く
て
も
聞
く
。
何
度
も
練

習
し
て
い
る
の
で
、
子
供
た
ち
は
自

信
満
々
だ
。
五
人
ず
つ
前
に
来
さ
せ

て
ス
ピ
ー
チ
さ
せ
る
。

①　

一
人
で
練
習

　

ス
ピ
ー
チ
の
「
速
さ
」
や
「
間
」

は
説
明
し
て
も
分
か
ら
な
い
。
そ
の

た
め
、
最
初
に
教
師
が
お
手
本
を
示

す
。
そ
し
て
、
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示 

一
回
練
習
し
た
ら
座
り

ま
し
ょ
う
。
全
員
起
立
。

　

そ
れ
で
も
速
か
っ
た
り
、
小
さ
な

声
だ
っ
た
り
す
る
。

「
そ
の
声
で
は
三
点
で
す
。
合
格
す

る
声
で
練
習
し
ま
し
ょ
う
」

　

こ
の
よ
う
に
し
て
練
習
し
た
後
、

二
人
組
で
練
習
す
る
。

②　

二
人
組
で
練
習

　

隣
同
士
で
二
人
組
に
な
り
、
練
習

す
る
。

　

紙
を
見
な
い
で
、
は
っ
き
り
、

ゆ
っ
く
り
ス
ピ
ー
チ
で
き
て
い

た
ら
「
合
格
」
と
言
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
合
格
し
た
ら
、
先

生
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。

説明１	聞いている人を「見て」
「はっきり」「ゆっくり」スピー
チします。

説明２	話している人を「見て」「想
像しながら」聞きましょう。

※	図版は教科書をもとにかき起こしました。
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KOKUGO

国語
3年

SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

東京書籍・３年上・p.72-75

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

「インタビューをし
てメモを取ろう」

「話のまとまりに気を付けて
聞く」大事なことを落とさず
に聞き取り、きちんとメモに
書くためにすること。

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
順
序
良
く
書
く

の
だ
。

　

子
供
た
ち
か
ら
は
、
何
に
つ
い
て

の
メ
モ
な
の
か
「
タ
イ
ト
ル
（
聞
き

た
い
こ
と
）」
が
あ
る
こ
と
、
短
い

言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
箇
条

書
き
で
分
か
り
や
す
い
こ
と
、
数
が

書
か
れ
て
い
て
具
体
的
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
意
見
が
出
て
き
た
ら
い
い
。

　

子
供
が
意
見
を
出
し
た
後
で
、「
大

事
な
こ
と
を
メ
モ
に
書
き
な
が
ら
話

を
聞
く
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
子
供

た
ち
と
確
認
す
る
。

①
タ
イ
ト
ル
︵
聞
き
た
い
こ
と
︶
を

書
き
、
そ
れ
に
つ
い
て
し
っ
か
り

聞
く
。

②
大
事
な
こ
と
を
聞
き
逃
さ
ず
、
メ

モ
は
短
い
言
葉
で
書
く
。

③
事
柄
ご
と
に
番
号
を
付
け
、
メ
モ

に
書
く
。

④
数
は
正
確
に
聞
き
、
正
確
に
書
く
。

　

写
真
左
の
メ
モ
の
電
話
の
内
容
を
、

子
供
た
ち
に
実
際
に
メ
モ
さ
せ
て
み

る
。
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て

き
ち
ん
と
書
か
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
上
の
写
真
の
右
と
左
の
メ

モ
を
比
べ
、
気
付
い
た
こ
と
を
言
い

合
う
。
左
は
、
我
が
子
が
四
年
生
の

と
き
に
、
か
か
っ
て
き
た
電
話
を
聞

い
て
書
い
た
実
際
の
メ
モ
だ
。

　

左
の
メ
モ
を
見
て
一
番
に
、「『
お

か
あ
プ
ー
ン
』
っ
て
何
で
す
か
？
」

と
質
問
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
ピ
ー

テ
ィ
ー
シ
ー
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ｃ
っ
て
書
け

ば
簡
単
で
す
」「
十
月
十
八
日
は

10
／
18
と
書
け
ば
い
い
で
す
」「
た

い
い
く
か
ん
も
漢
字
で
書
け
ば
い
い

で
す
」「
そ
れ
よ
り
、体
だ
け
書
い
て
、

後
で
、
書
き
直
せ
ば
い
い
で
す
」
と

口
々
に
言
い
合
う
。

　

我
が
子
は
、
最
後
は
メ
モ
が
追
い

付
か
ず
、「
お
母
さ
ん
に
十
時
三
十

分
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
と
伝
え
て

ね
」
が
「
お
か
あ
プ
ー
ン
」
に
な
っ

た
の
だ
。
話
さ
れ
た
言
葉
は
消
え
て

い
く
。
だ
か
ら
、
大
事
な
こ
と
を
メ

モ
す
る
の
は
、
大
変
だ
。

　

右
側
の
写
真
の
メ
モ
の
よ
う
に

「
事
柄
ご
と
に
番
号
を
付
け
」、
大
事

な
こ
と
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

指示 	メモを比べます。
	 気付いたことを伝え合いましょう。

「かけ算の筆算」
の導入
お金の挿絵を扱い、先に答え
を確定させる。
計算の手順を教えるときも、
お金を想起させる。

東京書籍・３年上・p.95-96

群馬県太田市立韮川小学校

瀧
たき

澤
ざわ

 美
み

香
か

　

計
算
の
仕
方
を
考
え
る
場
面
で
は
、

次
の
よ
う
に
指
導
す
る
。

教
師
：
10
円
玉
の
絵
が
あ
り
ま
す
。

20
円
を
丸
で
囲
み
な
さ
い
。
20
円

は
10
円
玉
が
何
枚
で
す
か
。

児
童
：
２
枚
。︵
２
と
書
く
︶

教
師
：
２
枚
が
何
セ
ッ
ト
で
す
か
。

児
童
：
３
セ
ッ
ト
。

教
師
：
式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

児
童
：
２
×
３
︵
×
３
と
書
く
︶

教
師
：
10
円
玉
は
全
部
で
何
枚
で
す
か
。

児
童
：
６
枚
。

教
師
：
10
円
玉
が
６
枚
で
幾
ら
で
す
か
。

児
童
：
60
円
。

　

同
じ
手
順
で
ノ
ー
ト
に
も
書
か
せ
、

「
２
×
３
＝
６
」
を
書
い
た
後
に
次

の
よ
う
に
聞
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

教
師
：
こ
の
６
は
、
何
が
６
な
の
で

す
か
。

児
童
：
10
円
玉
が
６
枚
。

教
師
：
だ
か
ら
、
答
え
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

児
童
：
60
円
。

　

こ
う
す
れ
ば
１
2
の
練
習
問
題

も
、
同
様
に
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

授
業
の
導
入
で
、
教
科
書
に
描
か

れ
て
い
る
挿
絵
を
扱
う
。

　

お
菓
子
を
、
何
個
か
買
い
ま
す
。

教
師
：
あ
め
を
１
個
買
っ
た
ら
幾
ら

で
す
か
。

児
童
：
20
円
。

教
師
：
２
個
買
っ
た
ら
幾
ら
で
す
か
。

お
隣
さ
ん
に
言
い
な
さ
い
。

　

同
様
に
５
個
ぐ
ら
い
ま
で
確
認
す

る
。
そ
の
上
で
、
₁
の
問
題
に
入
る
。

₁
１
こ
20
円
の
あ
め
を
、
３
こ

買
い
ま
す
。
代
金
は
幾
ら
で
す
か
。

教
師
：
３
個
買
っ
た
ら
幾
ら
で
し
た

か
。

児
童
：
60
円
。

　

挿
絵
で
扱
っ
て
い
る
た
め
、
児
童

は
す
ぐ
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
先
に
答
え
を
確
定
さ
せ

る
こ
と
で
、
児
童
は
安
心
し
て
立
式

し
た
り
、
問
題
に
取
り
組
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

発問 	２×３＝６
	 ↑この６は、何が６なのですか。
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SANSU

算数
4年 KOKUGO

国語
4年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

指示 	お話の途中で出てきた言葉
があれば、指で押さえていきな
さい。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

漢字の広場
できる限り、既習の内容を全
体に徹底させてから書き始め
させる。

光村図書・４年上・p.120

指示 	お話の途中で出てきた言葉	お話の途中で出てきた言葉
があれば、指で押さえていきな
さい。

指
示
3 

「
お
む
す
び
こ
ろ
り

ん
」
の
お
話
を
聞
き
ま
し
ょ

う
。
お
話
の
途
中
で
出
て
き

た
言
葉
が
あ
れ
ば
、
指
で
押

さ
え
て
い
き
な
さ
い
。

３	

一
文
だ
け
評
定
す
る

指
示
4 

「
追
う
」
を
使
っ
て
、

お
話
の
続
き
を
一
文
で
言
い

な
さ
い
。

指
示
5 

今
の
一
文
を
ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
。

指
示
6 

黒
板
に
書
き
な
さ
い
。

　

評
定
の
基
準
は
「
漢
字
や
送
り
仮

名
が
正
し
く
書
け
て
い
る
か
」「
句

読
点
の
使
い
方
が
正
し
い
か
」「
日

本
語
と
し
て
お
か
し
く
な
い
か
」。

こ
れ
ら
三
つ
の
基
準
を
満
た
し
て
い

た
ら
A
で
あ
る
。

　

数
回
の
音
読
や
あ
ら
す
じ
の
確
認

で
土
台
が
で
き
て
い
る
か
ら
、
続
き

は
各
自
で
で
き
る
の
で
あ
る
。

１	

音
読
を
す
る

「
漢
字
の
広
場
」
に
は
言
葉
が
散
ら

ば
っ
て
い
る
。
前
学
年
の
漢
字
で
は

あ
る
が
、
ど
こ
に
何
が
書
い
て
あ
る

か
を
確
認
す
る
た
め
に
何
度
か
音
読

を
す
る
。

指
示
1 

先
生
が
読
み
ま
す
。
言

葉
を
指
で
押
さ
え
て
い
き
な

さ
い
。

指
示
2 

指
で
押
さ
え
な
が
ら
、

先
生
の
あ
と
に
付
い
て
読
み

ま
し
ょ
う
。

２	

昔
話
を
確
認
す
る

　

意
外
に
昔
話
「
お
む
す
び
こ
ろ
り

ん
」
を
知
ら
な
い
子
供
が
い
る
。

知
っ
て
い
る
子
供
に
あ
ら
す
じ
を
話

さ
せ
る
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し

て
も
よ
い
。
あ
ら
す
じ
の
確
認
が
、

後
で
書
い
て
い
く
例
文
と
な
る
。
お

手
本
と
な
る
。

指示 	お話の途中で出てきた言葉
があれば、指で押さえていきな
さい。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

算数にプログラミ
ング的思考を取り
入れる

「整理のしかた」でプログラ
ミングの考え方の一つである

「決定木」を教える。

教育出版・４年上・p.120

一
つ
で
あ
る
「
決
定
木
（D

ecision 
tree

）」
を
教
え
る
こ
と
で
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
養
っ
て
い
く
。

説
明 

決
定
木
と
は
、
質
問
と

矢
印
で
幾
つ
か
の
場
合
に
分

け
て
い
く
図
の
こ
と
で
す
。

様
々
な
こ
と
を
分
類
す
る
と

き
に
使
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
 ※
を
出
さ
せ
、

そ
れ
に
沿
っ
て
決
定
木
を
作
成
さ
せ

る
。
四
つ
の
場
合
を
書
か
せ
た
後
に
、

次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示 

教
科
書
の
図
を
見
な
が

ら
、
正
の
字
を
使
っ
て
数
え

な
さ
い
。

　

決
定
木
を
使
う
こ
と
で
、
場
合
分

け
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
理
解
で
き
る
。

教
室
を
一
つ
一
つ
見
な
が
ら
、
決
定

木
に
沿
っ
て
分
類
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
後
は
数
値
を
教
科
書

の
表
に
書
き
込
ま
せ
て
い
く
。
次
の

ペ
ー
ジ
の
練
習
問
題
も
同
じ
よ
う
に

決
定
木
で
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

教
室
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
図

を
場
合
分
け
し
、
数
値
化
し
て
二
次

元
表
に
整
理
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

難
し
い
の
は
2
で
あ
る
。

　

教
室
の
様
子
は
、
ど
の
よ
う
な

場
合
に
分
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
。（
教
科
書
で
は「
ど
ん
な
場
合
」）

　

こ
の
問
題
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
と
関
連
さ
せ
る
。
こ
こ
で
は
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
本
的
な
考
え
方
の

発問 	教室の様子は、どのような
場合に分けられるでしょうか。

イラスト：ナカジマ	ヤヨイ

■授業コンテンツをデジタル・トークラインに掲載。

※	

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
か
ら

	

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
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東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

SANSU

算数
5年 KOKUGO

国語
5年

公倍数・最小公倍数
は体を使って理解
させる
番号カードを使ってアクティ
ブに授業する。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

次
に
３
の
倍
数
の
子
は
立
ち

ま
す
。

　

３
の
倍
数
の
数
字
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
子
が
立
ち
上
が
る
。

　

今
、
二
度
立
っ
た
子
の
数
は

幾
つ
で
し
た
か
。

と
ほ
か
の
子
に
問
う
。

　

６
の
倍
数
の
子
が
二
度
立
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　

今
二
度
立
っ
た
子
の
番
号
、

６
、
12
、
18
⋮
⋮
を
２
と
３
の

公
倍
数
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
一
番
小
さ
な
数

（
６
）
を
最
小
公
倍
数
と
言
い
ま

す
。

　

こ
の
後
、
別
の
数
で
行
い
、「
誰

が
○
と
△
の
公
倍
数
で
す
か
。
誰
が

最
小
公
倍
数
で
す
か
」
と
問
う
こ
と

で
理
解
さ
せ
る
。

　

約
数
で
も
追
試
可
能
で
あ
る
。

　

私
が
新
採
二
年
目
に
行
っ
た
実
践

を
紹
介
す
る
。
倍
数
の
学
習
を
終
え

た
後
の
公
倍
数
の
指
導
場
面
だ
。

　

三
十
人
学
級
で
あ
れ
ば
、
全
員
に

１
～
30
ま
で
の
数
字
カ
ー
ド
を
持
た

せ
る
。
画
用
紙
を
半
分
に
切
り
、
マ

ジ
ッ
ク
で
大
き
く
数
字
を
書
い
た

カ
ー
ド
で
あ
る
（
数
字
は
両
面
に
書

く
）。

　

今
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
数
を
言

い
ま
す
の
で
、
自
分
の
番
号
が

そ
の
数
の
倍
数
だ
っ
た
ら
、
カ
ー

ド
を
み
ん
な
に
見
せ
な
が
ら
立

ち
上
が
り
ま
す
。
立
た
な
い
人

も
よ
く
見
て
い
な
さ
い
。

と
説
明
す
る
。

　

２
の
倍
数
の
子
は
立
ち
ま
す
。

　

２
の
倍
数
の
数
字
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
子
が
立
ち
上
が
る
。

　

座
り
ま
す
。

指示 	今からいろいろな数を言い
ますので、自分の番号がその数
の倍数だったら、カードをみん
なに見せながら立ち上がります。
立たない人もよく見ていなさい。

石川県かほく市立宇ノ気小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

表現の工夫を考え
させる

「からたちの花」には、表現の
工夫がたくさん盛り込まれてい
る。表現の工夫を見付けさせ、
これまで見えていなかったこと
を見えるようにする。

光村図書・５年・p.94-95

音
・
七
音
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

④
全
て
の
連
の
二
文
目
が
、
三

音
・
三
音
・
七
音
で
あ
る
。

⑤
「
白
い
白
い
」
や
「
青
い
青
い
」

の
よ
う
に
、
繰
り
返
し
出
て

く
る
言
葉
が
あ
る
。

⑥
色
を
表
す
言
葉
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
更
に
突
っ
込
ん
で
、
次
の

発
問
を
す
る
。

　

あ
な
た
は
、
ど
の
工
夫
に
、

よ
り
引
か
れ
ま
す
か
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
焦
点
化
さ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
れ
が
正
解
で
ど

れ
が
間
違
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

次
の
発
問
も
発
展
課
題
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
詩
に
お
い
て
、
最
も
良

い
イ
メ
ー
ジ
は
何
色
で
す
か
。

　

追
い
読
み
、
一
文
交
代
読
み
な
ど

を
通
し
て
、
既
に
何
度
か
音
読
を
さ

せ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
話
を

進
め
る
。

　

ま
ず
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

こ
の
詩
の
表
現
の
工
夫
は
何

で
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
箇
条
書
き
で
工
夫
を
書

か
せ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、「
工
夫
を

一
つ
書
け
た
ら
、
教
師
の
所
に
ノ
ー

ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ

る
。

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
た
ら
、
そ
の

意
見
を
全
て
褒
め
る
。「
よ
く
考
え

ま
し
た
ね
！
」「
な
る
ほ
ど
！
」
と

い
う
よ
う
に
、
で
あ
る
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
る
と
考
え
ら

れ
る
。

①
最
後
に
「
よ
」
が
付
い
て
い
る
。

②
全
て
の
連
の
最
初
が
「
か
ら

た
ち
の
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。

③
全
て
の
連
の
一
文
目
が
、
五

発問１	この詩の表現の工夫は何
ですか。

発問２	あなたは、どの工夫に、
より引かれますか。

東京書籍・５年上・p.81-85
「倍数と公倍数」

イラスト：ナカジマ	ヤヨイ
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TOSS　SANJO

齋
さい

藤
とう

 一
いち

子
こ

KOKUGO

国語
6年

「漢文を読んでみよう」
教科書を通読した後に
もう一歩授業する

「素読」「暗唱」で、言葉のリズ
ムを体感させる。発展教材で和
漢の文化のつながりを知らせる。

SANSU

算数
6年

東京書籍・6年・p.96-99

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

最
初
に
合
格
し
た
四
名
程
度
を
試

験
官
と
し
、「
ま
だ
受
け
て
い
な
い

人
は
、
テ
ス
ト
を
受
け
に
行
き
な
さ

い
」
と
促
す
。
暗
唱
シ
ス
テ
ム
だ
。

３	

漢
文
を
読
む　
　
　
　

　

元
々
の
漢
詩
を

提
示
し
、
読
ま
せ

る
。
一
行
目
「
不
」

が
入
り
、
二
行
目

は
「
聞
」
の
位
置

が
変
わ
る
が
、
す

ら
す
ら
言
え
る
。

　

発
展
し
て
、「
春

望
」
の
素
読
・
暗

唱
に
挑
戦
さ
せ
た

い
。「
俳
句
の
前
書

き
に
引
用
し
た
有

名
な
俳
人
が
い
ま
す
。誰
で
し
ょ
う
」

と
問
う
。
松
尾
芭
蕉
で
あ
る
。「
夏

草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」
の
前
書
き

に
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
。
城
春
に

し
て
草
青
み
た
り
と
、」
と
あ
る
。

和
漢
の
つ
な
が
り
を
知
ら
せ
る
一
例

と
な
る
。

１	

○
十
個
シ
ス
テ
ム
で
素
読

　

指
示
１
～
指
示
３ 

は
、
四
月

か
ら
何
度
も
や
っ
て
き
た
こ
と
だ
。

短
い
漢
詩
な
の
で
、
○
を
十
個
か
か

せ
、
追
い
読
み
を
一
回
や
っ
た
ら
、

残
り
九
回
は
自
分
で
読
ま
せ
る
。
日

本
人
が
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
「
素

読
」
で
あ
る
。

　

漢
文
を
日
本
語
と
し
て
書
き
下
し

た
先
人
の
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
覚
え
る
。

２	

暗
唱
す
る

　

漢
詩
の
一
部
を
消
し
て
暗
唱
し
て

い
く
。
通
常
、
板
書
の
下
部
を
ど
ん

ど
ん
消
し
て
い
く
が
、
今
回
は
漢
字

を
残
し
て
消
す
。

最
後
は
全
て
消
し

て
も
言
え
る
よ
う

に
す
る
。

　

暗
唱
テ
ス
ト
も

行
う
。

「
先
生
の
所
に
来
て
、
暗
唱
テ
ス
ト

を
受
け
な
さ
い
」
と
言
い
、
テ
ス
ト

す
る
。
合
否
は
厳
し
く
判
定
す
る
。

指示１	ついて読みます。

指示２	題名の横に○を10個かき
なさい。

指示３	１つ赤で塗ります。自分
で読みます。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

拡大図・縮図　時間
差を埋めるポイント

「数と言葉」が重要。
難所こそ、教師の指導法が
試されるのである。

　

二
つ
目
が
、
コ
ン
パ
ス
で
あ
る
。

　

コ
ン
パ
ス
を
持
っ
て
来
る
よ
う
に

子
供
に
指
示
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
数
名
の
コ
ン
パ
ス
は

使
え
な
い
。
な
ぜ
か
？　

ね
じ
が
緩

い
の
で
あ
る
。
コ
ン
パ
ス
で
円
を
か

こ
う
と
す
る
と
、
ず
る
っ
と
ね
じ
れ

て
し
ま
う
。
ど
う
す
る
か
？

　

教
師
の
コ
ン
パ
ス
を
貸
す
の

で
あ
る
。

　

私
は
教
室
に
五
つ
以
上
の
コ
ン
パ

ス
を
用
意
し
て
い
る
。

　

時
に
隣
の
ク
ラ
ス
の
子
供
も
借
り

に
来
る
。

　

三
つ
目
に
、
四
角
形
の
拡
大
図
・

縮
図
も
難
所
で
あ
る
。
三
角
形
を
二

回
書
く
。

「
一
つ
目
の
三
角
形
が
か
け
た
ら

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
細
分
化

し
て
丸
を
付
け
る
。

　

難
所
こ
そ
教
師
の
指
導
法
の
工
夫

が
必
要
だ
。

「
拡
大
と
縮
小
」

　

難
所
は
、
作
図
で
あ
る
。

　

な
ぜ
難
所
か
。

　

理
由
は
三
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
が
、
時
間
差
で
あ
る
。
早

く
作
図
で
き
る
子
と
、
な
か
な
か
作

図
で
き
な
い
子
が
い
る
。

　

そ
の
時
間
差
を
ど
う
埋
め
る
か
。

　

説
明
さ
せ
る
。

　

作
図
が
完
成
し
た
子
に
指
示
す
る
。

「
ど
の
よ
う
に
し
て
か
き
ま
し
た
か
。

数
と
言
葉
で
説
明
し
な
さ
い
」

　

こ
の
「
数
と
言
葉
」
が
大
事
で
あ

る
。
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で

は
、「
数
と
言
葉
」「
式
と
言
葉
」「
表

の
中
の
言
葉
」
な
ど
と
、
ど
の
よ
う

に
し
て
説
明
す
る
の
か
、
指
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
指
定
さ
れ
た
条
件
に

沿
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

　

日
頃
の
授
業
か
ら
、「
説
明
し
な

さ
い
」
と
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、

条
件
を
示
し
た
説
明
を
書
か
せ
る
と

よ
い
。

発問 	どのようにして書きましたか。
	 数と言葉で説明しなさい。

　

春
し
ゅ
ん

暁
ぎ
ょ
う　

　

		

孟も
う

浩こ
う

然ね
ん

春
眠　

暁
あ
か
つ
き

を
覚
え
ず

処し
ょ

処し
ょ　

啼て
い

鳥
ち
ょ
う

を
聞
く

夜や

来ら
い

風
雨
の
声

花
落お

つ
る
こ
と　

知
る
多
少

啓林館・6年・p.100-111
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基礎
・基本

理科理科

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

４	

懐
中
電
灯
で
太
陽
を
再
現

「
実
験
を
し
た
結
果
ど
お
り
に
影
を

動
か
す
た
め
に
は
、
太
陽
が
ど
の
よ

う
に
動
い
て
い
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
？
」

　

班
に
一
つ
懐
中
電
灯
を
配
付
す
る
。

　

調
べ
た
時
間
ご
と
に
影
が
重
な
る

よ
う
、
懐
中
電
灯
を
動
か
す
。
そ
の

と
き
の
太
陽
の
方
角
を
確
認
さ
せ
て

い
く
。

「
日
の
出
と
日
の
入
り
の
方
角
は
ど

う
な
る
か
？　

班
で
予
想
し
て
、
一

日
の
太
陽
の
動
き
を
再
現
し
ま
す
」

　

太
陽
は
東
側
か
ら
昇
っ
て
、
南
を

通
っ
て
、
西
側
に
沈
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
す
る
。

に
東
西
、
短

い
方
に
南
北

を
書
き
込
む
。

一
日
中
、
日

が
当
た
る
人

通
り
の
少
な

い
場
所
で
、
方
位
磁
針
を
使
い
、
模

造
紙
の
東
西
南
北
と
方
位
を
合
わ
せ

て
セ
ッ
ト
す
る
。
午
前
十
時
と
正
午

と
午
後
二
時
に
測
り
に
行
く
。
記
録

は
影
を
な
ぞ
り
、
そ
の
と
き
の
太
陽

は
遮
光
板
を
使
っ
て
探
し
、
方
向
を

矢
印
で
か
き
込
む
。

ま
と
め
：
影
は
一
日
か
け
て
西

側
か
ら
東
側
に
動
い
て
い
く
。

太
陽
は
い
つ
も
影
の
反
対
側
に

あ
る
。

１	

影
が
動
く

　

影
つ
な
ぎ

を
す
る
。

　

前
の
人
の

頭
の
先
の
影

を
踏
む
よ
う

に
し
て
並
べ

た
ら
、「
影

の
頭
の
先
を

踏
み
続
け
な
さ
い
。
影
が
動
い
た
ら

追
い
掛
け
ま
す
」
と
指
示
。
五
分
ほ

ど
で
影
が
動
く
こ
と
が
体
感
で
き
る
。

２	

太
陽
が
動
く

「
な
ぜ
、
影
は
動
く
の
か
」

　

太
陽
が
動
く
か
ら
と
答
え
る
子
が

多
い
が
、
実
際
に
動
い
て
い
る
様
子

を
見
た
こ
と
が
あ
る
児
童
は
少
な
い
。

そ
こ
で
、
日
な
た
と
影
の
境
に
立
っ

て
、
遮
光
版
を
使
っ
て
太
陽
を
見
る
。

し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
、
隠
れ
て
い

た
太
陽
が
動
い
て
い
く
様
子
を
観
察

で
き
る
。

３	

太
陽
と
影
の
一
日
の
動
き
調
べ

準
備
物
：
水
を
入
れ
た
五
百
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

模
造
紙
の
半
分
の
大
き
さ
の
紙
、

遮
光
板
、
方
位
磁
針　

　

模
造
紙
に
十
字
を
か
き
、
長
い
方

ま
と
め
：
影
は
太
陽
と
反
対
側

に
で
き
る
。
太
陽
は
東
か
ら
南

を
通
っ
て
西
に
沈
ん
で
い
く
。

４	

継
続
し
た
影
の
観
察

「
次
の
晴
れ
の
日
も
、
大
体
同
じ
場

所
に
影
が
で
き
る
の
か
？
」

　

次
の
晴
れ
の
日
、
前
に
記
録
し
た

用
紙
の
ま
ま
外
に
出
る
。
同
じ
時
間

に
記
録
す
る
と
、
影
が
大
体
重
な
る
。

５	

日
時
計

　

継
続
し
た
影
の
観
察
で
更
に
影
と

時
間
を
か
き
込
む
と
、
記
録
用
紙
が

日
時
計
に
な
る
。
方
位
磁
針
で
方
位

を
調
べ
、
鉛
筆
を
中
心
に
立
て
る
と
、

影
で
お
よ
そ
の
時
間
が
分
か
る
。
そ

の
こ
と
を
応
用
し
、
校
内
の
時
間
が

分
か
る
＂影
探
し
＂
を
す
る
。「
運

動
場
の
ポ
ー
ル
の
影
が
理
科
室
に
当

た
っ
て
い
る
と
き
は
○
時
頃
」「
玄

関
の
木
の
影
が
門
の
外
に
出
て
い
る

と
き
は
○
時
」
な
ど
、
調
べ
る
と
面

白
い
。

３	

影
が
動
く
理
由
調
べ

「
影
は
な
ぜ
動
く
の
か
な
？
」

「
太
陽
が
動
い
て
い
る
か
ら
」

「
一
日
で
影
と
太
陽
が
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
る
か
？　

調
べ
ま
す
」

準
備
物
：
記
録
用
紙
（
Ｂ
５
判
）、

粘
土
、
つ
ま
よ
う
じ
、
遮
光
板
、

画
板
（
下
敷
き
で
も
よ
い
）

　

記
録
用
紙

は
東
西
を
長

辺
に
と
る
。

各
自
、
画
板

に
紙
を
貼
っ

て
真
ん
中
に

粘
土
を
付

け
、
つ
ま
よ

う
じ
を
立
て

る
。
午
前
十

時
、
正
午
、

午
後
二
時
に
同
じ
場
所
に
行
き
、
影

に
線
を
引
く
。
そ
の
と
き
の
太
陽
の

向
き
も
矢
印
で
記
録
。
結
果
が
出
た

ら
影
と
太
陽
の
動
き
を
ま
と
め
る
。

１	

影
踏
み
遊
び

　

運
動
場
に
長

方
形
の
枠
を
か

き
、
影
踏
み
遊

び
を
す
る
。

「
影
を
踏
ま
れ

な
い
コ
ツ
は
？
」

•
影
に
入
る
。

•
コ
ー
ト
の
端

に
立
っ
て
影
を
枠
の
外
に
出
す
。

•
太
陽
と
は
反
対
側
に
逃
げ
る
。

２	

影
が
動
く
の
か
調
べ
る

「
影
は
動
く
か
動
か
な
い
の
か
？　

ど
う
す
れ
ば
調
べ
ら
れ
ま
す
か
？
」

　

調
べ
る
方
法
を
班
で
話
し
合
う
。

「
鉄
棒
や
木
の
影
に
線
を
引
い
て
し

ば
ら
く
待
つ
」「
影
の
端
に
立
っ
て

お
い
て
日
な
た
に
な
る
の
を
待
つ
」

な
ど
。
影
に
線
を
引
く
方
法
だ
と
、

五
分
く
ら
い
で
動
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

３年「太陽と地面
のようす」の基礎・
基本
影と太陽が動くことを体験
してから、モデル実験で太
陽の動きを再現する。

大阪府貝塚市立二色小学校

蔭
かげ

西
にし

 孝
たかし

教育出版・３年・p.116-122

３年「太陽と地面
のようす」の主体
的・対話的で深い
学び
遊びから自分なりの実験を
通して、生活に返す日影の
実験。

大阪府貝塚市立二色小学校

蔭
かげ

西
にし

 孝
たかし

教育出版・３年・p.116-122

参
考
文
献
：﹃﹁
理
科
﹂
授
業
の
新
法
則
３
・
４
年
生
編
﹄

︵
企
画
・
総
監
修　

向
山
洋
一　

学
芸
み
ら
い
社
︶
森
泉
氏
論
文

東から

正午

南から

午後２時

午前10時

西から
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基礎
・基本

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

英語英語

り
や
す
い
状
況
を
提
示
す
る
と
よ
い
。

３ 

﹁
発
表
﹂
の
例

　

友
達
と
の
や
り
取
り
で
、
知
り
得

た
情
報
を
全
体
に
発
信
す
る
。
ま
た
、

家
族
の
こ
と
を
紹
介
す
る
の
も
よ
い
。

４ 

発
展

　

文
部
科
学
省
は
、「
三
人
称
単
数

形
の
動
詞
変
化
を
小
学
生
で
扱
う
こ

と
は
負
荷
が
大
き
い
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
無
理
に
扱
う
こ
と
は
な

い
が
、「
発
展
」
と
し
て
扱
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
既
習
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
を
生
か
し
た
活
動
も
期
待
で
き
る
。

１ 

使
用
す
る
語
彙

　

子
供
た
ち
の
興
味
に
合
わ
せ
て
、

様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
語
彙
を
使
用

す
る
と
よ
い
。
ま
た
、
得
意
な
こ
と

は
「fast

」
や
「w

ell

」
な
ど
の
副

詞
を
用
い
る
の
で
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
工
夫
し
て
指
導
し
た
い
。

２ 

﹁
や
り
取
り
﹂
で
使
用
す
る 

 

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

「Can

」
を
用
い
た
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

は
初
出
で
あ
る
。
状
況
設
定
で
は
、

「
烏㋕
㋶
㋜

は
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
烏
は

泳
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
」
な
ど
、
分
か

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
話
す

こ
と
」
に
関
わ
る
英
語
の
目
標
を

﹁
や
り
取
り
﹂
と
﹁
発
表
﹂
の
二
つ

の
領
域
に
分
け
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、「W

e Can ! 1

」Unit5 

［She can run fast. He can jum
p 

high. 

で
き
る
こ
と
］（
小
学
校
五
年

生
）
を
例
に
し
て
、「
や
り
取
り
」

し
た
こ
と
を
生
か
し
て
、「
発
表
」

に
つ
な
げ
る
実
践
を
紹
介
す
る
。

「やり取り」した
ことを「発表」に
生かす
友達や家族のことを紹介し
たり、既習のダイアローグ
を生かしたりすることで、
より発展的なアクティビ
ティが期待できる。

山形県尾花沢市立宮沢小学校

笹
ささ

原
はら

 大
だい

輔
すけ

　Unit5における「やり取り」
したことを「発表」につなげる
実践例

【１】使用する語彙例
⑴ 得意なこと
 run fast, sing well など
⑵ スポーツ 
 play baseball, do Judoなど
⑶ 楽器
 play the guitar など
⑷ 昔の遊び
 do 百人一首, do メンコ など

【２】「やり取り」で使用する
	 ダイアローグ
⑴ A: Can you play (     )?
 B: Yes, I can. / No, I can＇t.
⑵ A: Can you do (    )?
 B: Yes, I can. / No, I can＇t.
 ※間接的に尋ねる場合
 A: Can she/he play (    )?
 B: Yes, she can. / No, she can＇t.

【３】「発表」の例
（友達の紹介）
 A: This is Mr. Daisuke.
 A: He can jump high.
 A: He can play the piano.
 A: But, he can＇t do Kendo.
 A: He can do 百人一首.
 A: Thank you.
(家族の紹介)
 A: She is my mother.
 A: She can cook well.
 A: She can run fast.

【４】発展
 A: This is Mr. Daisuke.
 A: He likes baseball.
 A: He can play baseball.
 A: He has a glove.
 A: He wants a new glove.
 A: Thank you.

践
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

︿
準
備
物
﹀
け
ん
玉

︿
流
れ
﹀

１　

子
供
一
人
に
全
員
で
尋
ね
る
。

２　

尋
ね
ら
れ
た
子
供
は
け
ん

玉
に
挑
戦
す
る
。

３　

成
功
し
た
ら
、「Yes, I can.

」

と
答
え
る
。
失
敗
し
た
ら
、

「N
o, I can

t. 

」

　

全
員
の
前
で
行
う
の
で
、
失
敗
し

て
も
め
げ
な
い
子
供
を
意
図
的
に
指

名
す
る
と
よ
い
。

３	

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　

状
況
を
設
定
し
て
、
会
話
の
や
り

取
り
を
す
る
活
動
が
「
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」
で
あ
り
、
仲
間
の
新
た
な
一

面
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
た

め
に
、
以
下
の
よ
う
な
語
彙
も
取
り

上
げ
る
。

　

Can you play

︵
ス
ポ
ー
ツ
︶?

　

Can you play	the

︵
楽
器
︶?

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
、
さ

ら
に
仲
間
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
。

（
声
色
を
変
え
て
答
え
る
）
と
い
う

と
こ
ろ
は
、
相
手
意
識
を
も
つ
た
め

に
は
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
練

習
し
て
臨
み
た
い
。

　

次
の
よ
う
な
﹁
④
全
員
が
尋
ね
、

子
供
１
人
が
答
え
る
﹂
活
動
は
、
準

備
が
簡
単
で
盛
り
上
が
る
。
ぜ
ひ
実

「W
e Can ! 1

」U
nit5 

［She can 
run fast. H

e can jum
p high. 

で

き
る
こ
と
］（
小
学
校
五
年
生
）
を

「
三
構
成
法
」
で
進
め
る
例
を
紹
介

す
る
。

１	

単
語
練
習

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
「W

e 
Can ! 1

」
の
イ
ラ
ス
ト
を
提
示
し
て
、

「
教
師
に
続
い
て
二
回
リ
ピ
ー
ト
」

「
教
師
に
続
い
て
一
回
リ
ピ
ー
ト
」

「
子
供
だ
け
で
言
う
」
と
進
め
る
。

　

実
態
に
合
わ
せ
て
、
③
の
後
に
、

男
女
別
、
一
人
ず
つ
な
ど
の
変
化
を

付
け
た
練
習
を
取
り
入
れ
た
い
。

２	

状
況
設
定
付
き
、	

	
	

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
口
頭
練
習

　

右
下
の
⑴
の
後
、
ほ
か
の
パ
ペ
ッ

ト
（
ま
た
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に
、「jum

p 
high, ski, sw

im

」
に
つ
い
て
尋
ね

る
。「
状
況
設
定
」
と
「
答
え
方
練
習
」

を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
、
子
供
の
興

味
は
持
続
し
、
よ
り
集
中
し
て
教
師

の
言
葉
を
聴
く
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

ダイアローグ指導
は「三構成法」で
組み立てる
ターゲットダイアローグを
習熟させる方法が「三構成
法」であり、工夫すること
で、さらに楽しく学ぶこと
ができる。

山形県尾花沢市立宮沢小学校

笹
ささ

原
はら

 大
だい

輔
すけ

①２回リピート
T: run fast  C: run fast  
T: run fast  C: run fast
T: jump high  C: jump high  
T: jump high  C: jump high
以下、ski, swimと続く。
②１回リピート
T: run fast  C: run fast  
T: jump high  C: jump high  
以下、ski, jumpと続く。
③子供だけで言う
C: run fast  C: jump high  

（１）状況設定＋答え方の練習
本時のダイアローグ
A:	Can	you	run	fast?
B:	Yes,	I	can.

T：（ウサギのパペット（またはALT）
　に対して尋ねる） 
　  Can you run fast?
　（声色を変えて答える）
　  Yes, I can.（速く走る動きを入れる）
　（＂Yes＂の子供の挙手を促し、＂Yes,
 　I can.＂の答え方練習を行う）
T: Yes, I can.  C: Yes, I can.
　（同様に＂No＂の答え方練習も行う）
T: No, I can＇t.  C: No, I can＇t. 

（２）尋ね方の練習
①教師に続いて練習する
T: Can you.  C: Can you.
T: Can you.  C: Can you.
T: Can you run fast?
C: Can you run fast?
T: Can you run fast?
C: Can you run fast?
②男女に分かれてリピートする
　それぞれ、教師に続いてリピート
する。
③子供が尋ねて教師が答える
C: Can you run fast?
T: Yes, I can. 
④全員が尋ね、子供１人が答える

※	

T
は
教
師
、
C
は
子
供
︵
以
下
同
︶。
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次
の
時
間
、
違
う
ク
ラ
ス
で
同
じ

内
容
を
扱
う
機
会
が
あ
っ
た
。
発
問

を
次
の
よ
う
に
変
え
た
。

「
教
科
書
○
ペ
ー
ジ
の
表
現
か
ら
、

こ
の
人
物
の
あ
る
性
質
が
分
か
り
ま

す
。ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

行
数
を
細
か
く
限
定
し
な
か
っ
た
。

そ
の
分
、
生
徒
た
ち
の
考
え
る
範
囲

は
広
く
な
る
。
生
徒
は
私
の
想
定
し

な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
か
も
し
れ

な
い
、
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
、
私
の
考
え
た
こ
と
以

外
の
意
見
が
複
数
挙
が
っ
た
。
ど
の

意
見
も
文
章
の
根
拠
を
挙
げ
て
い
た
。

そ
の
た
び
に
、
本
当
に
驚
い
た
の
で

「
す
ご
い
な
あ
、
考
え
つ
か
な
か
っ

た
な
あ
！
」
と
心
か
ら
褒
め
た
。
生

徒
た
ち
も
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。
そ

の
後
も
「
先
生
、
○
行
目
の
～
と
い

う
表
現
か
ら
は
、
～
と
考
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
発
言

が
活
発
に
挙
が
っ
た
。
皆
、
能
動
的

に
文
章
を
読
み
、
考
え
て
い
た
。

　

生
徒
の
答
え
へ
の
、
教
師
の
対
応

は
極
め
て
重
要
だ
と
実
感
し
た
。

褒
め
て
い
な
い
。　

②　

発
言
の
ど
こ
が
良
か
っ
た
の
か

を
具
体
的
に
褒
め
て
い
な
い
。　

③　

自
分
は
そ
う
考
え
な
か
っ
た
、

と
い
う
教
師
の
対
応
が
冷
た
い
。

④　

不
必
要
な
教
師
の
解
を
述
べ
て

い
る
︵
模
範
解
答
は
こ
れ
だ
、
と

い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
た
︶。

　

今
回
の
発
問
に
対
す
る
解
答
は
、

自
身
の
考
え
た
答
え
に
固
執
せ
ず
、

多
様
に
受
け
止
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

今
回
の
件
か
ら
得
ら
れ
た
学
び
は
、

次
の
こ
と
で
あ
る
。

１　

授
業
準
備
の
際
、
発
問
・

指
示
・
教
師
の
解
答
と
と
も

に
、
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
答

え
、
反
応
を
考
え
て
お
く
。

２　

教
師
の
考
え
て
い
た
解
答

に
固
執
し
す
ぎ
な
い
。

３　

自
主
的
に
発
言
す
る
こ
と

自
体
、
す
ば
ら
し
い
と
い
う

考
え
方
を
も
つ
。

　

中
二
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
。

先
日
「
サ
ー
カ
ス
の
馬
」（
学
校
図

書
）
と
い
う
物
語
文
を
扱
っ
た
。
登

場
人
物
の
人
物
像
を
捉
え
る
際
、
次

の
よ
う
に
発
問
し
た
。

「
教
科
書
○
ペ
ー
ジ
の
○
行
目
の
表

現
か
ら
、
こ
の
人
物
の
あ
る
性
質
が

分
か
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

し
ょ
う
か
」

　

生
徒
か
ら
は
、
な
か
な
か
発
言
が

出
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
Ｔ
さ
ん

が
発
言
し
た
。「
○
行
目
の
～
と
い

う
表
現
か
ら
、
人
物
は
～
だ
と
思
い

ま
す
」。
き
ち
ん
と
文
章
の
根
拠
を

挙
げ
て
説
明
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
私
の
想
定
し
て
い
た
答
え
と
は

違
っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
、
Ｔ
さ
ん
へ

の
私
の
対
応
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
か
⋮
⋮
。
私
は

そ
う
考
え
な
か
っ
た
な
あ
。
私
は
そ

の
表
現
か
ら
～
と
考
え
ま
し
た
」

　

想
定
し
て
い
な
い
答
え
が
出
た
た

め
に
う
ろ
た
え
て
し
ま
い
、
ど
う
対

応
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
結
果
的

に
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

Ｔ
さ
ん
は
私
の
こ
の
対
応
の
後
、

下
を
向
い
た
。
残
り
の
授
業
時
間
も

ず
っ
と
下
を
向
い
た
ま
ま
だ
っ
た
。

　

こ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ま
ず
か
っ

た
点
を
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

①　

発
言
し
た
こ
と
自
体
を
力
強
く

想定していな
かった答えへ
の対応
あらかじめ予想しておく。
教師の考えに固執しすぎ
ない。答えを出したこと
自体を褒める。

東京都私立立教女学院中学校

黒
くろ

杭
くい

 暁
あき

子
こ

解
釈
の
違
い
を
出
さ
せ
、
ク
ラ
ス
と

し
て
ど
の
解
釈
を
採
用
す
る
の
か
を

共
有
す
る
。

③
視
線
や
表
情
を
付
け
た
響
き
作
り

　

声
の
強
弱
だ
け
で
は
表
現
の
幅
が

限
ら
れ
て
し
ま
う
。
う
れ
し
い
の
か

悲
し
い
の
か
、
明
る
い
の
か
暗
い
の

か
な
ど
、
目
の
開
き
度
、
顔
の
傾
き

で
声
の
響
き
が
変
わ
る
こ
と
を
示
し
、

生
徒
た
ち
に
さ
せ
て
実
感
さ
せ
る
。

④
歌
い
方
の
合
言
葉

「
歌
い
終
わ
り
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
」「
歌
い
終
わ
り
は
き
っ
ぱ
り
」「
歌

の
始
め
は
は
っ
き
り
」「
ク
レ
ッ
シ
ェ

ン
ド
は
１
２
３
」
の
よ
う
に
、
歌
い

方
の
合
言
葉
を
作
る
。

４	

担
任
に
伝
え
て
い
る
こ
と

　

Ｃ
Ｄ
＆
楽
譜
パ
ッ
ク
を
実
行
委
員

に
渡
し
て
い
る
。
実
行
委
員
が
楽
譜

に
前
述
の
①
②
③
④
を
書
き
込
ん
で

い
る
。
担
任
の
先
生
は
、
そ
れ
を
見

れ
ば
、
音
楽
の
時
間
に
生
徒
た
ち
が

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
、

分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

バ
ー
を
集
め
、
歌
う
。
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
は
、
練
習
す
る
部
分
や
ポ
イ
ン

ト
を
指
示
す
る
。
歌
っ
た
ら
コ
メ
ン

ト
を
し
、
よ
り
良
い
歌
に
す
る
。

︵
３
︶
伴
奏
合
わ
せ
練
習
は
、
割
り

当
て
表
ど
お
り
に
行
う
。

　

音
楽
室
や
体
育
館
へ
素
早
く
移
動

し
て
練
習
を
す
る
。

３	

練
習
で
の
ポ
イ
ン
ト

︵
１
︶
模
造
紙
に
歌
詞
を
書
く
。

　

一
人
一
人
の
顔
を
上
げ
さ
せ
る
た

め
に
も
、
黒
板
や
壁
に
貼
り
出
し
て

い
る
方
が
よ
い
。
そ
の
模
造
紙
に
、

実
行
委
員
が
注
意
事
項
を
書
き
込
ん

で
い
く
。

︵
２
︶
音
楽
の
時
間
で
扱
っ
て
い
る

こ
と
。

①
歌
の
世
界
観

　

作
詞
者
、
作
曲
者
の
意
図
や
言
葉

の
解
釈
を
解
説
す
る
。

②
色
、
匂
い
な
ど
の
五
感

　

曲
の
雰
囲
気
か
ら
何
色
に
見
え
る

の
か
、
歌
詞
か
ら
ど
ん
な
色
を
想
像

し
て
い
る
の
か
な
ど
、
一
人
一
人
の

　

合
唱
祭
の
練
習
が
始
ま
る
。
教
師

主
導
か
ら
、
小
・
中
集
団
の
生
徒
た

ち
の
主
導
で
動
け
る
合
唱
練
習
シ
ス

テ
ム
を
作
る
。

１	

な
ぜ
合
唱
を
す
る
の
か

　

な
ぜ
合
唱
を
す
る
の
か
。
こ
の
趣

意
説
明
が
あ
る
か
ら
、
長
く
続
く
歌

練
習
が
継
続
で
き
る
。

　

音
楽
科
で
趣
旨
を
話
す
が
、
担
任

の
思
想
が
強
く
表
れ
る
。

「
歌
わ
な
い
生
徒
へ
の
指
導
」「
ピ

ア
ノ
伴
奏
の
練
習
量
の
話
」「
歌
い

た
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
生
徒
へ
の

話
」
な
ど
語
っ
て
い
く
。『
中
学
生

に
ジ
ー
ン
と
響
く
道
徳
話
１
０
０

選
』（
長
谷
川
博
之
編
著　

学
芸
み

ら
い
社
）
に
載
っ
て
い
る
。

２	

シ
ス
テ
ム
作
り

　

生
徒
主
導
で
動
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、

何
を
す
る
の
か
が
明
確
な
シ
ス
テ
ム

作
り
を
す
る
。
パ
ー
ト
練
習
や
、
伴

奏
合
わ
せ
練
習
を
、
学
級
と
し
て
い

つ
行
う
の
か
決
め
る
。

︵
１
︶
休
み
時
間
は
音
楽
を
流
す
。

　

実
行
委
員
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。

︵
２
︶
昼
休
み
に
、
パ
ー
ト
練
習
を

す
る
。

　

各
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
は
Ｃ
Ｄ
と

デ
ッ
キ
を
準
備
し
、
パ
ー
ト
メ
ン

合唱練習システム
作り
生徒たちの主導で動ける
仕組みを作っていく。

音楽

埼玉県熊谷市立妻沼西中学校

豊
とよ

田
だ

 雅
まさ

子
こ
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集
団
行
動
や
行
事
を
嫌
が
る
子
供
①

低
学
年
の
子
供
は
、
発
達
段
階
が
未
達
な
こ
と
が
多
い
の
で
、

傷
つ
き
体
験
を
ま
ず
防
ぐ
よ
う
に
す
る
。

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

　

集
団
行
動
や
行
事
を
苦
手
と
す
る

子
供
は
多
い
。

　

ま
ず
は
「
低
学
年
期
」
の
子
供
た

ち
に
絞
っ
て
解
説
を
す
る
。

①
発
達
段
階
が
未
達
な
子
供
た
ち

　

集
団
行
動
や
ク
ラ
ス
で
授
業
を
受

け
る
た
め
に
は
、「
三
項
関
係
」
を

し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
る
必
要
が

あ
る
。

　

三
項
関
係
と
は
、
大
人
が
注
視
し

た
も
の
を
子
供
も
注
視
す
る
「
共
同

注
視
」
が
で
き
、
そ
の
も
の
に
注
視

す
る
こ
と
で
、
大
人
が
何
を
意
識
し

て
い
る
か
も
推
し
量
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
で
き
る
と
、
子
供
は
、
他
人

を
意
識
し
、
他
人
が
何
に
意
識
を
払

お
う
と
し
て
い
る
の
か
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
。「
大
人
や
人
を
介
し
て

世
界
を
広
げ
よ
う
と
す
る
」
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
自
閉
症
傾
向
が
あ
る
と
、

こ
の
三
項
関
係
の
成
立
が
な
か
な
か

難
し
い
。終
始
「
も
の
」
に
こ
だ
わ
っ

て
し
ま
い
、
世
界
の
広
が
り
も
「
も

の
か
ら
も
の
へ
」
と
な
る
。

　

自
閉
症
傾
向
が
あ
る
と
、
一
～
二

年
生
の
場
合
、
ま
だ
ま
だ
「
三
項
関

係
が
成
立
で
き
て
い
な
い
」
子
供
も

い
る
。

　

そ
の
子
た
ち
が
、
複
雑
な
処
理
を

求
め
ら
れ
る
ク
ラ
ス
や
集
団
行
動
の

場
に
入
れ
ら
れ
る
と
、
ど
う
な
る
だ

ろ
う
か
。

　

教
室
外
へ
の
飛
び
出
し
が
始
ま
っ

た
り
、
校
舎
内
徘は
い

徊か
い

な
ど
が
始
ま
っ

た
り
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
ま
で
の
号

で
述
べ
た
「
立
ち
歩
き
」
と
は
、
ま

た
違
っ
た
対
応
が
必
要
に
な
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
に
対
し
て
、

「
そ
れ
で
も
集
団
の
場
に
い
る
こ
と

が
学
び
に
な
る
」
と
参
加
を
強
制
す

る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
「
三
項
関
係
」
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
、
最
も

基
礎
的
な
部
分
が
未
達
な
の
で
耐
え

ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。
飛
び
出
し
や

徘
徊
が
よ
り
強
化
さ
れ
、
最
悪
の
場

合
、
他
害
行
動
に
発
展
す
る
こ
と
が

あ
る
。

　

こ
れ
は
、
保
育
園
や
幼
稚
園
の
活

動
で
は
な
か
な
か
発
見
で
き
な
い
。

　

小
学
校
に
入
っ
て
「
こ
の
子
は
前

ま
で
何
に
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
の

は
こ
の
「
三
項
関
係
の
弱
さ
」
を
ア

セ
ス
メ
ン
ト
 ※
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
に

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
な
の

だ
ろ
う
か
。

⑴
信
頼
で
き
る
大
人
を
増
や
す

　

そ
も
そ
も
「
三
項
関
係
」
が
で
き

て
い
な
い
。
そ
の
場
合
は
「
大
人
と

子
供
で
楽
し
い
経
験
」
を
大
量
に
積

ま
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
二
者

関
係
の
強
化
」
と
い
う
。
ま
ず
は
集

団
で
の
参
加
よ
り
も
、
支
援
の
重
点

を
こ
ち
ら
に
置
き
た
い
。「
こ
の
大

人
と
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
大
人
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

⑵
安
心
し
て
い
ら
れ
る
場
作
り

　

集
団
行
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、
そ
の
子
が
「
ど
こ
に
行
け
ば
い

い
か
」
を
確
定
し
た
い
。

　

安
心
し
て
逃
げ
込
む
こ
と
が
で
き

る
場
所
が
あ
れ
ば
、
無
用
な
徘
徊
を

し
な
く
て
す
む
。

　

最
も
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
は
、

「
強
制
的
に
参
加
さ
せ
て
傷
つ
け
る
」

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
や
っ
て
し
ま

う
と
、
発
達
が
追
い
付
い
て
き
た
と

き
に
ト
ラ
ウ
マ
が
発
生
し
、
一
切
の

参
加
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

から見た特別支援教育医師の目 支
援
が
間
に
合
わ
ず
ボ
ー
ッ
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）
の
児
童
へ
の
対
応

担
任
と
支
援
学
級
の
先
生
と
の
連
携
が
必
要
。

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

安や
す

原は
ら 

昭あ
き

博ひ
ろ　

　
構
成
：
上う

え

田だ 

怜さ
と

史し

大
阪
府
大
阪
市
立
市
岡
小
学
校

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
が
下
り
て
い
る
小
学
五

年
生
、
特
別
支
援
学
級
在
籍
の
子
で
す
。

小
学
一
年
生
程
度
の
学
力
し
か
な
い
の
で

こ
の
子
に
合
っ
た
指
導
を
し
た
い
の
で
す

が
、
学
校
が
原
学
級
保
障
の
た
め
、
現
学

級
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

担
任
が
対
応
し
続
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、

ボ
ー
ッ
と
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

で
す
。
少
し
で
も
教
室
で
そ
の
子
に
合
っ

た
指
導
を
す
る
た
め
に
は
、
担
任
が
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
、
特
別
支
援
学
級
と
連

携
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
閉
症
の
診
断
が
下
り
て
い
て
、
特
別
支
援

学
級
在
籍
な
の
だ
か
ら
、
本
来
は
特
別
支
援
教

育
を
主
体
に
す
べ
き
で
す
。

　

こ
の
子
が
ク
ラ
ス
に
席
を
借
り
て
教
育
活
動

を
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
特
別
支
援
学
級
の

先
生
の
責
任
に
お
い
て
支
援
す
る
べ
き
で
す
。

　

た
だ
、
文
部
科
学
省
が
、
は
っ
き
り
と
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
言
っ

て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
自
閉
症
の
児
童
で
も
、
ど
の
よ

う
な
タ
イ
プ
の
子
供
で
も
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
 ※
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
先
生
も
い
ま
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
科
学
的
に
証
明
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
実
現
に
は
難
し
い
と
い
う
の
が

現
状
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、

集
団
の
中
で
こ
の
子
を
生
か
し
、
生
き
て

い
け
る
世
界
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
を
集
団
の
中
に
入
れ
る
と
き
、

「
一
年
生
レ
ベ
ル
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
子
の
、

理
解
で
き
る
課
題
を
用
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
に
い
る
と
き
は
、
で
き
る
限
り
特
別

支
援
学
級
の
担
任
、
も
し
く
は
担
当
の
先
生
が

横
に
つ
い
て
指
導
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
特
別
支
援
学
級
の
先
生
が
い
な
い
場

合
は
、
こ
の
子
が
＂お
客
さ
ん
状
態
＂
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、

自
分
で
取
り
組
め
る
課
題
を
用
意
し
た
り
、
担

任
の
近
く
に
そ
の
子
の
席
を
配
置
し
、
一
対
一

が
可
能
な
状
態
の
と
き
に
見
て
あ
げ
た
り
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
子
に
は
、
Ｉ
Ｅ
Ｐ
（
個
別
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

従
っ
て
、
特
別
支
援
学
級
の
先
生
と
話
し
合
っ

て
、
こ
の
子
の
支
援
に
当
た
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ 6小嶋が答える

※	

個
人
の
状
態
像
︵
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
︶
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を

	

考
え
た
り
、
将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
る
こ
と
。

※	

障
害
の
あ
る
者
と
障
害
の
な
い
者
が
可
能
な
限
り
共
に

	

学
ぶ
仕
組
み
。︵
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
︶
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
岡
山
サ
ー
ク
ル
Ｍ
Ａ
Ｋ

１	

や
っ
て
は
い
け
な
い
Ｎ
Ｇ
指
導

　

九
九
が
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い

子
に
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
Ｎ
Ｇ
指

導
が
あ
る
。

「
６
×
７
？
」
と
聞
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
答
え
を
聞
く
こ
と

は
Ｎ
Ｇ
指
導
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
多
く
の
場
合
、
次
の
よ

う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

先
生
：
６
×
７
？

児
童
：
６
×
７
＝
48

先
生
：
42
だ
よ
。

児
童
：
６
×
７
＝
42

　

学
習
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

間
違
え
て
覚
え
て
い
る
記
憶
を
強
化

し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
間
違
え
た
情
報
を
唱
え

さ
せ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

①
九
九
表
や
九
九
カ
ー
ド
を
読

ま
せ
る
。

②「
か
け
算
九
九
の
助
」
で
正
し

い
九
九
を
唱
え
さ
せ
る
。

　

特
に
、
家
庭
学
習
が
難
し
い
。
保

護
者
は
、
ど
う
し
て
も
テ
ス
ト
さ
せ

た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
避
け
る

よ
う
に
、
ケ
ー
ス
会
な
ど
で
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
テ
ス
ト

を
さ
せ
た
い
な
ら
、
最
初
に
正
し
い

九
九
を
何
度
か
唱
え
さ
せ
て
か
ら
、

さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

２	

唱
え
間
違
い
へ
の
配
慮

　

聴
覚
認
知
が
弱
い
子
の
中
に
は
、

唱
え
て
い
る
う
ち
に
ほ
か
の
段
の
九

九
と
混
同
し
て
し
ま
う
子
が
い
る
。

　

例
え
ば
、
四
の
段
と
七
の
段
の
よ

う
に
、
発
音
が
似
て
い
る
段
の
言
い

間
違
い
で
あ
る
。

「
し
い
ち
が
し
」
と
「
し
ち
い

ち
が
し
ち
」

　

大
人
で
も
言
い
間
違
え
そ
う
に
な

る
。
こ
れ
を
混
同
し
て
、
両
方
が
混

ざ
っ
て
し
ま
う
子
が
い
る
。

　

そ
の
場
合
は
、
言
い
方
を
変
え
る
。

四
の
段
「
よ
ん
い
ち
が
よ
ん
」

七
の
段
「
な
な
い
ち
が
な
な
」

　

こ
の
よ
う
に
言
い
方
を
変
え
る
だ

け
で
、
唱
え
や
す
く
な
る
。

３	

ル
ー
テ
ィ
ン
で
学
習
す
る

　

学
年
が
上
が
れ
ば
、
九
九
だ
け
の

学
習
時
間
を
保
証
で
き
な
く
な
る
。

そ
こ
で
、
毎
時
間
の
中
で
ル
ー
テ
ィ

ン
で
学
習
で
き
る
時
間
を
取
る
。
私

は
、「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」
や
「
百

玉
そ
ろ
ば
ん
」
で
、
全
員
で
唱
え
る

時
間
を
作
る
。
全
員
で
唱
え
る
か
ら
、

正
し
い
九
九
を
毎
回
聞
く
こ
と
に
な

る
。
間
違
っ
た
九
九
は
聞
か
せ
な
い

の
が
基
本
だ
。

４	

外
部
記
憶
と
な
る
教
材
を
使
う

　

ア
メ
リ
カ
視
察
に
行
っ
て
す
ぐ
に

目
に
付
い
た
の
が
、
様
々
な
ポ
ス

タ
ー
や
机
に
貼
る
シ
ー
ル
だ
っ
た
。

九
九
や
公
式
、単
位
換
算
な
ど
、覚
え

る
必
要
が
あ
る
も
の
は
、
こ
の
よ
う

な
ポ
ス
タ
ー
や
シ
ー
ル
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
い
つ
見
て
も
い
い
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
教
材
や
教
具
を
ど
ん

ど
ん
活
用
す
れ
ば
よ
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

で
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
か
け
算
九
九
表
下

敷
き
」
も
作
成
し
て
い
る
。
苦
手
な
子

が
堂
々
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

九
九
を
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い

体
力
勝
負
の
練
習
や
覚
え
て
い
る
か
ど
う
か
の
テ
ス
ト
は
無
意
味
で
あ
る
。

そ
の
子
に
合
わ
せ
て
教
材
教
具
を
使
う
、
学
習
方
法
を
変
え
る
な
ど
の
措
置
が
必
要
だ
。

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる　言語療法

言
語
聴
覚
士　

下し
も

妻づ
ま 

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典
広島県立障害者療
　育支援センター
　わかば療育園
LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員

　

ま
ず
は
、
次
の
詩
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い

（
原
文
の
ま
ま
）。
題
は
「
普
通
の
子
ど
も
」。

　

場
面
か
ん
も
く　

そ
れ
が
私
の
ま
と
っ

て
い
る
も
の　

話
し
た
く
て
も
話
せ
な
く

て
ク
ラ
ス
に
な
じ
め
ず
に　

普
通
の
子
ど

も
で
い
ら
れ
な
く
て
い
つ
も
ご
め
ん
ね

　

運
動
会　

み
ん
な
と
出
る
こ
と
が
で
き

な
く
て　

二
人
だ
け
の
教
室
で　

お
弁
当

を
食
べ
た　

カ
メ
ラ
を
構
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
ブ
ル
ー
シ
ー
ト　

き
っ
と
寂
し

か
っ
た
よ
ね　

い
つ
も
ご
め
ん
ね　

　

場
面
か
ん
も
く　

そ
ん
な
も
の
に
負
け

る
私
が
つ
ら
く
て　

い
じ
め
ら
れ
て
泣
く

日
も
あ
っ
た　

み
ん
な
と
一
緒
じ
ゃ
な
く

て
普
通
の
子
ど
も
で
い
ら
れ
な
い

（
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
三
日

中
国
新
聞
朝
刊
よ
り
）

　

広
島
県
の
地
元
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
鈴
木

三
重
吉
賞
」
で
優
秀
作
品
賞
を
受
賞
し
た
中
学

生
女
子
の
詩
で
あ
る
。
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

内
容
で
あ
る
。
自
我
同
一
性
（
自
分
と
は
何
者

か
）
確
立
の
時
期
で
あ
る
思
春
期
に
、
場
面
緘

黙
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
の
こ
と
で
つ
ら

い
体
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が
十
分
過
ぎ

る
ほ
ど
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
の
十
数
行
の

詩
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
が
、
題
に
も

な
っ
て
い
る
「
普
通
の
子
ど
も
」
と
「
ご
め
ん

ね
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
当
事
者
で
も

あ
り
、
作
者
で
も
あ
る
女
子
中
学
生
は
、
自
分

の
こ
と
を
普
通
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
母
親
に
対
し
て
で
あ

ろ
う
「
ご
め
ん
ね
」
か
ら
は
、
場
面
緘
黙
に
対

す
る
罪
悪
感
が
読
み
取
れ
る
。
作
者
を
こ
こ
ま

で
追
い
詰
め
た
も
の
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

恐
ら
く
以
下
の
二
つ
で
あ
ろ
う
。

①　

自
信
の
な
さ

②　

安
心
で
き
る
居
場
所
が
（
学
校
に
）

な
か
っ
た

　

で
は
、
周
囲
は
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
れ
ば

よ
か
っ
た
の
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
が
詩
の
続
き
に

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
私
を
受
け
止
め
て　

支
え
て
愛

し
て
く
れ
た
（
中
略
）
お
母
さ
ん
は
ず
っ

と
見
守
っ
て
て
く
れ
て

　

子
供
の
今
の
状
態
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入
れ

て
、子
供
の
一
番
の
理
解
者
に
な
る
こ
と
。「
支

え
る
」「
見
守
る
」
こ
と
。
全
て
の
子
供
に
共

通
す
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
場
面
緘
黙
の

子
供
に
は
特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
。
詩
は
と
て

も
す
ば
ら
し
い
が
、

学
校
現
場
は
「
場

面
緘
黙
で
ご
め
ん

な
さ
い
」
と
い
う

詩
を
子
供
に
書
か

せ
な
い
よ
う
に
し

て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

場
面
緘か

ん

黙も
く

を
考
え
る
③

子
供
に
「
罪
悪
感
」
を
も
た
せ
て
は
な
ら
な
い
（
当
事
者
の
思
い
か
ら
）。

イラスト：ナカジマ	ヤヨイ

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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　　　　　のある教育研究の進め方　基礎講座エビデンス

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

TOSS最前線！  最新の教育情報がここにある!!

３　

第
二
言
語
習
得
論
に
は
合
致
し
た
が

　

本
論
文
で
は
「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
効
果
は
さ
ほ
ど
な

い
」
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ

と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
は
、
ど
ち
ら
も

A
ll	in	English

授
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｌ
で
﹁
話
す
﹂
が
伸
び
な
い
の
は
、
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
・
口
頭
練
習
軽
視
の
証
だ
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

型
で
は
、
状
況
設
定
付
き
聞
く
話
す
同
時
指
導

︵
向
山
浩
子
氏
提
唱
︶
で
子
供
の
脳
内
に
英
語

音
声
回
路
を
形
成
し
、
文
字
指
導
は
そ
の
後
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
は
日
本
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
な
ど
は

欧
米
で
生
ま
れ
た
。
欧
米
言
語
は
英
語
と
ル
ー

ツ
が
近
い
。
母
語
と
似
た
言
語
を
学
ぶ
の
に
負

荷
は
低
い
。
一
方
、
日
本
語
は
英
語
か
ら
大
変

遠
い
言
語
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
は
そ
の
ハ
ン

デ
を
超
え
て
生
ま
れ
、
実
践
報
告
も
多
い
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
な
ど
の
研
究
に
学
び
な
が
ら
も
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
の
口
頭
練
習
を
重
視
し
た
指
導
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
、
日
本
の
子
供
に

適
す
と
考
え
る
。
教

室
実
践
を
積
み
上
げ

て
い
き
た
い
。

１　
﹁
英
語
で
他
教
科
指
導
﹂
は
大
人
気

　

三
年
生
か
ら
の
外
国
語
活
動
、
高
学
年
は
英

語
が
教
科
に
な
る
。
世
界
で
は
英
語
で
他

教
科
指
導
の
流
れ
も
あ
る
。﹁
内
容
言
語

統
合
型
学
習
︵
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
※1
︶﹂
と
い
う
。

教
室
実
践
も
行
わ
れ
、
効
果
的
と
い
う
報

告
が
あ
る
。日
本
も
同
様
だ
。ま
た
イ
マ
ー

ジ
ョ
ン
教
育
※2

も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
と
似
て
、
加
藤
心
氏

の
教
育
実
践
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
語
デ
ィ
ベ
ー

ト
・
討
論
指
導
と
も
共
通
項
が
見
い
だ
せ

る
。
だ
が
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
は
本
当
に
学
習
効
果

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
母
語
以
外
で
他
教

科
内
容
は
理
解
で
き
る
の
か
。
ド
イ
ツ
の

論
文
が
あ
っ
た
。「
英
語
と
歴
史
の
能
力

に
お
け
る
内
容
言
語
統
合
型
学
習
の
効
果

～
一
石
二
鳥
に
な
る
か
？
」

２　

英
語
も
歴
史
も
効
果
は
な
か
っ
た
？

　

こ
の
論
文
で
は
生
徒
を
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け

検
証
し
た
。
①
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
授
業
を
受
け
る
生
徒

②
同
・
受
け
な
い
生
徒
③
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
非
実
践
校

の
生
徒
だ
。
結
果
は
次
だ
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
生
徒
は
英
語
・
歴
史
で
高
い
認
知

能
力
を
示
し
、
成
績
が
良
く
学
習
動
機
が
高
い
。

　

ま
た
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
教
師
と
非
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
教
師
の

特
性
と
教
育
の
質
を
比
較
し
た
結
果
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ

Ｌ
と
非
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
で
は
歴
史
の
教
育
の
質
に
は

有
意
差
が
あ
る
が
、
英
語
に
は
有
意
差
が
な

か
っ
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
教
師
は
同
僚
の
非
Ｃ
Ｌ
Ｉ

Ｌ
教
師
よ
り
教
育
へ
の
熱
意
が
高
く
、
そ
れ
が

歴
史
教
育
に
良
い
影
響
が
あ
る
。
英
語
は
非
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｌ
生
徒
に
質
的
不
利
は
な
い
。
生
徒
の
成

績
は
下
図
参
照
。

野の

網あ
み 

佐さ

恵え

美み

徳
島
県
小
松
島
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
ど
も
夢
つ
む
ぐ
理
事
長

英
語
で
他
教
科
指
導

二に

兎と

を
追
う
と
、
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ
は
で
き
て
も
教
科
内
容
は
身
に
付
か
ぬ
？

“The	effect	of	content	and	 language	 integrated	 learning	on	
students'English	and	history	competences―Killing	two	birds	
with	one	stone?”(2015)	Sara	Dallinger,	Kathrin	Jonkmann,	
Jan	Hollm,	Christiane	Fiege 
https://www.unifg.it/sites/default/fi les/allegatiparagrafo/21-07-016/dallinger_
et_al_the_eff ect_of_clil_on_students_english_and_hitory_competences.pdf※1	

﹁C
ontent	and	Language	Integrated	Learning

﹂
の
略
。
非
母
語
で
科
目
を
学
び
、

	

科
目
内
容
・
語
学
力
・
思
考
力
・
協
同
学
習
の
四
つ
の
要
素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
育
成
す
る
教
育
法
。

※2	

人
為
的
言
語
環
境
を
作
り
、
そ
こ
に
子
供
た
ち
を
浸
ら
せ
る
︵=

im
m
erse

︶
こ
と
で
、

	

母
語
を
保
ち
な
が
ら
目
標
言
語
も
効
率
的
に
習
得
さ
せ
る
教
育
法
。

　

今
年
度
か
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
最
大
の
合
宿
は
そ

の
舞
台
を
「
伊
東
」
か
ら
「
掛
川
」
に
移
す
こ

と
に
な
っ
た
。
交
通
ア
ク
セ
ス
、
施
設
面
な
ど
、

様
々
な
こ
と
を
考
慮
し
た
上
で
の
決
定
だ
。

　

伊
東
合
宿
で
は
、東
海
道
新
幹
線
「
熱
海
駅
」

下
車
後
に
在
来
線
に
乗
り
換
え
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
今
回
の
掛
川
合
宿
で
は
、「
掛
川
駅
」

下
車
後
は
タ
ク
シ
ー
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
ダ
イ

レ
ク
ト
に
会
場
へ
と
向
か
え
る
。

　

会
場
と
な
る
の
は
「
つ
ま
恋
リ
ゾ
ー
ト 

彩

の
郷
」。
名
前
の
と
お
り
、
リ
ゾ
ー
ト
を
目
的

と
し
た
施
設
だ
。
前
年
ま

で
の
サ
ン
ハ
ト
ヤ
も
趣
の

あ
る
造
り
だ
っ
た
が
、
お

し
ゃ
れ
度
で
言
え
ば
断
然

「
掛
川
」
に
分
が
あ
る
。

ロ
ビ
ー
、
宿
泊
施
設
、
大

浴
場
な
ど
、
全
て
が
洗

練
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
掛
川
合

宿
の
本
分
は
「
合
宿
」

だ
。
合
宿
企
画
の
充
実

度
に
変
わ
り
は
な
い
。

今
回
も
参
加
者
の
方
に

ワ
ク
ワ
ク
感
と
満
足
感
を
も
っ
て
も
ら
え
る
企

画
が
複
数
あ
る
。

　

新
企
画
（
講
座
）
を
タ
イ
ト
ル
だ
け
紹
介
す
る
。

●
ス
タ
ー
誕
生
！　

全
国
の
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー

の
人
気
講
座
が
こ
こ
に
集
結
！

●
目
覚
ま
し
演
習
講
座
︵
二
日
目
朝
︶

●
次
世
代
ス
タ
ー
を
目
指
せ
！　

公
募
模
擬
授

業
対
決
︵
二
十
代
、
三
十
代
限
定
︶

　

こ
れ
以
外
も
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
魅
力
的
な

講
座
が
目
白
押
し
だ
。

　

ま
た
、
一
昨
年
度
、
昨
年
度
と
大
好
評
を
頂

い
て
い
る
「
ブ
ー
ス
体
験
」
は
、
今
年
度
も
新

た
な
ブ
ー
ス
を
加
え
て
開
催
予
定
だ
。

　

合
宿
の
醍
醐
味
で
あ
る
「
夜
通
し
ブ
レ
ス

ト
」
も
健
在
。
今
ま
で
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
今
回
か
ら
参
加
さ
れ
る

方
も
ご
満
足
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
魅
力
で
い
っ
ぱ
い
の
掛
川
合
宿

だ
が
、
一
つ
だ
け
難
点
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、

会
場
の
都
合
で
参
加
者
定
員
が
大
幅
に
減
っ
た

こ
と
だ
。
定
員
は
講
師
や
事
務
局
を
含
め
て
四

百
名
、
参
加
者
の
み
な
ら
三
百
三
十
名
と
な
る
。

例
年
だ
と
十
二
月
の
初
め
に
は
本
受
付
が
そ
の

人
数
に
達
す
る
。
ぜ
ひ
、
早
目
の
お
申
込
み
＆

ご
入
金
を
！

舞
台
は
「
伊
東
」
か
ら
「
掛
川
」
へ

Ｔ
О
Ｓ
Ｓ
最
大
の
宿
泊
セ
ミ
ナ
ー
が
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

西に
し

尾お 

豊ゆ
た
か

神
奈
川
県
横
浜
市
立
朝
比
奈
小
学
校

TOSS最前線！　
最新の教育情報が
ここにある!!

TOSS掛川合宿2019
2019年1月12日（土）～13日（日）
【テーマ】
教育の原点に立ち戻る！　
「できない子をできるようにす
る」指導法＆授業システム
～	「子どもの事実」と「腹の底か
らズシーンと来る手ごたえ」
のある実践をものにする～

お申込みは
こちらから→
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と
い
う
数
字
が
出
て
き
た
。

　

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
誰
で
も
規
定
で
き
る
だ

ろ
う
。

「
十
七
、
八
メ
ー
ト
ル
」
の
壁
に
、
百
回
挑
戦
す

れ
ば
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
と
お
り
だ
っ
た
。

【
戸
村
解
説
】

　

水
に
顔
を
付
け
る
の
も
嫌
が
る
児
童
が
い
る
。

向
山
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
児
童
へ
の
指
導
を
具

体
的
に
書
い
て
い
る
。

１　

陸
の
上
で
ダ
ル
マ
浮
き
を
さ
せ
る
。

　

向
山
型
体
育
セ
ミ
ナ
ー
で
、
向
山
氏
の
こ
の

指
導
を
ラ
イ
ブ
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
陸
上
で
、

向
山
氏
が
示
し
て
い
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
体

感
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
し
っ
か
り
と

「
型
」
を
教
え
る
の
だ
。
向
山
氏
の
指
導
は
き

め
細
や
か
な
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
陸

上
で
な
ら
、
ど
の
子
も
で
き
る
。
で
き
る
と
こ

ろ
で
し
っ
か
り
と
体
感
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

２　

水
の
中
で
身
体
を
支
え
る
。

　
向
山
氏
が
ど
の
よ
う
に
泳
げ
な
い
子
を

指
導
し
て
い
た
の
か
。
二
十
五
メ
ー
ト
ル

泳
げ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
指
導
が
必
要
な
の
か
。
具
体
的
に
書
か

れ
て
い
る
論
文
を
紹
介
す
る
。

【
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
一
九
九
三
年
九
月
号
巻

頭
論
文
よ
り
】

　

こ
の
よ
う
な
強
烈
な
原
体
験
の
あ
る
私
は
、

「
プ
ー
ル
が
苦
手
な
子
」「
よ
く
泳
げ
な
い
子
」

の
指
導
に
は
、
進
ん
で
当
た
っ
た
。

　

水
に
入
る
こ
と
さ
え
怖
が
る
子
を
、
水
に

ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ば
せ
る
ま
で
の
指
導
が
、
私
は

好
き
で
あ
る
。

　

水
に
浮
か
ば
せ
る
ま
で
の
指
導
は
、
様
々
あ

る
だ
ろ
う
が
、
私
は
自
分
の
体
験
を
基
に
す
る
。

　

私
は
、
水
泳
が
苦
手
な
子
に
は
、
ま
ず
背
浮

き
か
ら
指
導
す
る
。
顔
に
水
が
か
か
る
の
を
極

端
に
嫌
が
る
か
ら
だ
。
背
浮
き
で
、
背
中
を
支

え
な
が
ら
浮
か
せ
る
。
徐
々
に
支
え
る
力
を
軽

く
し
て
い
く
。
成
功
体
験
を
さ
せ
て
、
ダ
ル
マ

浮
き
に
入
る
。
ダ
ル
マ
浮
き
も
徐
々
に
教
師
の

支
え
る
力
を
小
さ
く
し
て
い
く
。
自
力
で
ダ
ル

マ
浮
き
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
だ
。

３　
「
百
」
を
目
指
し
て
練
習
す
る
。

　

ラ
イ
ブ
で
見
た
向
山
氏
の
水
泳
指
導
は
衝
撃

的
だ
っ
た
。
教
師
の
説
明
は
ゼ
ロ
。
変
化
の
あ

る
繰
り
返
し
で
、
次
々
に
子
供
に
泳
が
せ
る
。

こ
の
と
き
、
決
し
て
苦
手
な
子
を
待
つ
こ
と
は

な
い
。
か
と
い
っ
て
叱
っ
た
り
、
個
別
に
指
導

し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。「
子
供
が
泳
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
」
に
し
て
い
く
授
業
の

組
立
て
に
す
る
。

　

向
山
型
水
泳
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
プ
ー
ル

に
空
き
を
作
ら
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。
常
に
誰

か
が
泳
い
で
い
る
状
態
を
作
る
。
プ
ー
ル
の
横

を
使
っ
て
泳
が
せ
る
場
合
、
片
方
の
列
が
泳
ぎ

陸
の
上
で
ダ
ル
マ
浮
き
の
姿
勢
を
と
ら
せ
て
、

十
数
え
る
間
、
息
を
止
め
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、「
両
手
で
し
っ
か
り
と
膝
を
抱
え

さ
せ
る
」「
両
足
の
間
に
顔
を
き
ち
ん
と
う
ず

め
さ
せ
る
」「
ゆ
っ
く
り
と
数
を
数
え
る
」。
こ

の
三
つ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

こ
の
三
つ
が
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
と
、
水

の
中
で
、
す
ぐ
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
水
の
中
。
こ
れ
は
、
決
ま
っ
て
い

る
。
指
導
者
が
身
体
を
支
え
て
や
る
の
だ
。
そ

し
て
、
支
え
る
地
点
を
次
々
に
変
え
る
。
最
後

は
背
中
を
人
さ
し
指
で
そ
っ
と
触
る
。
こ
れ
だ

け
で
も
い
い
の
だ
。

　

こ
の
方
法
で
、
二
十
人
く
ら
い
の
水
に
浮
け

な
い
子
を
、
二
十
分
ぐ
ら
い
で
浮
け
る
よ
う
に

し
て
き
た
。
成
功
率
九
五
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

終
わ
ら
な
く
て
も
、
反
対
側
の
列
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
。
そ
う
す
る
と
、
後
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
子
供
が
先
に
ス
タ
ー
ト
し
た
子
に
ど
ん
ど
ん

迫
っ
て
く
る
の
だ
。
先
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

子
供
た
ち
は
追
い
付
か
れ
な
い
よ
う
に
必
死
に

な
る
。
プ
ー
ル
の
横
の
往
復
が
全
員
終
わ
っ
て

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
と
で
は
、
子
供
の
動

き
が
大
き
く
違
う
。
小
さ
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
微
差
で
子
供
の
運
動
量
が
変
わ
っ
て
く
る
。

　

向
山
氏
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
二
十
五

メ
ー
ト
ル
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
時
間
が

掛
か
る
。
い
く
ら
口
で
説
明
し
て
も
泳
げ
る
よ

う
に
な
ら
な
い
。
向
山
氏
は
「
百
」
と
い
う
目

安
を
示
し
て
い
る
。
水
泳
に
限
ら
ず
、
技
量
向

上
の
一
つ
の
壁
が
「
百
」
で
あ
る
。

　

年
間
の
水
泳
指
導
は
十
時
間
程
度
で
あ
る
。

一
回
の
水
泳
指
導
で
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
を
十

回
は
泳
が
せ
な
け
れ
ば
百
に
は
到
達
し
な
い
。

　

教
師
の
説
明
ば
か
り
の
授
業
、
子
供
の
待
ち

時
間
が
多
い
授
業
で
は
、
子
供
の
技
量
を
向
上

さ
せ
ら
れ
な
い
。
水
泳
だ
け
に
限
ら
な
い
。
ほ

か
の
教
科
で
も
原
則
は
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
先
は
、
か
な
り
の
時
間
が
掛
か
る
。

　

練
習
し
な
け
れ
ば
、
技
能
が
育
た
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
ん
だ
ん
、
上
手
に
な
っ
て
十
七
、
八
メ
ー

ト
ル
。
こ
こ
に
大
き
な
壁
が
あ
る
。

　

何
度
泳
い
で
も
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
に
達
し

な
い
の
だ
。

　

や
っ
て
も
や
っ
て
も
届
か
な
い
。
時
に
は
、

絶
望
の
た
め
か
え
っ
て
悪
く
な
る
。

　

私
自
身
が
、
そ
う
だ
っ
た
が
、
子
供
も
そ
う

だ
っ
た
。

　

こ
の
壁
を
、
子
供
に
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え

さ
せ
る
の
か
。

「
ど
れ
だ
け
や
れ
ば
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
」

　

求
め
れ
ば
、
探
せ
る
も
の
で
あ
る
。

「
教
え
る
現
場
で
の
言
い
伝
え
」
に
、
し
ば
し

ば
「
百
」
と
い
う
数
字
が
出
て
く
る
の
に
気
が

付
い
た
。

「
和
裁
の
勉
強
で
は
、
浴
衣
を
百
枚
縫
っ
て
み

る
」

　

和
裁
に
限
ら
ず
、
様
々
な
場
面
で
、「
百
」

授業技量向上の法則

向
山
氏
の
水
泳
指
導　

水
に
入
る
こ
と
さ
え

怖
が
る
子
に
ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
か

「
百
」
の
壁
を
い
か
に
超
え
さ
せ
る
か
。
向
山
洋
一
氏
が
語
る
上
達
論
。

戸と

村む
ら 

隆た
か

之ゆ
き

東
京
都
目
黒
区
立
烏
森
小
学
校

向山洋一：論文アーカイブから学ぶ
─授業技量向上の秘

ひ

訣
けつ

─
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の
間
、
私
は
一
度
も
ト
ラ
ブ
ル
の
電

話
を
か
け
な
か
っ
た
。
そ
の
子
が
起

こ
す
ト
ラ
ブ
ル
は
激
減
し
、
母
親
は

元
気
に
な
っ
た
。

２	

保
護
者
を
褒
め
る
応
用

	

︱
良
い
こ
と
で
電
話
し
ろ

　

電
話
を
す
る
な
ら
良
い
こ
と
で
電

話
す
る
方
が
い
い
。

　

私
も
、
持
ち
物
の
件
や
、
集
金
の

確
認
な
ど
で
電
話
を
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
そ
う
い
う
と
き
は
、
で

き
る
だ
け
褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

　

○
○
君
、
今
日
の
社
会
で
こ

ん
な
発
表
を
し
た
ん
で
す
よ
。

発
想
が
す
ば
ら
し
い
で
す
よ

ね
！

　

ボ
ー
ル
運
動
系
、
う
ま
い
で

す
よ
ね
ー
。
プ
レ
ー
中
の
友
達

へ
の
声
掛
け
が
優
し
い
ん
で
す
。

「
家
庭
に
電
話
を
す
る
な
ら
褒
め

よ
」
こ
れ
は
鉄
則
だ
。

（
続
く
）

　

泣
き
続
け
る
母
親
を
前
に
し
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
こ
の
お
母
さ
ん
が
潰

れ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
。
お
母
さ
ん

を
励
ま
し
な
が
ら
、
私
は
心
の
中
で

誓
っ
た
。

「
ト
ラ
ブ
ル
の
電
話
」
を
か
け

る
の
を
よ
そ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
誰
か
に
け
が
を
さ
せ

た
り
し
た
ら
仕
方
が
な
い
だ
ろ
う
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
い
ち
い
ち
電

話
を
か
け
る
な
ん
て
、
あ
り
え
な
い
。

ほ
と
ん
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
教
室
で

指
導
可
能
な
の
だ
。

　

逆
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
る

と
よ
く
分
か
る
。

　

あ
な
た
の
ク
ラ
ス
が
学
級
崩
壊
し

て
い
る
と
し
よ
う
。
保
護
者
か
ら
、

毎
日
の
よ
う
に
ク
レ
ー
ム
の
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
と
想
像
し
て
み
る
と

い
い
。
崩
壊
さ
せ
て
い
る
自
分
が
悪

い
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、

毎
日
の
よ
う
に
電
話
を
さ
れ
た
ら
つ

ら
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
だ
。

　

実
際
、
先
ほ
ど
の
母
親
に
、
一
年

１	

保
護
者
を
褒
め
る
応
用

	

︱
ト
ラ
ブ
ル
の
電
話
を
減
ら
せ

　

子
供
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
と
、

学
校
か
ら
保
護
者
に
電
話
を
か
け
る
。

　

当
然
だ
が
、
よ
く
電
話
を
か
け
ら

れ
る
家
庭
は
大
抵
決
ま
っ
て
い
る
。

頻
繁
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
の
は
、

ほ
と
ん
ど
い
つ
も
同
じ
子
だ
か
ら
だ
。

　

電
話
を
受
け
た
母
親
は
、
ひ
た
す

ら
謝
る
よ
り
ほ
か
に
方
法
が
な
い
。

「
悪
い
の
は
ウ
チ
の
子
」
だ
か
ら
だ
。

　

こ
の
電
話
が
毎
日
の
よ
う
に
繰
り

返
さ
れ
れ
ば
、
母
親
は
神
経
を
や
ら

れ
る
。
着
信
音
が
鳴
っ
た
だ
け
で
、

心
臓
が
ギ
ュ
ー
ッ
と
締
め
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
学
校

は
ト
ラ
ブ
ル
電
話
を
か
け
続
け
る
。

　

か
つ
て
、
と
て
も
や
ん
ち
ゃ
な
子

を
担
任
し
た
。
そ
の
子
は
毎
日
の
よ

う
に
友
達
を
殴
る
、
蹴
る
、
砂
や
水

を
か
け
る
。
前
年
度
の
担
任
は
、
当

然
の
よ
う
に
、
毎
日
毎
日
そ
の
家
に

電
話
を
か
け
、
母
親
に
注
意
を
し
続

け
て
い
た
。

　

翌
年
、
私
が
担
任
に
な
っ
た
。
家

庭
訪
問
を
し
た
。
母
親
は
私
の
前
で

涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
流
し
て
泣
い
た
。

「
先
生
、
う
ち
の
子
が
悪
い
の
は
よ

く
分
か
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
で

す
」

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」⑥
授業中の対応以外の番外編で
ある。電話で親に悪いことば
かり伝える教師がいる。自分
の首を絞めているのと同じだ。
親も子も教師を大嫌いになる。

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

　

学
校
「
第
二
の
悪
」。
そ
れ
は
「
忘
れ
物
」

で
あ
る
。
正
確
に
言
う
と
忘
れ
物
を
し
た
子
へ

の
懲
罰
だ
。
無
視
や
放
置
も
こ
れ
に
当
た
る
。

　

人
間
は
忘
れ
物
を
す
る
。
ま
し
て
子
供
の
こ

と
。
忘
れ
物
を
し
て
当
た
り
前
だ
。
教
師
に
は

き
ち
ん
と
し
た
家
庭
で
育
っ
た
人
が
多
い
。
だ

か
ら
忘
れ
物
は
少
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

よ
っ
て
「
忘
れ
物
を
し
た
お
前
が
悪
い
」
と

な
っ
て
し
ま
う
。
違
う
の
だ
。
実
は
親
が
悪
い
。

子
供
に
罪
は
な
い
。「
忘
れ
物
を
し
な
い
よ
う

に
指
導
」
し
て
も
よ
い
が
、
懲
罰
権
は
な
い
。

家
庭
教
育
は
学
校
の
範は

ん

疇ち
ゅ
う

で
は
な
い
か
ら
だ
。

家
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
子
に
学
校
で
罰
を
与
え
る

の
と
同
じ
だ
。

　

私
は
本
年
度
、
い
ろ
い
ろ
な
学
級
の
「
児
童

支
援
」
に
入
っ
て
い
る
。
最
初
に
用
意
し
た
の

は
大
量
の
子
供
用
の
文
房
具
だ
。
支
援
を
要
す

る
子
供
た
ち
ほ
ど
、
忘
れ
物
が
多
い
。
あ
る
い

は
貧
弱
な
文
房
具
を
使
っ
て
い
る
。
私
は
ど
の

学
級
に
入
っ
て
も
、
す
ぐ
に
こ
れ
を
貸
す
。
子

供
は
授
業
が
終
わ
る
と
礼
を
言
っ
て
返
し
に
来

る
。「
六
校
時
ま
で
あ
る
か
ら
使
い
な
さ
い
」「
明

日
ま
た
キ
レ
イ
な
鉛
筆
持
っ
て
来
る
か
ら
」
と

言
っ
て
そ
の
ま
ま
に
す
る
。
こ
れ
一
発
で
、
子

供
た
ち
に
好
か
れ
る
。
安
い
も
の
だ
。
ノ
ー
ト
・

定
規
・
の
り
・
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
、
何
だ
っ
て

貸
し
て
あ
げ
る
。
そ
れ
が
仕
事
だ
。
貸
さ
な
い

教
師
は
馬
鹿
だ
。

　

遠
足
に
行
く
。
割
り
箸
を
何
本
も
持
っ
て
行

く
。
学
年
に
二
、
三
人
は
箸
忘
れ
が
い
る
。
そ

れ
を
見
越
し
て
仕
事
す
る
の
だ
。
時
に
は
、
弁

当
を
忘
れ
る
子
も
い
る
。
朝
か
ら
確
認
す
る
。

学
年
に
一
人
か
二
人
だ
。
急
い
で
コ
ン
ビ
ニ
に

弁
当
を
買
い
に
行
く
。
弁
当
六
個
・
お
結
び
な

ど
単
品
を
十
個
く
ら
い
。
忘
れ
た
子
を
呼
ん
で
、

好
き
な
弁
当
を
選
ば
せ
る
。「
遠
慮
は
要
ら
な

い
。
学
校
の
弁
当
で
す
」
と
安
心
さ
せ
る
。
食

の
太
い
子
に
は
複
数
渡
す
。
残
り
は
自
分
で
遠

足
に
持
っ
て
行
く
。
現
地
に
着
い
た
ら
「
先
生
、

弁
当
買
い
過
ぎ
ち
ゃ
っ
た
。
誰
か
食
べ
て
く
れ

る
人
？
」
と
募
集
す
る
。
や
ん
ち
ゃ
系
が
来
る

か
ら
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
取
ら
せ
る
。
こ
れ
を
や
っ

て
お
く
と
、
弁
当
を
忘
れ
て
私
に
も
ら
っ
た
子

も
引
け
目
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
数

が
要
る
。

　

教
師
道
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
鬼
の
よ

う
に
冷
た
い
教
師
は
子
供
の
前
に
立
つ
べ
き
で

な
い
。
害
が
あ
る
だ
け
だ
。
憲
法
で
は
「
義
務

教
育
は
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
子
供
は
家
か
ら
手
ぶ
ら
で
来
て

よ
い
の
だ
。
自
費
で
学
用
品
を
持
っ
て
来
る
だ

け
で
「
優
秀
（
上
客
）」
な
の
で
あ
る
。

「
忘
れ
物
は
貸
す
」
こ
れ
だ
け
で
、
子
供
も
教

師
も
楽
に
な
る
。
戻
っ
て
来
な
い
？　

与
え
よ
。

「
学
校
の
三
悪
」
そ
の
弐
で
あ
る

音
読
の
宿
題
を
し
な
い
子
た
ち
を
プ
ー
ル
に
入
れ
な
い
教
師
。
三
月
に
そ
の
学
級
備
付
け
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
な

く
な
っ
た
。
盗
っ
た
の
は
無
論
学
級
の
子
た
ち
だ
。
本
物
の
物
盗
り
な
ら
ほ
か
か
ら
も
持
っ
て
行
く
。
や
ん
ち
ゃ
た

ち
が
一
年
間
の
恨
み
を
晴
ら
し
た
。
良
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
気
持
ち
は
分
か
る
。
全
職
員
で
探
し
た
が
見
付
か
ら

な
い
。
校
長
は
こ
の
件
を
隠
蔽
し
た
。
立
派
な
犯
罪
行
為
。
こ
の
師
に
し
て
こ
の
子
た
ち
有
り
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校
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実践日誌
長谷川博之の 甲本卓司　

の本 音 授業
論

＋教材活用の裏
技

甲こ
う

本も
と 

卓た
く

司し

岡
山
県
鏡
野
町
立
香
々
美
小
学
校

「
不
易
」
と
「
流
行
」

新
し
い
セ
ミ
ナ
ー
の
組
立
て
を
福
岡
で
見
た
！

福
岡　

継
承
セ
ミ
ナ
ー

　

福
岡
県
で
向
山
型
継
承
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

講
師
は
、
伴
一
孝
氏
と
小
野
隆
行
氏
と
私
で
あ

る
。
事
務
局
は
、
福
岡
の
福
田
辰
徳
氏
に
お
願

い
を
し
た
。

　

福
田
氏
は
、
若
手
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
企
画

力
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
「
ぜ
ひ
」
と
お
願
い
を
し
た
。

　

会
場
は
満
席
。
立
ち
見
も
出
る
勢
い
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
、
若
い
先
生
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
。
昔
か
ら
知
っ
て
い
る
人
は
、
数
人
し
か

い
な
い
。
新
し
い
風
が
福
岡
に
吹
い
て
い
る
の

を
感
じ
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
継
承
セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
座
の

組
立
て
が
今
ま
で
と
全
く
異
な
っ
て
い
た
。

　

三
名
の
講
師
が
、
短
い
ス
パ
ン
で
何
度
も
登

場
す
る
。「
目
の
回
る
」
講
座
と
表
現
す
れ
ば

ぴ
っ
た
り
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
目
ま
ぐ
る
し
い
。

こ
の
「
目
ま
ぐ
る
し
い
」
講
座
を
ど
う
し
て
福

田
氏
は
、
企
画
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
肝
が
あ
る
。

　

最
近
、
若
者
は
テ
レ
ビ
視
聴
し
な
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ビ
ー
ト
た
け
し
氏
も
「
テ

レ
ビ
の
時
代
は
と
っ
く
に
終
わ
っ
て
い
る
」
と

言
う
。

　

福
田
氏
は
、
そ
こ
に
注
目
し
た
。
テ
レ
ビ
の

時
代
が
終
わ
る
。若
者
は
、見
た
い
と
き
に
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
見
て
い
る
と
い
う
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
の
ス
パ
ン
は
、
長
く
て
も
十
五
分
程
度
ま
で
。

短
い
も
の
な
ら
三
十
秒
で
終
わ
り
で
あ
る
。

　

そ
の
短
い
ス
パ
ン
の
中
で
情
報
を
探
し
出
す
。

　

講
座
も
同
じ
と
考
え
た
の
だ
。

　

会
場
の
参
加
者
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

若
い
人
の
感
想
ほ
ど
、「
短
く
て
良
か
っ
た
」

「
テ
ン
ポ
と
リ
ズ
ム
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と

い
う
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。

　

講
師
の
側
は
、
ど
う
か
。

　

こ
の
日
、
一
番
の
キ
レ
キ
レ
感
を
出
し
て
い

た
の
は
伴
氏
だ
っ
た
。

　

私
も
そ
う
だ
が
、
講
座
が
進
む
と
乗
っ
て
く

る
感
が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
が
ノ
リ
ノ
リ
に
さ
せ

ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
会
場
の
空
気
、

企
画
の
福
田
氏
に
だ
。

　

新
し
い
時
代
に
新
し
い
講
座
。

　

変
化
が
あ
る
か
ら
面
白
い
。

「
不
易
」
と
「
流
行
」
を
セ
ミ
ナ
ー
で
も
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。

　

面
白
い
楽
し
い
講
座
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

次
の
向
山
型
継
承
セ
ミ
ナ
ー
は
、
岡
山
で
開

催
予
定
で
あ
る
（
九
月
二
十
九
日
）。
事
務
局

は
、岡
山
の
西
村
氏
が
務
め
る
。こ
こ
で
も
あ
っ

と
驚
く
よ
う
な
企
画
が
飛
び
出
す
だ
ろ
う
。

「
不
易
」
と
「
流
行
」
で
あ
る
。

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

人
間
教
育
で
土
台
を
作
ろ
う

学
力
と
競
技
成
績
で
周
囲
が
驚
く
伸
び
を
示
す
の
は
、
人
間
教
育
に
よ
る

土
台
作
り
を
明
確
に
意
識
し
、
実
践
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

担
任
・
学
年
を
も
た
な
い
身
ゆ
え
、
こ
れ
ま

で
に
書
い
て
き
た
よ
う
な
学
級
・
学
年
通
信
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
れ
で
も
書
き
た
い
こ
と
は
山
と
あ
る
。
そ

こ
で
別
の
通
信
を
出
し
て
い
る
。
一
つ
が
、
国

語
科
通
信
で
あ
る
。
生
徒
が
楽
し
み
だ
と
言
っ

て
く
れ
る
の
で
、
号
を
重
ね
て
い
る
。

　

内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

□
学
級
や
学
年
を
も
た
な
い
今
、
テ
ニ
ス
部
で

常
に
指
導
し
て
い
る
の
が
、「
し
つ
け
の
三
原

則
」
で
す
。

　

ま
ず
は
挨
拶
・
返
事
・
後
始
末
（
椅
子
・
履

物
）
で
日
本
一
を
取
り
な
さ
い
。

　

挨
拶
が
で
き
な
い
人
間
は
、
何
を
し
て
も
駄

目
で
す
。
指
導
者
は
教
え
る
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

返
事
の
で
き
な
い
人
間
は
、
ど
こ
に
行
っ
て

も
か
わ
い
が
ら
れ
ま
せ
ん
。
教
え
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。

　

後
始
末
の
で
き
な
い
人
間
は
、
勝
負
で
必
ず

負
け
ま
す
。

「
し
つ
け
の
三
原
則
」
は
森
信
三
氏
が
提
唱
し

ま
し
た
。
人
類
の
知
恵
を
ま
と
め
た
も
の
な
の

で
す
。

□
森
信
三
氏
は
、
業
績
の
悪
化
し
た
企
業
を
再

建
す
る
原
則
も
示
し
て
い
ま
す
。

　

時
を
守
り
、
場
を
清
め
、
礼
を
正
す
。

　

こ
れ
は
日
本
中
の
小
中
学
校
に
も
掲
げ
ら
れ

る
ほ
ど
有
名
な
教
え
で
す
。

　

我
が
テ
ニ
ス
部
で
も
、
プ
レ
ー
以
上
に
大
事

に
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

挨
拶
・
返
事
・
後
始
末
と
、
時
・
場
・
礼
。

こ
れ
ら
を
い
い
加
減
に
す
る
生
徒
に
は
、
私
は

テ
ニ
ス
を
さ
せ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
上
手
で
も

コ
ー
ト
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

部
活
動
指
導
は
、
プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を

育
成
す
る
場
で
は
な
く
、
よ
り
良
き
生
き
方
を

指
導
す
る
場
だ
か
ら
で
す
。

□
な
ぜ
テ
ニ
ス
部
の
話
題
を
出
し
た
か
。
私
と

い
う
人
間
が
大
事
に
す
る
も
の
は
、
部
活
動
だ

ろ
う
と
授
業
だ
ろ
う
と
、
変
わ
ら
な
い
か
ら
で

す
。

　

挨
拶
・
返
事
・
後
始
末
。
時
・
場
・
礼
。
国

語
の
授
業
で
も
、
き
っ
ち
り
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
人
間
の
土
台
と
な
り
ま
す
。

　

確
か
な
土
台
を
築
け
ば
、
そ
の
上
に
柱
を
立

て
る
こ
と
も
、
屋
根
を
葺ふ

く
こ
と
も
、
自
在
に

で
き
る
の
で
す
。

　

国
語
力
以
外
の
力
も
、
授
業
を
通
し
て
育
て
、

鍛
え
ま
す
。（
引
用
終
わ
り
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

人
間
教
育
の
土
台
の
上
に
、
学
力
も
伸
び
、

競
技
の
質
も
高
ま
る
も
の
な
の
で
あ
る
。



数
文
字
に
こ
だ
わ
っ
て
読
む

「
男
の
子
は
左
手
で
や
る
こ
と
」
で
な
ぜ
不
満
が
噴
出
し
た
か
。
向
山
洋
一
氏
の
楽
し
い
実
践
を

追
試
し
て
も
、
た
っ
た
数
文
字
の
読
み
落
と
し
で
原
実
践
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
結
果
と
な
る
。
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授業技量向上の法則 私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

マニアック編

授業力向上に
役立つこの１冊

日
本
と
中
国
に
は
共
通
す
る

言
語
の
授
業
が
あ
る

向
山
洋
一
氏
の
国
語
の
授
業
と
同
様
の
実
践
や
考
え
方
が
、

本
場
中
国
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。

板い
た

倉く
ら 

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
浅
草

１　

漢
字
・
国
語
の
授
業
は
本
場
も
同
じ

　

向
山
氏
の
国
語
実
践
は
、
シ
ン
プ
ル
の
よ
う
だ

が
と
て
も
知
的
で
あ
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
を
、

ペ
ー
ジ
角
の
折
り
込
み
や
マ
ー
カ
ー
の
書
き
込
み

か
ら
気
付
か
さ
れ
た
。『
中
国
の
小
学
生
は
ど
う
中

国
語
を
覚
え
る
か
』
は
、
幼
児
期
を
日
本
で
過
ご

し
た
中
国
子
女
が
北
京
に
戻
り
、
小
学
校
で
学
ぶ

様
子
を
、
筆
者
で
あ
る
母
親
が
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
本
書
を
読
む
と
、
知
的
な
向
山
実
践
と
共

通
す
る
方
法
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、

テ
ス
ト
に
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。

Ｑ　

下
の
字
に
一
画
付
け
足
し
て
別
の
字
に
し
な

さ
い
。（
Ａ 

例
・
木
↓
本
、
白
↓
百
、
王
↓
玉
）

　

あ
る
い
は
、
こ
の
逆
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
例

え
ば
、
午
↓
干
、
失
↓
夫
、
同
↓
司
。

　

ま
た
、（
数
字
を
含
む
）
四
字
熟
語
の
実
践
で
は
、

次
の
よ
う
な
成
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　

三
心
二
意
と
一
心
一
意
。
前
者
は
あ
れ
こ
れ
迷

う
こ
と
、
後
者
は
も
ち
ろ
ん
集
中
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
日
本
と
同
様
・
類
似
の
句
も
あ
っ
た
。

一
問
一
答
、東
奔
西
走
、四
面
八
方
、十
全
十
美
（
完

全
無
欠
）

　

あ
る
ペ
ー
ジ
の
三
か
所
に
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
丸

が
付
い
て
い
た
。「
話
す
力
」「
朗
読
と
暗あ
ん

誦し
ょ
う

」
そ

し
て
、
そ
の
二
か
所
の
欄
外
に
二
重
丸
が
付
い
て

い
た
。
さ
っ
と
か
き
殴
っ
て
い
る
丸
で
あ
る
が
、
私

は
そ
の
丸
の
筆
跡
だ
け
で
、
こ
れ
は
向
山
氏
が
か

い
た
と
断
定
で
き
る
。
丸
の
形
、線
の
曲
が
り
具
合
、

始
筆
・
終
筆
部
分
の
線
の
強
弱
な
ど
、
瞬
時
に
複

数
の
基
準
か
ら
判
断
で
き
る
（
自
画
自
賛
？
）。

　

こ
こ
で
、
筆
者
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、「
朗
読

と
暗
誦
で
、
話
す
力
を
養
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
筆
者
の
子
供
は
、
日
本
で
育
っ
た
た
め
に
、

圧
倒
的
に
中
国
語
の
語
彙
が
不
足
し
て
い
た
。
そ

れ
を
改
善
し
て
い
っ
た
の
が
、
教
科
書
の
朗
読
で

あ
り
暗
唱
で
あ
っ
た
。
人
前
で
発
表
す
る
と
き
や
、

遠
く
に
い
る
父
親
に
手
紙
を
書
く
と
き
に
、
教
科

書
で
覚
え
た
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

２　

文
庫
本
の
ミ
ス
︵
七
月
号
本
稿
の
承
前
︶

「
教
学
の
道
は
先ま

ず
良
師
を
求
め
、
良
友
を
選
み

申
す
事
に
御
座
候
。
師
友
無
之
に
て
聖
賢
に
ひ
と

り
成
ら
れ
候
。

　

人
は
無
之
候
。 　
　
　
　
　
　
　
　

細
井
平
洲
」

　

一
読
し
て
違
和
感
を
も
っ
た
の
は
、
最
後
の
部

分
で
あ
っ
た
。
現
代
文
に
改
め
て
み
る
。

「
学
問
の
道
は
、
ま
ず
良
き
師
を
求
め
、
良
き
友

を
選
ぶ
こ
と
だ
。
師
友
無
き
人
に
聖
賢
に
ひ
と
り

成
る
。
人
は
こ
れ
な
き
」

　

三
文
の
う
ち
、
一
文
目
は
よ
く
分
か
る
。
二
文

と
三
文
の
つ
な
が
り
が
ど
う
も
分
か
ら
な
い
。
二

文
の
前
半
は
分
か
る
が
後
半
が
お
か
し
い
。
そ
れ

で
関
連
文
献
を
調
べ
た
り
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り

し
た
。
こ
の
原
文
は
『
嚶
鳴
館
遺
草
』
五
巻
（
つ

ら
つ
ら
ぶ
み
・
臣
の
巻
）
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
そ
こ
で
は
二
文
と
三
文
が
つ
な
が
っ
て
い
た
。

「
師
友
、
無
之
候
て
聖
賢
の
君
に
ひ
と
り
成
ら
れ

候
人
は
無
之
候
。」

　

こ
れ
な
ら
も
ち
ろ
ん
意
味
が
分
か
る
。
文
庫
本

は
、
原
文
が
一
文
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
二
文
に
区

切
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
筆
者
か
編
集

者
か
、
ど
こ
か
で
ミ
ス
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
『
帝
王
学
は
人
間
学
』（
伊
藤
肇
著　

徳
間

文
庫
）
の
内
容
は
、
後
に
出
版
さ
れ
た
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
の
『
現
代
の
帝
王
学
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
が
、

こ
の
誤
っ
た
引
用
原
文
は
削
除
さ
れ
て
い
た
。

『中国の小学生は
どう中国語を覚えるか』
（李凌燕著　はまの出版）

向山洋一が学んだこの1冊！

東
京
都
八
王
子
市
立
第
三
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会

笠か
さ

井い 

美み

香か

門も
ん

間ま 

政ま
さ

博ひ
ろ

１	

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
追
試

　

五
年
生
三
十
名
（
男
子
十
五
名
、

女
子
十
五
名
）
を
担
任
し
た
年
、
ク

ラ
ス
全
員
遊
び
の
時
間
で
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
行
っ
た
。

　

ク
ラ
ス
を
半
分
に
分
け
て
十
五
人

ず
つ
の
チ
ー
ム
で
あ
る
。

　

最
初
は
一
個
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

試
合
を
行
っ
た
。
最
後
の
一
人
が
当

て
ら
れ
た
後
、
子
供
た
ち
に
告
げ
た
。

「
今
度
は
ボ
ー
ル
を
二
個
！
」

と
。

「
ボ
ー
ル
を
二
個
に
す
る
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
」
は
向
山
氏
の
本
で
知
っ
た
。

向
山
氏
は
述
べ
る
。

　

ボ
ー
ル
が
二
個
に
な
っ
た
だ

け
で
、
運
動
量
は
極
度
に
増
大

２	

最
後
の
詰
め
で
男
子
の
不
満

　

最
後
の
試
合
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
宣
言
し
た
。

「
男
子
は
左
手
を
使
う
こ
と
！
」

　

男
子
チ
ー
ム
か
ら
不
満
の
声
が
あ

が
っ
た
。

「
な
ん
で
男
子
ば
か
り
？
」

「
女
子
は
狭
く
し
な
い
の
で
す

か
？
」

な
ど
で
あ
る
。

　

楽
し
く
盛
り
上
が
っ
た
雰
囲
気
が
、

一
気
に
冷
め
て
い
っ
た
。

　

向
山
氏
が
書
い
て
い
る
と
お
り
に

進
め
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

後
に
不
満
の
声
が
出
た
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ

た
の
か
。

　

答
え
は
、
向
山
氏
の
文
の
中
の
五

文
字
に
あ
っ
た
。

３	

数
文
字
に
こ
だ
わ
っ
て
読
む

　

読
み
落
と
し
の
五
文
字
が
あ
っ
た

向
山
氏
の
文
は
次
で
あ
る
。

　

こ
の
ゲ
ー
ム
は
楽
し
い
か
ら
、

何
回
か
や
る
。
そ
し
て
、
最
後

に
私
は
、「
男
の
子
は
左
手
で
や

る
こ
と
」
を
ル
ー
ル
に
入
れ
る

の
で
あ
る
。

（
前
掲
書　

一
四
四
ペ
ー
ジ
）

「
男
の
子
は
左
手
で
や
る
こ
と
」
に

ば
か
り
目
が
行
き
す
ぎ
て
い
た
の
だ
。

だ
か
ら
、
そ
の
直
前
に
あ
る
「
何
回

か
や
る
」
を
読
み
落
と
し
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
読
み
落
と
し
に
気
が
付
い
た

三
年
後
、
二
十
一
名
の
学
級
で
再
度

こ
の
実
践
に
挑
戦
し
た
。

　

男
子
の
コ
ー
ト
を
一
メ
ー
ト
ル
に

し
た
試
合
を
三
回
行
っ
た
後
に
、
左

手
だ
け
の
ル
ー
ル
を
入
れ
た
。

　

結
果
、
男
子
の
不
満
は
出
ず
、
試

合
の
決
着
も
な
か
な
か
付
か
な
い
ほ

ど
盛
り
上
が
っ
た
。

す
る
。
油
断
も
す
き
も
あ
っ
た

も
の
で
は
な
い
状
態
に
な
る
。

（『
新
版 

子
供
を
動
か
す
法
則
』

学
芸
み
ら
い
社 

一
四
二
ペ
ー
ジ
）

　

向
山
氏
が
述
べ
る
と
お
り
に
な
っ

た
。
最
初
の
試
合
の
と
き
と
は
子
供

た
ち
の
動
き
が
全
く
違
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
男
女
別
チ
ー
ム
に
切
り
替

え
、
男
子
の
コ
ー
ト
を
極
端
に
狭
く

し
た
試
合
を
行
っ
た
。

　

結
果
は
、
ボ
ー
ル
を
二
個
に
し
て

男
子
の
コ
ー
ト
を
狭
く
し
て
も
、
男

子
が
勝
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

男
子
の
コ
ー
ト
の
幅
を
一
メ
ー
ト
ル

に
し
た
試
合
を
し
た
の
だ
が
、
や
は

り
男
子
が
勝
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
向
山
氏
の
本
に
書

い
て
あ
る
と
お
り
に
進
ん
だ
。

数
文
字
に
こ
だ
わ
っ
て
読
む

「
男
の
子
は
左
手
で
や
る
こ
と
」
で
な
ぜ
不
満
が
噴
出
し
た
か
。
向
山
洋
一
氏
の
楽
し
い
実
践
を

追
試
し
て
も
、
た
っ
た
数
文
字
の
読
み
落
と
し
で
原
実
践
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
結
果
と
な
る
。

門も
ん

間ま 

政ま
さ

博ひ
ろ

東
京
都
八
王
子
市
立
第
三
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会
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授業技量向上の法則 私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

高
段
者
編

　

新
卒
で
教
師
生
活
に
絶
望
し
た
。

　

授
業
が
全
く
面
白
く
な
い
。

　

指
導
書
ど
お
り
に
算
数
の
授
業
を

し
て
も
、「
分
か
ら
な
い
」
の
連
発
。

　

物
語
文
で
定
石
ど
お
り
気
持
ち
を

問
う
と
、
子
供
か
ら
出
た
意
見
を
ど

う
さ
ば
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
放

置
。
社
会
科
の
教
科
書
を
み
ん
な
で

読
む
が
、
そ
の
後
、
何
を
し
て
い
い

の
か
分
か
ら
ず
、
経
験
談
を
話
し
て

終
了
。

「
教
師
っ
て
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
な

か
っ
た
の
？
」

「
職
業
間
違
え
た
」

　

放
課
後
、
教
室
掲
示
を
貼
り
替
え

る
時
間
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
う
疑

問
を
抱
え
な
が
ら
、
改
善
策
は
な
し
。

　

何
と
か
授
業
と
い
う
時
間
を
六
時

間
通
過
し
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
迎

え
る
放
課
後
は
、
提
出
物
の
嵐
。

「
こ
ん
な
生
活
が
こ
れ
か
ら
三
十
年

以
上
も
続
く
の
か
⋮
⋮
」

　

辞
め
る
勇
気
さ
え
も
て
ず
、
日
常

に
埋
没
し
て
過
ご
す
毎
日
。

　

あ
る
日
、
大
学
の
先
輩
と
再
会
し
、

愚
痴
を
こ
ぼ
す
。

「
授
業
が
全
然
う
ま
く
い
か
な
い

ん
っ
す
よ
」「
職
場
の
先
輩
は
『
そ

の
う
ち
う
ま
く
な
る
』
と
言
っ
て
く

れ
ま
す
が
、
そ
の
兆
し
全
く
な
し
」

　

先
輩
は
、「
即
効
性
の
あ
る
授
業

の
や
り
方
を
知
っ
て
い
る
」
と
返
答
。

「
マ
ジ
っ
す
か
？　

教
え
て
く
だ
さ

い
」

「
で
も
、宗
教
み
た
い
だ
か
ら
、ド
ッ

プ
リ
つ
か
る
と
よ
く
な
い
と
言
わ
れ

て
る
か
ら
な
ぁ
」

「
大
丈
夫
で
す
。
僕
は
、
群
れ
る
の

好
き
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
」

　

先
輩
が
教
え
て
く
れ
た
の
は
、『
国

語
の
授
業
が
楽
し
く
な
る
』（
向
山

洋
一
著　

明
治
図
書
）。

　

書
店
に
走
っ
た
。
そ
し
て
、
一
気

読
み
。
次
が
す
ぐ
読
み
た
く
な
っ
た
。

　

取
り
あ
え
ず
「
向
山
洋
一
」
と
あ

る
背
表
紙
は
大
人
買
い
。
そ
し
て
、

読
み
あ
さ
っ
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

教
育
技
術
の
法
則
化
運
動
。

　

法
則
化
シ
リ
ー
ズ
最
終
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
紹
介
を
見
て

吃き
っ

驚き
ょ
う

。
出
身
地
の
そ
ば
に
あ
っ
た
。

　

す
ぐ
に
、
門
を
た
た
く
。

　

先
輩
の
危
惧
は
的
中
。
法
則
化
運

動
に
、
頭
の
先
ま
で
ド
ッ
プ
リ
つ

か
っ
た
毎
日
が
始
ま
っ
た
。

　

授
業
の
準
備
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

　

教
室
に
、
子
供
の
笑
顔
が
増
え
た
。

　

子
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
論
文
を
書
く
。
小
学
校

の
と
き
、
最
も
苦
手
だ
っ
た
作
文
が

全
く
苦
に
な
ら
な
い
。

「
教
師
生
活
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し

か
っ
た
ん
だ
！
」

﹃
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集

39　

史
上
空
前
！　

教
育
技
術
法
則

化
運
動
の
誕
生
』（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）
を
読
み
返
し
、
あ
の
頃

の
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
が
よ
み
が

え
っ
て
き
た
。

て
い
る
と
、
居
残
り
し
て
い
た
子
が

ポ
ツ
リ
と
言
う
。

「
お
母
さ
ん
が
ね
え
、
○
○
先
生
の

方
が
よ
か
っ
た
ね
っ
て
言
っ
て
た
」

　

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
が
「
そ
う
だ
よ

な
」
と
我
が
身
を
振
り
返
り
納
得
。

　

放
課
後
、
校
務
分
掌
に
追
わ
れ
、

授
業
の
準
備
が
全
く
で
き
ず
。
そ
れ

で
も
、
次
の
日
は
、
や
っ
て
く
る
。

発
問
・
指
示
の
区
別
が
な
い
教
師
の

お
し
ゃ
べ
り
で
進
む
授
業
。
板
書
は
、

超
い
い
加
減
。
一
時
間
で
数
行
し
か

進
ま
な
い
ノ
ー
ト
。
気
の
利
い
た
子

し
か
し
な
い
発
言
。

「
授
業
っ
て
、
子
供
に
学
力
を
付
け

授
業
で
子
供
を
変
え
る

全
国
津
々
浦
々
で
多
く
の
教
師
が
夢
と
希
望
を
抱
い
た
教
育
技
術

の
法
則
化
運
動
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
前
身
）。
出
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

随
分
違
っ
た
教
師
人
生
を
歩
ん
で
い
た
。

河か
わ

田た 

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立
楢
崎
小
学
校

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

甲こ
う

本も
と 

卓た
く

司し

岡
山
県
鏡
野
町
立

香
々
美
小
学
校

A

Q

新
し
い
こ
と
を
追
加
し
て
い
き
ま
す
。
新
し
い

方
法
が
習
得
さ
れ
る
の
に
、
一
時
間
は
必
要
で

す
。
そ
の
学
習
が
定
着
し
た
上
に
次
の
方
法
を

付
け
加
え
て
い
き
ま
す
。
一
度
に
ス
テ
ッ
プ
を

三
段
も
四
段
も
上
が
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

す
。
運
動
会
の
練
習
で
も
学
習
発
表
会
の
練
習

で
も
、
算
数
の
時
間
は
絶
対
に
潰
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
時
間
割
を
変
更
す
る
と
き
に
は
、
よ

く
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２　

行
事
の
精
選

　

行
事
な
ど
の
精
選
は
私
が
新
採
用
の
と
き
か

ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
退
職
が
近
く

な
っ
た
今
で
も
言
わ
れ
ま
す
。
行
事
の
精
選
は

な
か
な
か
難
し
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

な
ら
練
習
時
間
を
精
選
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

体
育
主
任
、
教
務
主
任
に
な
れ
ば
可
能
だ
と

思
い
ま
す
。
な
っ
て
い
な
く
て
も
提
案
は
で
き

る
は
ず
で
す
。
練
習
時
間
が
増
え
る
こ
と
は
子

供
に
と
っ
て
も
大
変
負
荷
が
掛
か
り
、
安
定
し

た
学
力
の
保
障
に
な
り
ま
せ
ん
。
年
度
末
の
教

育
課
程
編
成
会
議
へ
数
値
と
し
て
出
す
の
も
一

つ
で
し
ょ
う
。
学
力
向
上
、
授
業
改
善
の
視
点

で
考
え
る
と
誰
も
反
対
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

今
年
度
か
ら
「
運
動
会
の
練
習
に
何
時
間
」
と
、

予
定
さ
れ
て
い
る
時
間
も
急
に
学
年
で
入
っ
た

練
習
時
間
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
お
き
ま
す
。

　

提
案
は
、
具
体
的
数
値
が
モ
ノ
を
い
い
ま
す
。

　
運
動
会
の
真
っ
た
だ
中
で
す
。
度
重

な
る
練
習
も
あ
り
、
子
供
た
ち
が
落
ち

着
き
ま
せ
ん
。
二
学
期
は
、
行
事
が
多

く
授
業
も
進
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

学
級
を
落
ち
着
か
せ
、
学
習
を
進
め
る

た
め
に
、
甲
本
先
生
が
日
々
気
を
付
け

て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
う
の
で
す
。
見
通
し
を
も
つ
こ
と
は
教
師
と

し
て
と
て
も
大
切
な
力
で
す
。
ち
な
み
に
私
は
、

組
体
操
な
ら
八
時
間
程
度
、
運
動
会
の
表
現

「
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
ソ
ー
ラ
ン
」
な
ら
六
時
間
程

度
で
仕
上
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
な
け

れ
ば
そ
こ
ま
で
で
す
。
周
り
か
ら
批
判
さ
れ
る

な
ら
甲
本
が
謝
れ
ば
い
い
、
褒
め
ら
れ
た
ら
子

供
た
ち
が
す
ば
ら
し
い
の
で
す
。
運
動
会
の
練

習
時
間
を
減
ら
す
こ
と
を
一
番
に
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
練
習
時
間
を
五
分
程
度
早
め
に
終
え

る
こ
と
で
す
。
体
力
も
使
い
ま
す
。
少
し
休
憩

時
間
が
長
い
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
の
で
す
。

　

次
は
授
業
を
し
ま
す
。
運
動
会
や
学
習
発
表

会
と
い
っ
た
行
事
が
目
の
前
に
迫
っ
て
く
る
と

授
業
を
潰
し
て
練
習
を
す
る
⋮
⋮
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
絶
対
に
い
け

ま
せ
ん
。
授
業
が
子
供
た
ち
を
安
定
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
も
教
科
書
を
使
う
と
よ
り
安
定
し
ま
す
。

　

中
で
も
算
数
の
授
業
は
潰
す
と
後
で
取
り
返

し
が
で
き
ま
せ
ん
。
算
数
は
、
一
時
間
ご
と
に

　

１　

授
業
を
潰
さ
な
い

　

運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
運
動
会
の
た
め
の

練
習
を
し
よ
う
と
す
る
と
時
間
に
追
わ
れ
ま
す
。

組
体
操
を
し
よ
う
と
考
え
る
な
ら
四
月
か
ら
基

礎
的
な
練
習
を
し
て
お
く
べ
き
で
す
。
ダ
ン
ス

を
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ダ
ン
ス
の
曲
を
体
育
の

時
間
に
か
け
て
お
く
ぐ
ら
い
の
配
慮
が
あ
っ
て

よ
い
と
思
い
ま
す
。
教
師
の
段
取
り
で
す
。
運

動
会
が
迫
っ
て
い
る
、
こ
の
ま
ま
で
は
思
う
よ

う
に
で
き
な
い
⋮
⋮
と
考
え
る
か
ら
焦
っ
て
し

教
師
の
「
見
通
し
力
」
が
大
切

練
習
時
間
の
精
選
に
心
掛
け
る
。

教
科
書
を
使
っ
た
授
業
が
学
級
を
安
定
さ
せ
る
。
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回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る　

　

構
成
：
和わ

田だ 

孝た
か
　こ子

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　http://tosshoken.com/

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：和田孝子

先
輩
教
員
が
毎
週
土
日
の
ど
ち
ら
か
に
出
勤
し
、

作
業
な
ど
が
進
ん
で
い
る
。
私
も
土
日
に
出
勤
し
た

方
が
よ
い
か

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 

株式会社 騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

TOSS Kids School
最新情報
退職後にもTOSSで活動することを
夢見る。

　

同
じ
学
年
の
先
輩
教
員
の
二

人
が
、
毎
週
土
日
の
ど
ち
ら
か

に
出
勤
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

い
つ
も
学
年
の
打
合
せ
と
作
業

が
進
み
ま
す
。
申
し
訳
な
い
の

で
、
私
も
出
勤
し
た
方
が
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

法
律
的
に
は
、

土
日
を
使
わ
な
い
と
終
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
仕
事
量
を
教
職
員
に
命

じ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

管
理
職
が
労
働
基
準
法
違
反
の
行

為
と
し
て
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
そ
の
違
法
行
為
に
加
担
す
べ
き
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
管
理
職
に
現
状

を
伝
え
て
、「
学
年
打
合
せ
や
学
年
の

作
業
は
、
で
き
る
だ
け
勤
務
時
間
内
に

し
て
も
ら
う
よ
う
伝
え
て
も
ら
え
ま
せ

ん
か
？
」
な
ど
と
お
願
い
す
る
の
も
、

一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、

先
輩
教
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
土
日
出
勤
す
る
こ
と
自
体
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
も
事
実
で
す
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
で

き
る
だ
け
、
そ
の
よ
う
な
時
間
外
の
作

業
は
控
え
る
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
次
号
。

　

今
年
度
よ
り
算
数
で
習
熟
度
別

学
習
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
担
任

以
外
の
先
生
の
授
業
を
受
け
た
結

果
、
点
数
が
急
激
に
下
が
っ
た
子

が
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
「
担
当
の

先
生
を
外
し
て
ほ
し
い
」
と
ク
レ
ー

ム
が
入
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

対
応
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
向
山
塾
、
静
岡
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
と
、

二
週
連
続
で
新
幹
線
に
乗
っ
て
出

掛
け
た
。
向
山
先
生
の
体
調
は
、

そ
ん
な
に
い
い
と
は
言
え
な
か
っ

た
が
、
品
川
で
向
山
先
生
は
深
川

飯
の
弁
当
（
品
川
駅
の
も
の
に
限

る
）、
師
尾
は
シ
ュ
ウ
マ
イ
弁
当

を
買
い
、
出
掛
け
た
。

　

向
山
先
生
は
、
も
う
何
十
年
も

前
か
ら
「
教
師
の
退
職
後
の
仕
事
」

に
つ
い
て
話
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

頃
は
、
再
雇
用
で
、
教
師
の
仕
事

が
生
か
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
た
が
、

昔
は
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
す
よ
う
な

仕
事
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ

ｏ
ｌ
は
、
＂Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
で
き

た
教
師
だ
か
ら
で
き
る
仕
事
＂
を

向
山
先
生
が
描
き
、
そ
れ
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
、
山
口
の
稲
田
先

生
や
師
尾
が
、
一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
う
、
三
年

も
前
か
ら
準
備
し
始
め
て
い
る
。

教
材
・
教
具
を
始
め
、
看
板
や
チ

ラ
シ
な
ど
、
塾
開
設
に
伴
う
一
式

を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　

い
よ
い
よ
静
岡
の
杉
山
、
高
山

先
生
が
退
職
さ
れ
、
こ
の
動
き
は

加
速
し
た
。
何
し
ろ
今
後
、
法
則

化
一
期
生
が
次
々
と
退
職
さ
れ
る
。

法
則
化
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作
っ
て
き

た
先
生
方
が
、
こ
の
運
動
に
加

わ
っ
て
く
れ
た
ら
、
一
気
に
動
き

出
す
に
違
い
な
い
。

　

教
師
の
指
導
ス
キ
ル
を
も
っ
た

先
生
方
が
塾
を
経
営
し
、
ま
た
新

た
な
子
供
た
ち
と
出
会
え
る
。

　

三
月
に
退
職
し
、
四
月
か
ら
塾

を
始
め
た
杉
山
先
生
の
話
に
は
驚

い
た
。
塾
生
三
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、

三
か
月
後
の
今
は
二
十
人
を
超
え

て
い
る
と
い
う
。
応
援
し
て
く
れ

る
保
護
者
が
い
て
、
社
会
貢
献
活

動
で
知
り
合
っ
た
方
々
も
い
る
。

向
山
先
生
の
指
示
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が

取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
活
動
が
、

新
し
い
動
き
を
支
え
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

向
山
先
生
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

一
の
教
材
を
次
々
と
作
り
出
し
て

き
た
。
そ
の
話
を
具
体
的
に
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
だ
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
教
材
は
日
本
一
な
の
だ
。

　

稲
田
先
生
の
実
践
報
告
も
興
味

深
か
っ
た
。
某
塾
で
学
力
が
伸
び

な
か
っ
た
の
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ

ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
に
変
わ
る

こ
と
に
し
た
ら
、
そ
の
保
護
者
は
、

塾
か
ら
非
常
に
冷
た
い
仕
打
ち
を

受
け
た
と
い
う
。
現
在
塾
は
大
変

な
数
が
存
在
し
て
い
る
。
一
番
合

う
指
導
を
選
ぶ
の
は
当
た
り
前
で

あ
り
、
塾
本
来
の
使
命
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ

ｏ
ｏ
ｌ
で
、
驚
く
ほ
ど
学
力
を
伸

ば
し
た
お
子
さ
ん
の
報
告
も
あ
る
。

教
育
委
員
会
な
ど
の
様
々
な
圧
力

を
受
け
ず
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
指
導

法
で
、
お
子
さ
ん
の
成
長
だ
け
を

願
っ
て
指
導
で
き
る
。

　

騒
人
社
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 
Ｋ
ｉ

ｄ
ｓ 

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
家
庭
教
育

シ
リ
ー
ズ
第
三
弾
『
プ
ロ
教
師
向

山
洋
一
の
ザ
・
父
親
学
』
の
書
籍

も
八
月
に
発
刊
す
る
。

　

退
職
し
て
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
夢
を

更
に
追
い
掛
け
て
い
る
。

　

塾
経
営
に
興
味
が
あ
る
方
、
稲

田
先
生
に
お
問
合
せ
い
た
だ
き
た

い
。

※	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ	

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ	

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

	http://w
w
w
5a.biglobe.ne.jp/~jubilo/
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次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ

オクム師匠の教え⑥
「フレーズだけが先に行っている。
私は歌も同時にあなたに教える。
少ししたらガラとオドゥオンゴも教える」

　

村
に
は
電
気
が
な
い
。
携
帯
電

話
の
充
電
は
、
市
場
に
買
い
物
に

行
っ
た
つ
い
で
に
す
る
こ
と
に
し

て
い
た
。

　

そ
の
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。
日

本
の
母
か
ら
だ
っ
た
。
叔
父
が
危

篤
だ
と
い
う
。

　

オ
ク
ム
師
匠
に
事
情
を
説
明
し
、

「
す
ぐ
に
戻
る
か
ら
」
と
約
束
し

て
、
日
本
へ
一
時
帰
国
す
る
。

　

葬
儀
を
終
え
、
ナ
イ
ロ
ビ
に
到

着
し
た
途
端
に
発
熱
。
熱
が
下

が
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
果
物
ナ
イ

フ
で
左
手
の
親
指
の
付
け
根
を

切
っ
て
ナ
イ
ロ
ビ
の
病
院
で
縫
合

手
術
。
十
日
ほ
ど
の
予
定
が
、
一

か
月
以
上
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
村
に
戻
っ
た
ら
オ

ク
ム
も
マ
マ
も
満
面
の
笑
み
で
迎

え
て
く
れ
た
。

　

オ
ク
ム
は
、
別
棟
に
私
の
部
屋

ま
で
用
意
し
て
く
れ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
は

帰
っ
て
こ
な
い
の
か
」

「
外
国
人
に
裏
切
ら
れ
る
の
か
」

と
う
わ
さ
し
て
い
た
人
も
少
な
く

な
か
っ
た
ら
し
い
。

　

村
の
人
た
ち
の
喜
び
よ
う
も
相

当
な
も
の
だ
っ
た
。
水
く
み
を
し

て
い
て
も
、
た
き
木
拾
い
を
し
て

い
て
も
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
自
主

練
習
を
し
て
い
て
も
、

「
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
、お
帰
り
な
さ
い
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
。

　

だ
が
、
一
番
の
変
化
は
、
オ
ク

ム
に
弟
子
入
り
を
認
め
ら
れ
た
こ

と
だ
っ
た
。

　

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
一

人
で
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
練
習
を
し

て
い
る
と
、
通
り
掛
か
っ
た
オ
ク

ム
が
私
の
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り

上
げ
た
。
そ
し
て
、
ワ
ン
フ
レ
ー

ズ
弾
い
て
「
同
じ
よ
う
に
や
っ
て

ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く
れ

た
の
だ
。

　

数
日
後
、
初
め
て
の
稽
古
の
日
、

オ
ク
ム
が
言
っ
た
。

「
今
、
あ
な
た
は
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ

の
フ
レ
ー
ズ
し
か
知
ら
な

い
」

「
歌
を
一
つ
も
知
ら
な
い
。

フ
レ
ー
ズ
だ
け
が
先
に

行
っ
て
い
る
。
私
は
歌
も

同
時
に
あ
な
た
に
教
え
る
」

「
少
し
し
た
ら
ガ
ラ
と
オ

ド
ゥ
オ
ン
ゴ
も
教
え
る
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
」

　

外
国
人
の
、
し
か
も
女

性
を
弟
子
と
し
て
迎
え
入

れ
る
。
そ
れ
が
、
ど
れ
ほ

ど
大
変
な
こ
と
な
の
か
を
、

彼
は
当
然
知
っ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。

「
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
が
や
っ
て

き
た
の
だ
か
ら
、
大
金
持
ち
に

な
っ
た
は
ず
だ
」

「
外
国
人
に
魂
を
売
っ
た
」

「
自
分
た
ち
の
文
化
を
裏
切
っ

た
」

　

心
な
い
陰
口
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
素
振
り
を
、
オ

ク
ム
は
私
の
前
で
一
回
も
見
せ
な

か
っ
た
。

︵
ア
レ
ゴ
村
の
風
景
︶

向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

東京教育技術研究所　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ

番外編
（おまけシリーズ）
向山先生との日常の一コマ。

【
お
ま
け
】
究
極
の
選
択

　

ど
ち
ら
か
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う

と
思
い
、
向
山
先
生
に
質
問
し
た
。

「
師
尾
先
生
と
私
、
ど
っ
ち
が
怖

い
で
す
か
？
」

　

す
か
さ
ず
、
師
尾
先
生
が
「
み

さ
き
だ
よ
ね
ー
。
原
稿
催
促
と
か

厳
し
い
も
の
」
と
言
っ
た
け
ど
、

私
の
中
で
は
答
え
は
分
か
っ
て
い

た
。
そ
れ
な
の
に
、
向
山
先
生
は

こ
う
答
え
た
。

「
究
極
の
選
択
だ
。
一
年
考
え
さ

せ
て
」

　

私
は
、「
も
ち
ろ
ん
、
も
ろ
ち
ゃ

ん
だ
よ
」
と
、
向
山
先
生
が
何
の

迷
い
も
な
く
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
と

考
え
て
水
を
向
け
た
と
い
う
ハ
ラ

が
あ
っ
た
の
に
。

　

ま
、
即
断
即
決
の
向
山
先
生
が

一
年
も
か
け
て
答
え
を
出
す
と
は
、

よ
っ
ぽ
ど
師
尾
先
生
が
怖
い
の
だ

な
と
納
得
す
る
こ
と
に
し
た
。

【
お
ま
け
】
風
邪
①

美
崎　

風
邪
を
引
き
ま
し
た
。

向
山　

え
、
頭
が
？

美
崎　

せ
ん
せ
、
頭
の
中
が
ス
カ

ス
カ
で
も
、
頭
は
風
邪
を
引
か

な
い
の
で
す
よ
。

と
言
い
つ
つ
も
、
頭
の
中
が
ギ
ュ

ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
向
山
先
生
が
言

う
と
真
実
か
も
と
思
え
て
し
ま
う
。

【
お
ま
け
】
風
邪
②

　

風
邪
は
治
っ
た
と
思
っ
た
が
、

せ
き
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
せ
き

止
め
は
飲
ん
で
い
た
。

　

だ
か
ら
、
向
山
先
生
か
ら
お
酒

を
勧
め
ら
れ
た
と
き
に
、「
薬
、

飲
ん
で
い
る
の
で
」
と
お
断
り
し

た
ら
、「
老
化
防
止
？
」

　

年
齢
や
美
貌
（
？
）
の
衰
え
に

敏
感
な
お
年
頃
な
の
で
、
チ
ク
ッ

と
し
た
が
、「
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。

廊
下
4

4

は
走
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

よ
」
と
、
今
度
は
と
ん
ち
ん
か
ん

な
ダ
ジ
ャ
レ
で
お
返
し
し
た
。

【
お
ま
け
】
悪
魔
の
さ
さ
や
き

　

健
康
診
断
の
結
果
が
良
か
っ
た

の
で
、「
特
に
問
題
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
言
う
と
、
師
尾
先
生
が

「
悪
い
の
は
顔
だ
け
、
頭
だ
け
？
」

　

来
た
な
ー
と
思
っ
た
の
で
、

「
ぜ
ー
ん
ぶ
、
い
い
で
ー
す
」
と

答
え
た
ら
、
向
山
先
生
が
「
そ
う

だ
ね
ー
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　

向
山
先
生
か
ら
「
そ
う
だ
ね
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多

い
か
と
思
う
が
、
向
山
先
生
の

「
そ
う
だ
ね
」
に
は
何
と
も
言
え

な
い
優
し
さ
が
あ
る
。

　

あ
あ
、
そ
れ
な
の
に
、
そ
れ
な

の
に
。

　

師
尾
先
生
が
「
先
生
、『
そ
う

だ
ね
』
じ
ゃ
な
く
て
。『
そ
う
か

ね
』
で
し
ょ
」

　

こ
れ
を
悪
魔
の
さ
さ
や
き
と
言

わ
ず
し
て
何
と
い
う
。

【
今
月
の
向
山
先
生
】

世界初女性
ニャティティ奏者
アニャンゴこと

原稿チェックとサマーセミナー事務局
Ｔシャツの一言を書く向山先生。
どこでも仕事をする。（させている?!）

研究所メルマガ６月の「今月の一
言」で、向山先生は、英語の授業
をやっていますかと問うています。
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髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

戦
後
七
十
周
年
に
お
け
る
情
報
戦
　
第
四
十
四
回

歴
史
戦
と
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の
共
通
課
題
（
２
）

一	

「
通
底
す
る
価
値
」

　

道
義
国
家
日
本
の
歴
史
戦
の
課
題
と
「
考

え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の
共
通
す
る
課
題
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
「
通
底
す
る
価
値
」

で
あ
る
。

　

二
〇
〇
二
年
に
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
創
立

七
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た

モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
国
際
会
議
「
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
の
コ
モ
ン
モ
ラ
リ
テ
ィ
の
探
求
」
と
、

二
〇
〇
五
年
の
ユ
ネ
ス
コ
創
立
六
十
周
年
記

念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
の
多
様
性
と

通
底
の
価
値
」
で
、「
異
な
る
文
明
に
通
底

す
る
価
値
」
を
見
い
だ
す
こ
と
の
必
要
性
が

強
調
さ
れ
た
。

「
通
底
す
る
価
値
」
と
は
一
体
何
か
。
文
化

や
価
値
観
の
多
様
性
を
認
め
得
る
「
寛
容

さ
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
対
話
」
を
通
し
て
、

共
有
可
能
な
新
し
い
価
値
を
探
求
し
、
違
い

を
生
か
し
合
い
、
補
い
合
い
、
高
め
合
う
と

い
う
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
普
遍
的
（universal

）」
と
い
う
言
葉
に

は
「
一
つ
に
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の

で
、
優
秀
な
価
値
で
統
一
す
る
と
い
う
印
象

を
与
え
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
「
普
遍
的
価
値
」

で
は
な
く
、「
通
底
す
る
価
値
」
と
い
う
表

現
に
し
た
の
は
、
道
徳
教
育
を
進
め
る
上
で

も
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
通
底
す
る
」
の
英
語
は

“transversal
”で
、「
横
切
る
」「
交
差
す
る
」

と
い
う
意
味
。「
通
底
す
る
価
値
」
と
は
、「
相

互
に
通
い
合
う
」
価
値
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

多
様
な
価
値
観
を
尊
重
す
る
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
違
い
を
共
に
生
か
し
合
い
（「
共

活
」）、
補
い
合
っ
て
、
共
に
育
ち
（「
共
有
」）、

共
に
新
し
い
価
値
を
発
見
し
、
創
造
（「
共

創
」）
で
き
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

二	

「
相
互
律
」「
即
非
の
論
理
」

　

論
理
学
の
い
わ
ゆ
る
「
自
同
律
」「
矛
盾

律
」
で
考
え
る
と
、
自
同
律
と
は
、
Ａ
は
Ａ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
矛
盾
律
と
は
、

Ａ
は
非
Ａ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
矛
盾
律
は
自
同
律
が
反
省
を

経
た
必
然
的
展
開
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
低
次

の
分
析
的
、
概
念
的
認
識
（ratio

）
は
、
こ

の
原
理
に
従
い
、
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
と
確
定
し
、

こ
れ
を
非
Ａ
か
ら
区
別
す
る
。

　

現
代
の
危
機
や
対
立
の
根
源
に
あ
る
の
は
、

こ
の
自
同
律
、
矛
盾
律
を
原
理
と
す
る
悟
性

の
み
に
従
っ
て
行
動
し
て
き
た
近
代
合
理
主

義
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
Ａ
が
存
在

す
る
の
は
非
Ａ
が
存
在
す
る
か
ら
で
、
非
Ａ

が
存
在
す
る
の
は
Ａ
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ

る
」
と
い
う
よ
う
に
相
互
依
存
関
係
に
お
い

て
捉
え
る
原
理
を
「
相
互
律
」
と
い
う
。

　

単
純
な
二
分
法
論
理
に
立
脚
し
た
対
立
図

式
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
鈴
木
大
拙
の
言

う
「
即
非
の
論
理
」、
西
田
幾
多
郎
の
言
う

「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
認
識
に
立
脚

す
る
必
要
が
あ
る
。

「
即
非
の
論
理
」
と
は
、
肯
定
（
即
）
と
否

定
（
非
）
と
が
、
そ
の
ま
ま
自
己
同
一
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
西
田
幾
多
郎
は
こ
れ
を

「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
表
現
し
た
の

で
あ
る
。

　

Ａ
と
非
Ａ
と
い
う
絶
対
的
に
矛
盾
す
る
も

の
の
自
己
同
一
を
示
す
の
に
、「
即
」
と
い

う
文
字
を
用
い
た
感
性
に
は
驚
嘆
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。

　

自
同
律
、
矛
盾
律
で
友
達
を
排
除
し
、
ほ

か
と
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
相
性

の
合
わ
な
い
Ａ
と
非
Ａ
が
調
和
し
共
存
し
て

い
く
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
道
徳
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
思
考
の
枠
組

み
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
）
な
の
で
あ
る
。
Ａ
が
非

Ａ
を
敵
視
す
る
の
で
は
な
く
、
Ａ
が
非
Ａ
に

よ
っ
て
、
非
Ａ
が
Ａ
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い

る
と
い
う
根
源
的
な
関
係
性
に
深
く
「
気
付

か
せ
」「
自
覚
さ
せ
」
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

最
も
相
性
の
悪
い
友
達
こ
そ
、
自
分
に
最

も
大
切
な
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
掛

け
替
え
の
な
い
存
在
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

三	

「
和
し
て
同
ぜ
ず
」

　

二
〇
〇
五
年
に
ユ
ネ
ス
コ
、
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道

徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
共
催
で
行
わ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
の
多
様
性
と
通
底
の
価

値
」
で
も
、「
文
化
の
多
様
性
」
こ
そ
人
類

生
存
の
鍵
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
、「
異
な
る

文
明
に
通
底
す
る
価
値
」
を
発
見
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
多
角
的
、
領
域
横
断
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
っ
て
、
多
様
性
は
相
補
的
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、「
通
底
す
る
価
値
」
の
発
見
に

よ
っ
て
、「
多
様
性
の
中
の
統
一
性
」
と
し

て
「
収し

ゅ
う

斂れ
ん

」
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の
課
題
は
、「
対

話
」
を
通
し
て
、
多
様
な
価
値
観
に
通
底
す

る
価
値
に
い
か
に
気
付
か
せ
、
自
覚
さ
せ
る

か
に
あ
る
。

　

前
述
し
た
「
文
化
の
多
様
性
と
通
底
の
価

値
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
終
公
式
声
明
で
は
、

「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
の
和
の
精
神
は
「
調
和

す
る
こ
と
を
意
味
」
し
、「
対
話
と
は
対
決

で
あ
り
、挑
戦
で
あ
り
、変
容
」
で
あ
り
、「
対

話
の
理
想
的
な
場
と
し
て
の
『
道
』」
の
文

化
の
意
義
が
確
認
さ
れ
た
。
天
野
貞
祐
は

『
国
民
実
践
要
領
』（
酣
灯
社
）
に
お
い
て
、

道
義
の
精
神
に
よ
っ
て
「
和
協
へ
の
道
」
を

開
く
と
表
現
し
て
い
る
が
、同
義
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
の
ユ
ネ
ス
コ
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
国
際

会
議
で
提
起
さ
れ
た
「
伝
統
と
近
代
の
融

合
」「
伝
統
文
化
の
創
造
的
継
承
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
縦
軸
の
伝
統
的
な
国
民
道

徳
と
横
軸
の
近
代
の
市
民
道
徳
の
調
和
を
い

か
に
図
る
か
、
と
い
う
道
徳
教
育
の
今
日
的

課
題
と
直
結
し
て
お
り
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
る
。

　

こ
う
し
た
論
点
を
踏
ま
え
、「
対
話
」
を

通
じ
て
自
己
と
他
者
、
共
同
体
な
ど
と
の
関

わ
り
や
「
通
底
す
る
価
値
」
に
気
付
か
せ
、

自
己
を
開
く
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
道
徳
的

価
値
の
「
自
覚
」
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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T
O
S
S
全
国
の
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

TOSS・文部科学省受託事業　小学校外国語科研修会in名古屋
（TOSS中央事務局　手塚美和）

島根県
TOSS邑智

島根県邑南町立高原小学校

太
おお

田
た

 政
まさ

男
お

連絡先：ohta.masao@toss2.com

授業づくりから学校づくりまで学べる
　勤務校で主任を勤めるメンバーも多くなっ
た。「教務主任として、どのように学校をシ
ステム化していくのか」「研究主任として、
どのように研究を進めていくのか」など、学
校の文書を持ち寄って情報交換を行っている。
　セミナーに参加したときには、セミナーで
の学びを教室で実践し、その様子をビデオや
レポート、模擬授業などで共有している。
　目の前の子供たちのために活動を続ける。

英語必修化に伴う５・６年生向けカリキュラム・教材・指導案、及び研修事業の開発
【主催】TOSS英会話中央事務局　　【後援】名古屋市教育委員会
【開催日時】2018年9月30日（日）　11時から14時30分（受付10時30分） 
【開催場所】名古屋国際会議場（名古屋市熱田区熱田西町1-1）
【定員】240名　　【参加費】無料
【講師】	谷和樹氏（玉川大学教職大学院教授）	 井戸砂織氏（愛知県公立小学校 教諭）
	 小嶋悠紀氏（長野県公立小学校 教諭）	 加藤心氏（北海道公立中学校 教諭）
	 小林智子氏（群馬県英語教育アドバイザー教員）
【日程（予定）】
第１講座　５年生のカリキュラム・一単位時間の授業の開発と成果
　　　　　（１）５年生模擬授業　授業者：小林智子氏、青木翔平氏
　　　　　（２）コメント：谷和樹氏、井戸砂織氏、小嶋悠紀氏
第２講座　６年生のカリキュラム・一単位時間の授業の開発と成果
　　　　　（１）６年生模擬授業　授業者：井戸砂織氏、加藤心氏
　　　　　（２）コメント：谷和樹氏、井戸砂織氏、小嶋悠紀氏
第３講座　実技指導体験講座（井戸砂織氏、 TOSS英会話中央事務局メンバー ) 
　　　　　『楽しく英語を話せるようになる三構成法による指導』
　　　　　「単語練習」「状況設定」「口頭繰り返し練習」「アクティビティ」
第４講座　ここまでできるようになる中学校英語の事実　加藤心氏
第５講座　特別支援の視点から見た子供が英語を話せるようになるための指導法の工夫　小嶋悠紀氏
第７講座　子供が楽しく英語を話せるようになる教室実践のあり方　井戸砂織氏
第８講座　移行期の英語教育と2020年からの子供が英語を話せるようになる英語教育のあり方　谷和樹氏
第９講座　Ｑ＆Ａ講座（講師全員）

千葉県
TOSSあやめ

千葉県佐倉市立和田小学校

小
こ

松
まつ

 和
かず

重
しげ

連絡先：k.kazu@topaz.ocn.ne.jp

指名なし音読、発表が定例会の定番
　定例会は毎回、「教育トークライン」の向
山洋一氏の巻頭論文を読み合わせしている。
指名なし音読であり、好きなときに立って、
好きなだけ読む。読み終わったら指名なし発
表で感想を言う。最初に声を発することで、
サークルに参加した実感が湧くという。８月
に200回を迎えたTOSSあやめも、最近は新メ
ンバーが入っていない。弱体化しないよう、
地域に更に広めていきたい。

9
月六

月
一
日
㈮	

聖
路
加
病
院
、
検
査
（
Ｍ
Ｒ

Ｉ
）、
問
診
。

六
月
二
日
㈯	

仙
台
、
向
山
塾
。

六
月
三
日
㈰	

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

仙
台
よ
り
帰
京
。

六
月
四
日
㈪	

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
「
叙
々

苑
」。
師
尾
、
雨
宮
、
戸
村
、
水
川
、
美
崎

ら
と
。

六
月
五
日
㈫	

東
京
タ
ワ
ー
の
下
、
芝
「
と
う

ふ
屋
う
か
い
」
に
て
静
岡
県
議
の
中
沢
公
彦

氏
と
の
懇
親
会
。
向
山
、
谷
、
師
尾
、
美
崎
、

静
岡
の
高
山
先
生
、
杉
山
先
生
、
手
塚
先
生

も
参
加
。

六
月
六
日
㈬	

談
広
告
打
合
せ
。
夕
方
、
三
井

住
友
銀
行
。
夜
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
と
懇
親

会
。

六
月
七
日
㈭	

夕
方
、
山
梨
へ
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
「
木
曽
路
」。
皆
、

山
梨
に
行
っ
た
そ
の
足
で
駆
け
つ
け
る
。
山

梨
の
先
生
方
も
大
勢
参
加
。

六
月
八
日
㈮	

「
木
曽
路
」。
師
尾
、
美
崎
、
水

川
氏
達
。

六
月
九
日
㈯	

谷
ゼ
ミ
、
川
崎
。

六
月
十
日
㈰	

体
育
セ
ミ
ナ
ー
、
大
田
区
東
糀

谷
小
。
大
場
校
長
。

六
月
十
一
日
㈪	

岡
山
の
逢
沢
一
郎
議
員
の

パ
ー
テ
ィ
ー
へ
。
四
ツ
谷
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
」
二
千
名
。
向
山
、
師
尾
、
谷
、

戸
村
、
久
野
、
水
川
、
美
崎
。

六
月
十
二
日
㈫	

昼
、
小
貫
、
師
尾
。

六
月
十
三
日
㈬	

「
木
曽
路
」。
水
川
、
戸
村
、

久
野
、
師
尾
。

六
月
十
四
日
㈭	

夕
方
、
三
井
住
友
銀
行
。
い

つ
も
支
店
長
が
来
ら
れ
る
。

　
　

中
央
事
務
局
会
議
（
第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ

ル
）
四
十
名
近
く
。
弟
の
行
雄
も
参
加
。

六
月
十
五
日
㈮	

「
木
曽
路
」、
み
ん
な
と
。

六
月
十
六
日
㈯	

「
木
曽
路
」
で
、
恵
理
子
、

か
ん
ち
ゃ
ん
、
廣
田
先
生
、
瀧
澤
先
生
、
美

崎
ら
と
食
事
。

六
月
十
七
日
㈰	

「
木
曽
路
」
で
、
向
山
型
国

語
入
門
講
座
の
二
次
会
。
三
次
会
は
「
庄

や
」。
長
谷
川
、
小
嶋
、
桜
木
、
小
貫
、
黒
杭
、

星
野
、
尾
堤
、
原
田
先
生
た
ち
と
。

六
月
十
八
日
㈪	

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

「
叙
々
苑
」。
桜
木
氏
達
。

六
月
十
九
日
㈫	

午
前
中
、
三
井
住
友
銀
行
。

午
後
、
聖
路
加
病
院
。
夜
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ー

ム
と
懇
親
会
。

六
月
二
十
日
㈬	

夜
、
美
崎
、
師
尾
氏
達
と
。

六
月
二
十
一
日
㈭	

「
木
曽
路
」
で
今
日
も
。

六
月
二
十
二
日
㈮	

恵
理
子
達
と
、「
木
曽
路
」
で
。

六
月
二
十
三
日
㈯	

特
別
支
援
教
育
セ
ミ
ナ
ー

（
教
育
会
館
）「
築
地
す
し
ざ
ん
ま
い
」
で
懇

親
会
。

六
月
二
十
四
日
㈰	

英
会
話
セ
ミ
ナ
ー
（
教
育

会
館
）。

六
月
二
十
五
日
㈪	

聖
路
加
病
院
。

六
月
二
十
六
日
㈫	

税
理
士
の
長
崎
先
生
と
打

合
せ
。
夜
、
青
年
事
務
局
会
議
。
二
十
五
名
。

「
木
曽
路
」。

六
月
二
十
七
日
㈬	

恵
理
子
達
と
食
事
。

六
月
二
十
八
日
㈭	

午
前
中
、
聖
路
加
病
院
。

午
後
、
三
井
住
友
銀
行
、
日
興
証
券
、
大
和

証
券
と
打
合
せ
。
夜
は
、
い
つ
も
の
「
木
曽

路
」。

六
月
二
十
九
日
㈮	

恵
理
子
の
旦
那
の
名
取
監

督
と
打
合
せ
「
木
曽
路
」。

六
月
三
十
日
㈯	

名
古
屋
で
、
最
後
の
「
向
山

塾
」。
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
宿
泊
。

2018年6月

大
好
評
発
売
中
！

【
新
書
版
】
向
山
洋
一
全
集

第
一
期　

一
～
一
〇
巻
（
以
下
続
刊
予
定
）

各
一
冊　

二
五
〇
〇
円
（
税
込
）

東
京
教
育
技
術
研
究
所
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給食の時間を楽しく（ストレスゼロ）
－子供を伸びやかに育てるTOSSの指導法－特集

『教育トークライン』10月号
予告　9月15日発行

谷和樹　　向山行雄　木村重夫　河田孝文
水本和希　堀田和秀　桜木泰自　片山育男
森元智博　溝端達也　小林智子　川原雅樹
金子史　　小野隆行　松崎力

教育トークライン：第501号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、
　　　田村純子（編集実務）、手塚美和、橋本信介、
　　　久野歩、小嶋悠紀、板倉弘幸（校正）
発行人：向山洋一
発行所：東京教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌 32 ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS高段者に聞く！
Ｑ＆Ａ 「教師のうちに
やっておきたいこと」

３

４

（動画） （動画）

夏休み明け クラス再構築の急所

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL9　パスワード：57zyua

編
集
後
記		

▼
教
育
界
に
は
一
般
か
ら
み
る
と
不
可
思
議

な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

嫌
い
な
も
の
で
も
無
理
や
り
食
べ
さ
せ
る
給

食
指
導
。
研
究
授
業
の
指
導
案
に
参
考
文
献

を
載
せ
る
と
「
載
せ
な
く
て
よ
い
」
と
指
導

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
お
か
し
な
学
校
ル
ー
ル

を
本
誌
で
今
後
取
り
上
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

全
国
の
事
例
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
戸
村
）

▼
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
で
は
、「
今
月

の
向
山
洋
一 

教
育
語
録
」
と
し
て
向
山
氏
の

教
師
時
代
の
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
が
向
山
氏
の
映
像

を
分
析
し
た
解
説
も
掲
載
。
本
誌
が
刊
行
さ

れ
る
た
び
に
更
新
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
毎
月

視
聴
し
て
、
向
山
実
践
の
原
点
に
立
ち
返
る

機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
！
（
久
野
）

▼
特
別
支
援
を
要
す
る
子
供
と
の
付
き
合
い

は
、
相
手
が
何
年
生
の
子
で
も
大
変
で
す
。

二
年
生
の
子
に
回
し
蹴
り
を
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
子
と
の
格
闘
の
一
年
間

は
、
私
の
白
髪
を
急
増
さ
せ
ま
し
た
。
今
月

の
特
集
は
、
そ
の
よ
う
な
子
供
に
ど
う
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
も
こ
の
と
お
り
だ
と
思
い

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。（
板
倉
）



トークライン活用法
❶ トークラインのWEBページ
 「デジタル・トークライン」

本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。

1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで
見られます。

2 コピーフリーページ（p.37）で紹介
しているコンテンツを、ダウンロード
して自由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

4 今月の表紙人物について、デザインした
水川氏本人の解説を読むことができます。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所・TOSSランドとの
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

〇TOSSランドとのタイアップ※ p.36 をご覧ください。
　→TOSSランド、動画ランド、TOSS-SNS、TOSSメディア
　　それぞれの月号テーマに従って、タイアップを展開！

 読むだけじゃもったいない！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

5 7 z y u a
（ご・なな・ゼット・ワイ・ユー・エー）

※有効期間：2018年8月15日～ 11月14日

ID：TL9

●トークラインからのお知らせ●
読者アンケート実施します。
ご協力お願いします。
期間：8／1～8／31
アドレス：https://jp.surveymonkey.
　　　　　com/r/talkline2018

TOSS のセミナーが
いつでも、どこでも
ご覧いただけます！

TOSS動画ランド

《最新のリリース動画》好評配信中!!

《お問合せ・ご連絡先》

TEL. 03（5702）4450  mov@tos-land.net
TOSS動画ランド事務局

検索索索索

5,000 円（税込）

第24回　TOSS特別支援教育セミナー
in 東京　～発達凸凹のある子への授業の技
・対応の技～
　2018 年 6月、 東京で行われた「第 24回　TOSS 特別
支援教育セミナー in 東京」の動画配信をいたします。
　毎回大人気の特別支援セミナーですが、 今回のテーマ
は「発達凸凹のある子への授業の技・対応の技」です。 小
嶋悠紀氏、 小野隆行氏の最新の実践を余すところなく紹
介いたします。 また、 日本よりも格段に進んでいるという
アメリカでの特別支援教育について、 実際に視察された
両先生の解説は、 必見です。
　全ての先生に見ていただきたい、 明日から役に立つ
“とっておきのセミナー”です。

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

低学年向けの楽しい
シナリオ「怪獣とお散歩」
酒井臣吾

バラバラにしてから組み立て る造形
の楽しさを体験しよう。（本誌 P32）

TalkLine09H2-3_入稿.indd   1 18/08/01   13:28
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すべての子供の学力を保障する

教育

教
育

9
月
号 

２
０
１
８　

東京教育技術研究所

東
京
教
育
技
術
研
究
所

トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

9
月
号 

２
０
１
８

特
集
・
特
別
支
援
の
子
の
力
を
伸
ば
す
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
指
導
法

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2018.9
特別支援の子の力を伸ばす
TOSSの指導法
特別支援の子の力を伸ばす
TOSSの指導法特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

小野　隆行　子供が正反対の姿になるリレーバトンパスの指導場面
河田　孝文　チャンクを明確にすれば言葉の意味が子供に届く
木村　重夫　リズムとテンポのある知的な授業は、
　　　　　　不規則発言を自然に消してしまう
川原　雅樹　「教えて褒める」の繰り返しで子供は救われる
森元　智博　手元のノートと同じマス目、 同じ色の線だから、
　　　　　　すらすらと黒板を写すことができる
手塚　美和　特別支援の子の力を伸ばす TOSS の指導法
間嶋　祐樹　まずはクールダウン室を用意する
小嶋　悠紀　海外の先行実践を取り入れた
　　　　　　「パッと行動支援 絵カード」
笠井　美香　五七五の音と絵で子供が覚える望ましい行動
望月　健　　「自分で解き進めて、 自分の力だけで
　　　　　　70点が取れました。 こんなこと、 初めてです」
太田　千穂　計算の苦手な子も安心して使える「百玉そろばん」
鈴木　恭子　その子に応じた給食指導を！
高杉　祐之　宿題で学力を上げようとするのは、 教師の怠慢
許　鍾萬　　「子供を傷つけない」のが指導の原則

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

定価 750 円（税込）／年間定期購読料 8,500 円（税込）

〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
TEL. 0120-00-6564
FAX. 0120-88-2384

平日9:30～17:30　土日祝休

＜ご注文・お問合せ先＞

東京教育技術研究所
24時間365日受付中！

近くに人がいるだ
けで気が

散ってしまったり
トラブル

が起こったりする
自情障学

級。一人ひとりの
スペースを

独立させることに
よって、自

分の学習に集中す
ることがで

きる。前のホワイ
トボードを

使ってその子のペ
ースで学習

する。

卒業までの関連行
事や練習など

を全部書き込んだ
ものを六年生一

人ひとりに用意。
参加できたもの

には花丸をつけ、
励みにしてい

く。また、１週間
の予定を一緒に

掲示し、１日や１
週間の中での

「がんばりポイン
ト」がわかるよ

うにしている。

教室をパーテーシ
ョンで２つに区切

る。手前が遊びス
ペース、奥が学習

スペース。

全体を見渡せるよ
う、完全には区切

らない。一目見て
、区別がつけばそ

れでよい。

ホワイトボードに
は、一人ひとりの

学習内容が示してあ
る。プリント等も

貼っておく。何をど
のくらいやれば終

わりになるのか、見
通しを持って学習

に取り組める。また
、学習の最初にや

ることを決めておく
と、トラブル等が

あって担任がいない
場合でも、子供た

ちが自分で学習を始
めることができる

。

白は原学級に行く
時間、黄は特別

支援学級で学習す
る時間を示してい

る。誰がいつどこ
にいるのか、職員

にもわかりやす
い。

左棚の裏側はたた
みスペースがあ

る。

ここで子供たちが自
由に遊んでいる。途

中

になってしまった
パズル・ブロックな

どは、

青い箱にしまってい
ったん終了にする。

見通しがないと落
ち着かない子供た

ちが多い自情障学
級。

安心して生活でき
るように、様々な

工夫をしている。
長野県
公立小学校

奥
おく

原
はら

 淳
じゅん

子
こ

近くに人がいるだ
けで気が

一人ひと
りの独立

したスペ
ース

ホワイトボ ドには 人ひとりの
一人ひと

りのホワ
イトボー

ド

１日の予
定を示す

マグネッ
トシート

左棚 裏側
が

パーテーシ
ョンの向こ

うの遊びコ
ーナー

卒業まで
の見通し

を持たせ
るカレン

ダー

子供たちが
見通しを持って生

活できる教室

5

4
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写真でわかる！特別
支援学校の教室づく

り
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近くに人がいるだ
けで気が

散ってしまったり
トラブル
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自情障学
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独立させることに
よって、自

分の学習に集中す
ることがで

きる。前のホワイ
トボードを

使ってその子のペ
ースで学習

する。みにしてい
に
での

がわかるよ

教室をパーテーシ
ョンで２つに区切

る。手前が遊びス
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スペース。

全体を見渡せるよ
う、完全には区切

らない。一目見て
、区別がつけばそ

れでよい。
白は原学級に行く
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りの独立

したスペ
ース

１日の予
定を示す

マグネッ
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１
．
一
人
も
歌
わ
な
い
「
合
唱
」

　

最
初
に
前
任
校
の
最
後
の
年
、
飛
び
込
み
で
三
年
生
を
担
任
し
た
時
の
合
唱
を
見
せ
ま
す
。

こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
局
が
一
年
間
私
の
学
級
に
入
り
、
日
常
か
ら
体
育
祭
、
文
化
祭
ま
で
撮
っ
て

く
れ
た
映
像
で
す
。
画
質
が
違
い
ま
す
ね
。

次
に
、
20
代
で
つ
く
っ
た
合
唱
で
す
。
40
人
学
級
で
、
26
歳
く
ら
い
の
時
の
合
唱
で
す
。
３

年
間
持
ち
上
げ
た
か
ら
こ
う
な
る
の
で
す
。

こ
の
時
は
５
学
級
あ
っ
た
の
で
す
が
、
三
年
に
上
が
る
時
に
は
一
、
二
年
生
の
時
に
歌
っ
て

こ
な
か
っ
た
子
た
ち
が
私
の
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
き
ま
す
。
私
が
育
て
た
子
た
ち
は
他
の
学
級
に

入
っ
て
、
全
体
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
前
の
年
に
歌
わ
な
か
っ
た
子
た

ち
が
私
の
学
級
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
生
徒
た
ち
に
も
歌
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
く
で
は
駄
目
で
す
ね
。
苦
労
は
あ
り
ま
す
が
。

他
の
学
級
は
元
長
谷
川
学
級
の
生
徒
た
ち
が
引
っ
張
っ
て
良
い
合
唱
を
つ
く
る
か
ら
、
三
年

の
合
唱
の
質
は
す
ご
く
均
衡
す
る
の
で
す
。

合
唱
部
が
な
い
か
ら
、
と
に
か
く
担
任
が
指
導
す
る
し
か
な
い
。
学
年
を
つ
く
る
こ
と
が
何

よ
り
大
事
だ
か
ら
、
自
分
の
ク
ラ
ス
だ
け
ダ
ン
ト
ツ
で
良
く
て
も
全
く
意
味
が
な
い
、
と
い
う

わ
け
で
す
。
私
の
思
想
が
子
供
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
年
で
す
。
前
の
講
座
で
生
徒
た
ち
の
様
子
を
見
せ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
あ
の
子
た

ち
が
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
ど
う
な
っ
た
か
で
す
。
今
み
た
い
な
合
唱
に
な
っ
た
か
。

な
り
ま
せ
ん
。
出
逢
っ
て
６
ヶ
月
で
す
よ
。
夏
休
み
を
抜
い
て
５
ヶ
月
で
す
。
な
ら
な
い
で

す
。合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
３
週
間
前
の
練
習
の
時
の
映
像
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
合
唱
の
映
像
。
女

子
は
歌
っ
て
い
る
が
、
男
子
は
誰
一
人
口
を
開
け
ず
、
隣
と
話
し
た
り
、
ふ
ら
ふ
ら
し
た
り
、 〈

解
説

　長
谷
川
〉

　中
学
校
教
育
成
功
の
秘
訣
は
「
学
年
づ
く
り
」
で

あ
る
。

　あ
る
学
級
だ
け
が
ず
ば
抜
け
て
良
い
と
い
う
状
態

を
打
破
す
る
必
要
が
あ
る
。

　た
だ
し
、
一
時
的
に
は
そ
う
な
り
得
る
。

　皆
一
斉
に
集
団
形
成
の
段
階
を
踏
む
こ
と
は
あ
り

得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　先
頭
を
走
る
学
級
が
他
を
牽
引
す
る
と
同
時
に
、

支
援
を
す
る
。

　そ
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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3 荒れた中学校を立
て直した！人生を

変える指導法

長谷川博之先生セ
ミナーIN群馬

対応により、子ど
もは変わる　

特別支援の対応か
ら学ぶ　長谷川博

之の対応技術

2015年11月、群
馬県高崎市で開催

。「長谷川先生の

新しい赴任先での
実践を知りたい」

という多くの声に
応

え、赴任校での授
業指導をはじめ合

唱コンクール、部
活

動、生徒指導とい
った様々な場面で

の対応技術を自身
の

体験を踏まえて紹
介。本稿ではセミ

ナーの一部をテー
プ

おこしで再現する
。

荒
れ
た
中
学
校
を
立
て
直
し
た
！
人
生
を
変
え
る
指
導
法

誌上ライブ！このセミナーを

自
尊
心
を
傷
つ
け
ず
に

行
動
変
容
を
促
す
術

行
動
変
容
を
目
標
と
す
れ
ば
、「
怒
鳴
る
」
や
「
皮
肉
を
言
う
」
は
目
標
か
ら

全
速
力
で
遠
ざ
か
る
行
為
で
あ
る
。
自
尊
心
を
傷
つ
け
ず
に
相
手
を

そ
の
気
に
さ
せ
る
方
法
を
採
ろ
う
。

長谷川 博之
埼玉県秩父市立
尾田蒔中学校

はせがわ　ひろゆき

NPO法人埼玉教育
技術研究所代表

理事。TOSS埼玉
志士舞代表。日

本小児科連絡協議
会「発達障害へ

の対応委員会」委
員。全国各地で

開催されるセミナー
や学会、学校や保

育園の研修に招か
れ、講演や授業を

行っている。また自
身のNPOでも年間

20回ほどの学習会
を主催している。

022-031_TOSSn
o3_hea_02.indd
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ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
動
的
）
な
「
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
の
授
業
」
を
二
つ
紹
介
す
る
。

１ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
く

前
出
の
写
真
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た
根
木
慎
志

氏
が
、
私
の
担
任
す
る
六
年
生
に
、
出
前
授
業

し
た
と
き
の
様
子
だ
。

「
理
科
は
感
動
だ
」
と
い
う
小
森
栄
治
氏
の
言

葉
が
あ
る
。
感
動
の
あ
る
授
業
を
す
る
に
は
、

物
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ア
ン
の
授
業
も
同
じ
だ
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

招
く
こ
と
で
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
授
業
に

な
る
。

根
木
氏
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
水
泳
や
サ
ッ

カ
ー
に
親
し
ん
で
き
た
。
高
校
三
年
生
の
冬
、

交
通
事
故
で
脊
髄
を
損
傷
し
、
車
い
す
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。「
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
し
か

考
え
ら
れ
ず
、
車
い
す
に
乗
る
自
分
を
恥
じ
て

い
た
」
と
言
う
。
し
か
し
入
院
中
、
車
い
す

バ
ス
ケ
の
チ
ー
ム
に
勧
誘
さ
れ
、
気
持
ち
は

百
八
十
度
変
わ
っ
た
。
根
木
氏
は
代
表
入
り

を
目
指
し
て
懸
命
に
練
習
に
取
り
組
ん
だ
が
、

一
九
九
六
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
は
最
終
選
考
で

落
選
し
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
で
プ
レ
ー
す
る

仲
間
の
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
た
根
木
氏
は
、「
障

害
が
あ
り
な
が
ら
、
み
ん
な
が
輝
い
て
い
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
」
と
言
う
。
根
木
氏
は
、
四

年
後
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
を
目
指
そ
う
と
決
心

し
、
三
十
六
歳
で
夢
を
か
な
え
た
。

根
木
氏
は
現
在
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
体
験
し

て
も
ら
う
「
出
前
授
業
」
を
通
じ
て
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
活

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

世
界
で
活
躍
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン

実
際
に
や
っ
て
み
て
体
感
！ 

体
育
・
学
活
と
も
関
連
さ
せ
た
楽
し
い
授
業

大
阪
府
大
阪
市
立
豊
仁
小
学
校

　

松ま
つ
し
た下 

隼じ
ゅ
ん
じ司
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A

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
健
常
者
も
障
害
者

も
一
つ
に
な
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
輝
け
る

二
〇
二
〇
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
子
供
た

ち
に
話
し
て
い
る
。

次
は
、
一
時
間
の
授
業
の
流
れ
で
あ
る
。

① 

自
己
紹
介

② 

車
い
す
バ
ス
ケ
の
プ
レ
ー
を
披
露

③ 

車
い
す
の
乗
り
方

④ 

根
木
氏
と
一
緒
に
車
い
す
バ
ス
ケ
を
す
る

⑤ 

質
疑
応
答

授
業
中
、
何
度
も
子
供
の
大
歓
声
が
講
堂
に

鳴
り
響
い
た
。
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
も
、
勉
強
が

苦
手
な
子
供
も
大
満
足
の
授
業
だ
っ
た
。

次
は
、
授
業
の
感
想
の
一
部
で
あ
る
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招
く
に
は
、
講
師
料
が

必
要
に
な
る
（
根
木
氏
の
出
前
授
業
は
、
人
権

教
育
講
演
会
の
名
目
で
予
算
計
画
を
立
て
た
）。

現
役
で
活
躍
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
は
講
師
料

が
高
い
。
引
退
し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
師

料
は
、
十
万
円
ほ
ど
か
ら
あ
る
。
し
か
も
引
退

し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
方
が
、
出
前
授
業
の

経
験
も
多
く
、
話
し
方
や
見
せ
方
が
上
手
い
人

が
多
い
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
講
師
依
頼
は
、「
一
般

社
団
法
人

　
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会
」

の
サ
イ
ト
が
詳
し
い
。

https://w
w
w
.paralym

pians.jp/

次
の
サ
イ
ト
は
、
様
々
な
種
目
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
の
講
師
紹
介
が
映
像
つ
き
で
見
ら
れ
る
。

https://w
w
w
.kouenirai.com

/special/

sports/paralym
pic.htm

ま
た
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
、
小
学
校

に
来
て
バ
ス
ケ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
、
本
当
に
よ
か
っ
た
ら
お
手
紙

く
だ
さ
い
。

◆
車
い
す
バ
ス
ケ
の
授
業
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

根
木
さ
ん
は
、
今
、
一
番
得
意
な
こ

と
は
車
い
す
バ
ス
ケ
で
す
か
？

　
私
は

今
、
な
わ
と
び
が
一
番
得
意
で
す
。
根

木
さ
ん
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
ひ
た
す

ら
練
習
し
た
か
ら
上
手
な
ん
だ
な
ぁ
〜

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
も
な
わ

と
び
の
練
習
を
ひ
た
す
ら
し
て
、
め
っ

ち
ゃ
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。
私
の
目

標
は
、
三
重
と
び
、
う
し
ろ
は
や
ぶ
さ

を
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
根

木
さ
ん
も
車
い
す
バ
ス
ケ
、
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

◆
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

根
木
さ
ん
の
シ
ュ
ー
ト
を
見
て
、

人
っ
て
不
可
能
が
な
い
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
す
ご
い
シ
ュ
ー
ト

で
し
た
。

あ
と
、
質
問
の
と
き
に
話
し
て
い
た

言
葉
も
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
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